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「 続 夕陽 の ガン マン 」(1966 年 ) 

セル ジオ ・ レ オー ネ 監 督 に よる マカ ロニ ・ ウ ェ ス タン の 傑作 。 
「 小 学生 以来 、 こ れ ま で に 何 度 も 観 ま し た 。 大 人 に な っ て か ら 
は 、 こ の 主人 公 は どこ か ら 来 て 、 ど こ へ 行く の か 、 そ れ が 語ら 


[恐怖 の メロ ディ ] (1971 年 ) 

イー スト ウッ ド 初 監督 作 。「 ス トー カー みた いな 女の子 に 組 わ れ 
る 話 で 、 イ ー ス トウ ッ ド っ ぽく な い セ レク ト な の が 遂 に いい 。 
自分 で 初め て 監督 を する に あたり 、 こ うい う 派 手 じ ゃ な い 小 品 


『 ダ ー テ ィ ハ リー] (1971 年 ) 

言わ ず と 知れ た イー スト ウッ ド 代 表 作 。「 ハ リー の キャ ラ は 、 も 
し も 「 続 夕陽 | の 主人 公 が 現代 に 来 た ら …… と いう 印象 。 ア メリ 
カ 社 会 の いろ ん な 問題 を 背負 っ た 作品 。 エ ンタ ー テ イン メン ト 


れず と も 、 な ん と な くわ か る よう な 気 が す る ]。 


『 ア ルカ トラ ズ か ら の 脱出 」(1979 年 ) 

サン フラ ン シ ス コ 湾 の 上 に 浮か ぶ ア ルカ トラ ズ 島 に ある 刑務 所 
か ら の 、 実 話 に 基づく 脱獄 劇 。「 ま さ に 手 に 汗 握る サス ペン ス 。 
この 映画 は 何 度 も 観 ま し た 」。『 ス トー ン オ ー シ ャ ン ]】 の 舞台 設定 
に も 影響 を 与え た か ? 
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「 許 され さる 者 ] (1992 年 ) 『 
アカ デミ ー 賞 作品 賞 ・ 監 督 賞 に 輝く ~ 最 後 の 西 部 劇 "。「 普 悪 の 価 
値 観 が 入り 乱れ た リア リティ ある 語り 口 な の に 、 フ ァ ン タ ジ ー 
性 も ある 。 冒頭 か ら 最後 の ワン シー ン ま で 、 す べ て に 圧倒 され 
る 。 こ れ は も う ア メリ カ の 伝説 で すね ]。 


「 グ ラン ・ ト リノ 」 (2008 年 ) 
孤独 な 元 軍人 の 最後 の 戦い の 重い 意味 と は 。[「 ダ ー テ ィ ハ リー] 


『「 ハ ー ト ブレ イク ・ リ ッ ジ 勝利 の 戦場 |「 グ ラン ・ ト リノ 』 の 主 
人 公 は ひと 続き 。 社 会 に 立ち 向かう 男 の 決 着 を 描い た の が これ 。 
その 流れ は 3 作 セ ッ ト で 観る べき ]。 


を きっ ちり 手がけ る の が 彼ら し い ]。 


ミス ティ ッ ク ・ リ バー」 (2003 年 ) 
幼なじみ の 男 た ち を 巻き 込ん だ 殺人 事件 が 人 間 の 業 を あぶ り 出 
す 、 す ご み の あ る ドラ マ 。「 映 像 の 中 の 痢 に 隠さ れ た も の が 、 
画 そ の も の を 象徴 し て いる 。 こ れ が アカ デミ ー 賞 作品 賞 を 獲 ら 
な か っ た と き 、 納 得 い か な か っ た ん で す よ ( 笑 )」。 


と し て 観 て も る 、 カ ッ ト す る と ころ が ひと つも な い 」。 


『 フ ァ イ ヤ ー フ ォ ッ クス 」(1982 年 ) 

旧 ソ 連 か ら 最 新 戦闘 機 を 盗 お パイ ロッ ト の 物語 。 イ ー ス トウ ッ 
ド 52 歳 の 頃 の 作品 。「 ラ ン ニ ング の 場面 が ある ん で す が 、 年 齢 な 
り の 息切れ な ど 、 老 い の 部 分 を きち ん と 見 せ て いる 。 イ ー ス ト 
ウッ ド の 年 齢 と 向き 合う 態度 が 感じ られ る 」。 


「 チ ェ ン ジリ ング ] (2008 年 ) 
わが 子 の 失 跡 を 警察 に 届け 出 た こと か ら 精 神 病院 に 収 味 され た 
母 競 を アン ジェ リー ナ ・ ジ ョ リー が 熱演 。「 ほ ん と に 実話 な の か 
っ て いう くら い 飛 酷 な 事件 を 描い た 映画 だ けど 、 そ こ か ら 逃 げ 
ず に お ぞ ま し さ を も ろ に 出し て いま すね ]。 
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「J・ エ ドガ ー」 (2011 年 ) 


元 FBI 長 官 役 に レ オナ ルド ・ デ ィ カ プリ オ を 迎え た 、 現 時 点 で 
の イー スト ウッ ド 最 新 監督 作 。「 地 味 だ けど 人 間 味 が に じみ 出る 
演出 。 主人公 の 隠さ れ た 向 望 と か 愛国 心 と か 、 複 雑 で 悲し い 人 
間 を ここ まで 描け る の か と 驚き まし た ]。 
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イー スト ウッ ド 作 品 は 、 ビ ジュ アル ワー ク も る 秀逸 。 
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上 人 Q)JW 所 思 G 臣 や 回 () 
恒 玉 NRS6) 親 曲 - 坦 せ 6 似 て 
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信 で GS 人 寺 性 称 ピ マー 込 各 柱 
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OO 洋 衣 氏 ? 洋 表 監 ざ て キー 
る * 

据 攻 貝 十 革 理 っ 丸 冊 彫 G ト 〒 
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Clint Eastwood 


Profile 


1930 年 、 サ ン フ ラン シス コ 生 ま 
れ 。 映画 俳優 、 映 画 監督 の ほか 、 
プロ デュ ー ス か ら 音 楽 ま で 手 が 
ける 。1954 年 に 映画 「 半 魚 人 の 逆 
襲 ] で デビ ュー、 そ の 後 TV シ リ 
ー ズ 「 ロ ー ハ イド 」 で 日 本 で も お 
な じみ に 。60 年 代 に は 「 荒 野 の 用 
心 棒 」『 夕 陽 の ガン マン ]』 に 主演 、 
マカ ロニ ・ ウ ェ ス タン を 代表 す 
る 俳優 と な る 。70 年 代 に は 「 ダ ー 
ティ ハリ ー」 な ど で 人 気 を 不動 の 
も の に 。 監督 と し て は 「 許 され ざ 
る 者 』」『 ミ リオ ンダ ラー・ ベ イ ビ 
ー』 で アカ デミ ー 賞 作品 賞 ・ 監 督 
賞 を 2 度 受賞 。 世 界 中 か ら 普 散 
を 集め る アメ リカ 映画 界 の リ ビ 
ング ・ レ ジェ ンド だ 。 最新 主演 
作 は 「 人 生 の 特等 席 」。 好 き な 「 ジ 
ョ ジョ の キャ ラク ター は …… 定 
か で は な い が 、 荒 木 飛 呂 彦 が 贈 
っ た 絵 を 見 た あと 、 イ ギー の 名 
を 繰り 返し つぶ や いて いた 。 
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90 190 
600 224 あの 2 の 


守 半 3 
ps 


生 に 染まる 富士 を 背 に 立つ 空 条 承 木 郎 と イ 
ギー の 図 。 ク リン ト ・ イ ー ス トウ ッ ド に 兵 
げ る 、 荒 木 飛 呂 彦 澤 身 の 一 枚 だ 。「 日 本 か 
ら お 贈り する 絵 だ か ら 富 士 山 を 描き た か っ 
た 」 と 荒木 さん 。 赤 富 士 を 背景 に し た この 
絵 は 、 ジ ョ ジョ 展 東京 キー ビジ ュ ア ル (107 
ペー ジ 掲 載 ) の 青 富士 と 対 を な し 、 な お か 
つ “ そ の 後 「 の シー ン を 描い た も の 。 何者 か 
に 向け て 指 を さす 承 太 郎 は 、 イ ー ス トウ ッ 
ド が 演じ た ガン マン や ハリ ー・ キ ャ ラ ハ ン 
の イメ ー ジ と も 重なる 。 取材 後 、 み ず か ら 
大 き な 額 を 抱え て 帰っ て いっ た イー スト ウ 
ッ ド 、 す で に この 原画 は 、 彼 の 邸宅 の どこ 
か に 和 館 ら れ て いる こと だ ろう 。 


12385 玉 ま ーー コ 
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長 片 作 が う ~ 飛 最 
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ン 大 側 き て 彦 イ く ヾ 
タ い を た 生 ょ て が ン 
ーー な 
ビ に 表 の まこ 証 
ュ 語 木 か れ 見 語 タ 
| っ 飛 7 よ 半 上 
な は 際 
が | 


へ 弄 よ 維 均 山 N 
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《ー 


荒木 飛呂彦 


Profile 


マン ガ 家 。1960 年 、 宮 城 県 仙台 市 生ま れ 。 
'80 年 、「 武 装 ポ ー カ ー] が 第 20 回 手塚 賞 で 準 
入選 を 果たし 、 デ ビュ ー。 その 後 「 魔 少年 
ビー ティ ー』『 バ オー 来訪 者 』『 ゴ ー ジ ャ ス 支 
アイ リン を 経て 、『 週 刊 少年 ジャ ンプ ] '87 
年 1・2 号 より [ジョ ジョ の 奇妙 な 冒険 の 
連載 を スタ ー ト 。 現在 、 第 8 部 「 ジ ョ ジョ 
リオ ン 」 を 「 ウ ルト ラジ ャ ンプ 誌上 に て 連 
載 中 。『「 ジ ョ ジョ 」 シ リー ズ の 中 で 一 番 好き 
な キャ ラク ター は 、 重 ち ー。 


illustration:Yu Masuko 
interview & text:Masayuki Sawada 
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査 章 陣 つ ^ を 倒 じ AA 本 
くり いい 競 会 0 ウレ っ ン で ち し ゃ 公 7 
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6G 吉 で 史 夫 YR レン め っ“ 

据 家 Ni 必 「 畠 る 吐 リ ー ト エー」 
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つ S6@ し 公 で 

据 家 「 く ドー 飛 誤 軍 』 し 表地 更 旬 
い セ し ^ NG 似 還 G 細 っ 私 旨 舞 っ 
し レ 避 ポ ン 8 で RS し ちや "SG 打 
き ケー トペ ハー こと まき 澤 情 G ド 
へ 8 会 し” や 心 っ 心 持 し せ 宮 
ン じ 尼 全 し % っ 公 穫 の 提 7 選 っ 
Ne JUDY 民 伝 枯 6 で し で 


選民 馬 G に 的 に 民 ロ つ お Qp で 
三 っ SQ 心 人 で も? つ 会 史 7 「 球 
思 @ 国 足し 有職 で じ % で SQSM 愉 SO 
避 e で |)? 懇 で で い @ 叶 束 狼 re 
作 で ポン うっ G し ^ siJ ン 還っ 
つ を 6 っ し じゃ 公民 公 Q7 嘱 屋 
1h ヾ KG せ そ 届 必 系 ー 公 し 各 し 7 
で 表 必 0 秋 し 2A 還 お へ 公 皇 
レ 刀 く し 6" を で 8 で 皿 中 豆 
家人 玉 つ GS て 民 " 揚 で で 
「 失 る 時 リー トー」G 周 路 間 Ne 
りり 還っ" めで の 剛 シ つ 忍 層 つ 
し 

ーー レ しめ? 模 べ 8 込 還 本 お へ ・ 
人 AA ローK ふ ーー し も で“ 

据 攻 を で ご 円 失 せ 押 咽 号 目 
ー ド 忌 隊 ひし っ 選 6 し” 判 べ くく 
92ATm2Nm つ を つっ) で 

ーー ふ で そ ミロ [ 析 償 豆 正 醤 ] の WU 
や むち 妃 時 せ で 

据 藤 過 必 @ 唱 7 人 「 析 信 豆 時 想 レセ 
*」|「 選 ー レ セ や | で で の に 遇 
ii まくろ ここ 4REEJ に いで 
全 で 選 し ゃ "AA mG 忠 部 | 
つ を AS で し も NuunNon AA 
へ で 公 を で レ っ te ト さ WU 遇 曜 
し 「 拓 め 析 食 半 避 朋 |] いじ 的 te つ 
を 5 っ し ゃ 信 " 旨 で で で FAN 本 
信 丁 1G 心 多 叶っ し セ 公 Q? 
皿 型 の を きっ ちや 2 | 坦 四 ひし 人 
紀 6( 取 ) ? 

ー 一 束 較 倒 戦 和 し ^ 京 画 べ 公刊 く 
くり っ IA 還 迄 本 187 打 G『 昧 
下る 時 人 と へ Ah」( ペ ヒビ 「 人 A そ AT) 
し ゃ 公 ご 本 殺 で や G し So 

据 藤 鏡 貴 名 し つ 豆 (部)? 虫 亜 筐 
6 革 じ し S 取 恨 号 S 拉 め 東信 
豆 玉 っ SU 時 洒 G 虫 六 公民 
合せ る っ め Gw 選 細 む で し っ 心 選 
吉 束 で 丸く し も "NmG べ 公 Q87 
握 虹 虫 恥 の 公 柚 定時 語り 会 S り 
NN ユ ー ペ ー へ へ ハ 下 態 G 必 の 公 7 
っ Q っ AO 斑 SQ で つつ 丸 SS" 相 商 


写せ 畠 つ し っ SS うっ ロ つ し め ^ 3 
1J 公 人 弄 散 ロレ へ GS い @ 判 映 怠 
らき る S 会 Q 和 滝 征 丈 恥 モ レ っ to 
り 昭 っ 6" 


ーーw 必 っ 87 路 屋 GTIATT 公 
ls" 「 ロ レル ハ 中 一 一 賠 足 
6 閥 選 窒 一 ] 和 つっ 心 キ そ S TU 
ー 公 いや で し っ ポ つ 旧 ? 

所 や 心 じ セ 民 ? 給 忌 在 舞 
りつ で し た 人 名 さ を セ っ パ 心 | 瑞 
GA そ へ き 喉 お玉 っ や めで し じゃ“ 


部 


は 、 悪 魔 的 な 頭脳 を 持つ 謎 の 少年 。 第 1 


= テニ 
オ ・ ブ ラン ドー と ビー 


』 の 主人 公 ビ 


[ 廃 少年 ビー ティ 


惑 $ 肖 由 し じゃ お 20^ る 如 ン の や 
KA mA ロ 本 つじ し せ 凌 図 公 板 8 
求 寺 会 軍 シン も 心 史 トー し レ ゼ で っ 
し ゃ で で し レ っ 心 そ へ Nh ポ ネー.A 
へ じゃ" 

ーー『 人 AA 還 信 1G 志 所 心 を で 
し 来 包 刀 くし も 公 で 環 貯 め 包 ン 
いし 8 型 J で SU 納 選 選 窒 @G パ 心 
SS 回 也 返 te 避 上 っ し ゃ 令 " 

据 家 h ト AKGTAm ホ も へ ] 
し 忌 Q 生 で や つじ し っ 忍 会 :07 人 


は 、 よ く 見 る と 似 て いる か も !? 


2 


ディ 


で 敵役 と な る 


丁 相 へ ・2A ロ ーK 和 ペー ロ つ 旧 で 
し を で し セ や 民 " し め ^ で き 杜 
心 S し セコ 7 人 談 記入 や ゃ や 
つ し SS トロ ーK」 し つ 玉 全 Q 
(部 )) 6 団 和 [ 迄 加 本 お へ 1G 避 心 
公 器 ざ つ じき 則 抽 っ 会 (7 Nm で 
公 問 中 唱 卓 ご 晶 爺 つ 玉 で し つき 心 
で" 性 洒 GiIJQS^ 貴紀 光り 
っ 心 信 ^ 肛 叩 会 つっ うめ の っ 心 会 丸 
JJN3SSKI ト エー 人 か へ ・K ミ ニー 
私 下 玉 っ SS 科 つ し いち 妃 公 で 
むし じ し セ で“ 


^ べ 画 編 本 、 さ ^ 


昭 っ らい 選 : 


ー 一 胡 沙 きり 心 を で し 刑 札 ら 
し も 公 で 

据 攻 会 ン 鎧 引 ポ ボ く て ミ 公 
さや ン レ " 弁 組 R 刀 鑑 ロ ie で し レ 
っ 心 公 。 NN で 交 皿 つ し 尽く し 必 
や * 鏡 下 R で し 思 叫 作っ 公 Q7 
悪 つ つじ し 尽 り 全 つ し 諾 己 細 っ ら じ 
区 選 人 で 選 ” 製 組 R 押 例規 RS 
し RI 必 KW て て へ) 坊 で さ stQ ら の 
を SS っ し セ 公 "NG 叫 叶 っ 
短 忠 電 や ン ヤレ 寺 ま で G 公 菜 
妨 ” 区 @ 環 押 G% 心 ロー HE 
ミヤ ャ ー 令 国 全 で し 想 中 選 王 ネ 
ー 人 A じ セ や で“ 

ーー 表明 臣 つ ン “ 韻 外 、J っ mt 
ぬ G 公 / 窯 聞 態 の 昭 必 G し 人 7 
[Kr HH や や や や や や や へ | 公 「 ネ 
ペ 必 | の っ で 訪 由 押 き AO 心 を で 
し 地 t で NOG し ゃ 公 C で 

据 民 り 心 和 を で どじ 導 で ら で し 
で で で しめ 穫 ( 孝 ) 1J 玉 せ 了 K 終 し 7 
臣 終 り 二 レ ン NepG 記 公 07 押下 
し じゃ ぐ へ 選 り 遇 いで 0 し っ 8 っ くし 
TTA 人 1G 猿 紋 玖 幸人 @ 丸 親 
芽 へ へ KG 環 り 会 移 机 っ し っ 
ぐ くし ちち 20 り ^ OHAHANH 
へ りり HAN) 会 尼 全 ぐ く 和 へ 豆 販 会 


で レ っ し" SR 一軍 
固 嘱 っ らし" キト ーG ボ ドー 
IA 本 モ IO の 季 り H そ ヘコ ロ 
YAJUHTANUH で AN っ 心 く へ 
S 抑 会 中 っ 豆 さ つじ っ つ 思 5 
単 き っ で SQ 心 和 AU 走 選 全 
人 KK さ 公 和 SN@ つ ^ RAT パ ジン 信 つ Oo 
ヾ しゃ" 社会 07 SW ドド ヘ 
RG 甘 し を いし 豆 玉 で し? 

ー 一 環 W 環 人 忍 基 し 杉 材 せり 
JSC G レ つや 心 公 で 
据 攻 和己 目 也 の っ 心中 へ K 入 
ー9 揚 1」J 心 本 で レス っ つ 選 5 
ー ふ 競 還 凌 の っ で 本 囲 涯 会 RS 
T っ っ つ ^ 尽 1 さ で さめ 十 革 就 会 ネ 
人 忌 1IAIIN 公 覆っ 会 半 貴 
欠 喉 苦 り 公選 :m ロ 8 ミー ミ 公 堆 
0 つ を 5 っ し じゃ 公 " NiJ 欠 陣 折っ 
つ ^ ADSi@ ペ し ちや "mm 必 つ 
刀 ミー ミ JG で JJ で Qinm し 7 負 
召 選 環 刀 つり っ 避 G 愉 現さ 
し Q 相 べく 設 玉 記 疾 公 中 
Q 公 GO 公 ち し 訓 で ひし" 由 隊 
可 っ ロ 表 Ke の っ 心 JIJNQ 6 し ゃ 中 
りり 部 ン 提 じじ っ つ 玉 7 Np 愉 っ 心 
握 沈 し せ ′ 移 の 嘩 GTK ペ ー ぬ K 
て いふ ミ や ャ ーーK」e し G 杉 き 
揚 放 つつ で “ 

ーー『 公 本 公 1G 杉 倒 枯 で で 
や 1J で きっ EN@8 り っ 心 電 思 
や 交 で し 人 愉 で 

振 表 葉 如 王 人 S さ つつ 豆 ? 
貴 虐 G き っ や 心 ロ 由 い 0 し 8 ンコ 7* 
「 ウ リート エー」G の pf く ポー]G 
うり p 皿 現 但し ゃ や 6? し 
や ^ 吉 弄 所 補 天 炒 議 天 宮 で 虹 
いで レ つ で "で 会 AA m1G 
閣 搬 公 更 WWC し "一 ロ て ロ 選 
家 換 中 唱 覇 玉 で じ っ で し じゃ (Q で し < 
ロー トト 避 G 和 一 AA 私 員 
9 委 信和 へ 王 つつ 民 KO 素 
屋 求 民 ] の 隊 で 記さ し じゃ" 尽 じ っ 
SSNOn い SS ゴロ 環 舞 
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咽 で S 伯 7 記 っ 
"1JG 掴 や 中 和 8 宙 
NunS で し 冬 " 

ーー 一 喘 屋 細っ 刀 R ボ て 卿 * レ 
っ 選 信 で 

所 工人 べべ 皇 虹 縦 @ 地 明 攻 吾 
っ で やせ SN@G 信 部" AA 還 似 町 
Jih で 低下 持 掲 語 玉 っ S 科 O 
し 剖 症 つ レ っ QR て 8 で 妃 り 昭 
っ ti" 

1 の SU0SUE く II だ Be れい] 
^ ズ 写 編 開 、 し セ 公 1J で せり 心 和 
C し 財 で 玉 G し も 人 で 

据 攻 S で せ 民 で 公 窒 さ 選 
S ざ し 7 TH み RNNKG 陣 一 
伝 宝 Io つり D け TX ハー と 更 季 公 ン 
し せっ む ぜ ンジ” ww で し 映ら で い 部 
し 村 っ G 信 ^ べ 本 組 柚 、 じゃ" 
の USUWEx 人 や た EYE れい) 
っ こと ミル へ っ 心 人 fyto 
人 茹 終 明 基 G 問 っ 提 人 如 全 で 
で 人 Q RIJ 層 男 本 MeG マズ 
配 弓 柚 、 公 末 河 守 で 忍 で と し しゃ" 
で で S 公 Q 半 っ し 8 っ し 6 公 で で 
人 り 昭 っ 6 屋 67 多 壮 拓 G エ 押下 
玖 で 人 の 心 じ p 民 ( 才 ) ? 

ーー し 3^ SQ 刺 S レ 鷺 さ 遇 で し 
芯 じ ” 舞 一 葉 G 革 し じ 喘 め 下 鐘 軍 
で し っ te 天 固 JJ」J し レセ 谷 で 
据 藤 思 加 固 GJjJQ)^ 准 ) せ 
信 四 配下 へ 公司 景 J1JQ し も 公 で * 
wpNp 迄 皿 へ 公司 長計 
表 僅 し っ 人 る で で で し も" 玉 ち 2J7 
fh す 羽 訴 悪 0 班 ^ mmQG 電 約 
納 や Io 6 心 S 稚 つけ つじ 6 所 
け 玉 本 い 所 し っ で 玉名 心 色 っ 
っ っ J 昭 で C 8G し ” SN し 軸 罰 坦 
慌 ロ つつ SI 人 ANTI つつ レ 
きむ で 」J 心 果 角 つや る S" 刊 く 
色情 で つの を 必 G レ ^ NG 臣 帯 
さこ 菅 きっ じゃ 公 0 応 乱 悪 8 相 
べく 公康 登 CC っ ム Gp” っ っ 鶴 
つ 守 のり で で し や? 2 中 


JE こい 
Nu 


ぬ ン 中 


も へ 江 求 つじ し 陣 む じ 浴 で し やっ 
つ を っ し も 公 ” 尼 公 折 つ っ 習 
0 谷 つ し っ t@ 公 0 1J で きつ 
問 記 も く し 豆 っ 会 の ? 区 
3 茹で 社 生 G ロ 7/ 区 で 0 記 
3) 判 和 上 豆 で レン ke セ AR 己 表 つつ し" 
Q そ で りつ SS 区 凍 め SO RS し 
や ( 元 )? mnQ っ 心 ド へ 民 包 利 公 で 
S で し も ^ 親 苔 せ ? 

ー 一 鞭 稲 下 尋 人 一 叶 め 京 貞和 っ 
QnA 本 玉 公 也 レセ シン 
SG 上 Q 舌 「 訓 題 神 糧 」 唱 公 で 
レレ っ ポ セ や 6“ 

所 ny し セ ST や G 半 し 
WOt@ 会 約 己 吐 ン 揚 選 妹 全 で で 
しゃ や? 3Q っ 中 居 斑 30S で 忘 
公 き パン 昭 っ や きっ し も お U7 
求 会 粗 人 0 刀 シレ つ せ 心 色 結 公 下記 
しゃ" 


稼 Q 油 Q 柱 っ し 


HAN へ 公 全 人生 で や 


ー 一 区 Q 苑 ! 話 是 基 吉 」 き り 心 っ で 
S 北 暑 じ 幸信 6 し も 全 で 

据 表 刊 く 公 人 四 お へ 会 QA 
本 pDND 度 で teG し ′ で 4 
や レ ャ そ 必 ページ p で の 臣 \@ っ 
補 つ りつ も 心 の 遇 じじ っ つつ や? 
記名 殖 Ne で レ し っ 避 G 公 部 皮 折 
作田 結っ Q ぐ SS の 1JQ 押 更 郁 
で 別 さ し っ で で さ セ 0 や 心 競 そ 
IN いふ ホー リロ つつ 6 心 で し "町 ウ お 
へ 8 セ ぐ くじ し 公 嘱 草 き っ 心 避 " 
聖 中 伝来 じ 。 1JB 表 つじ 円 搬 玖 
四 心 夜 玉 っ や べ て で 写 3J7 仏 丁 
や いせ めで と 和 ハ 耳 そ で し っ 心 全 7 
人 ひい 史 レ っ ン 悩 つと しゃ で " 首 
で 人 W し レバ 王后 詳 恨 刺 人 r パ レン 
fh て KS 二 G 直 玖 いひ ン NOT NuiJ 民 
し ぷ 提 レレ っ つ 選 ? 更 明 "KK て 
ー ユ ペー 中 角 G 脳 了 全 で いし 丸 
つ ^ 職 Q 元 し IATA 1S セ ff」 ン 


る 時 引っ ルル ASS で 応 < 
を っ 公 S? 

ー 一 区 Q 短 し 咽 め 玉 遼 軍 で じ っ 
t91J4 お 8 尽 し セ 公 で 

据 家 0C る つつ 器 つ つつ で な 07 
珈 視 代 軍 WC レー 吐 め 玉 で し っ 
ン Q っ 忌部” 親 環 6 臣 上 中 全 で ふ 
ふさ トラン 人 各 Q7 で うし 』 過 会 
っ 人 る で し 葵 で で や で しゃ や 7 8 
民夫 べ 民 会 届 層 寄 控 村 己 二 公 
te6 心 宮 瑞 机 し きる っ で お 07 
[8 で ^ 忠 加 格 選 中 各層 選 ]1 で 
し 穴 つ し いう し っ で くし "コロ J 
で 公孝 丸 の の 唱 全 シン っ っ 門 忠 玉 で 
SS く し ちや? 諾 提 シス 想 つ つじ レ 
や 喘 李 きっ 心 人 トマ トト 玉 Q 
G 男 羽 各 の 昭 っ つつ 刀 で 7 で 必 
し ゃ 固 弄 の 全 レ ロー トド 苔 G 雷 京 
を 半 賠 民 唄 じ 玉 ちち 0” 円 帳 「 過 と 
ゃ pm 部] で し っ 心 二 除 つ 公 豆 谷 で 
RS し め ^ 也 淡 唱 m\@ の ^ 中 公 天 
心 ぐ し 7? 「 セ N 各 一 ] で 田 
思 ぃ で で 羽 つ し NG 避 G「 公 本 
人 mpQ 唱 潤 争 @ 豚 記 ま つ 丸 
SS? ロー トド 戦 れ ロ つ 忌 さ ^ ロー 
ルト GE に 5 明 門 公 っ で 測っ 的 で セレ 
っ 豊 唱 咽 で 弄 」J で っ っ で 
し っ 心 寂 玖 剛 さ 別 で 和 S さ ドー 
K きつ で の つ 丸 提 G 国 玉 や w 
ho3 こ ん 

尋 つ 公 唱 絶 N 陰 0 し て で せ ユ 
K 公 Q 昌 ロー イー 己 表し じ ^ セン 
ロ X ヤ ATBE で し" NG 選 G く 
て させ て 必 つ トト 公 っ し ちゃ や 記 * 
据 攻 や で ンス っ 1J6G の )%GY ふ 
ユ ト 紫 中 公 Q7 セ ロン K 世 剖 測 証 
W 恥 む や く し ちゃ ? 

ーー し 8^ 範 N 諾 G せ エ 届 いふ ー 
し 8 皮 人 GS 

据 攻 問 人 っ っ し ちゃ や 7 HAI ト 
ヾ へ 到 装 シン ヘー ハ 和 SNS しゃ 
2J^ 密 倒 対 ン GO し っ っ S で も 了 
っ つつ で “ 


じ 


ーー「 ト ト S ざ で トト トト ] 
いし JiJQ し "SS 回 ば 
し 唄 丸 1 の 公 各 人 生玉 し ち ? 
据 攻 還っ 泌 全 SO 模 配 唱 際 誰 
間 咽 や 丸 弄 心 色 還っ で し 昭 で で 
JJ 公 得 N6N し 6 

ーー HA へ Ah で へ 6 湯 ン ヘー ハ 
8 中 軍 し 部 容 め で し っ し じ ^ 組 
押 ① つ し レ ば め Gs1J ン ャ ハー 
公 更 放つ 県! 

据 攻 『 人 と ATJIC し 吐 回 己 マ ー 
信 つ 忌 各 っ ざし で 7 NOQ 提 et 
3 り 統 民 如 く マーG っ 選 じ し ちち 
JJ^ 親 表 G 四 親 虫 時 選 を の 字 
せき 還っ つ で 宙 で を で で] で し 幅 で で ビレ 
で 会 (0 帳 舞 SS 公 で Q し も ? 
信 密 レシ っ 心 の 9" 章 @G 功 ご し ゃ お 
へ 尺 下 纏 骨 玖 曲 お で し っ 心 マ 
公 和 っ で し ゃ 5? 甘 居 ロ リロ く で 
レン JJIJNQ 公 習 電 上 隊 っ で し ( 元 )* 
如 天 2 届 一 東園 時 0G 昔 つつ し 
8 親玉 で 握 6 提 中 し で レセ iJ 
ツン 押 咽 ロ 福 っ し っ te で し“ 
ーー ゆで っ) 相思 G ユ ー ふ ホー レ 
Se ボーKG 編 謝 じ つ で " 
SGIhNK と 8 TA 町 け 志 ko 
環 回 6 る の で の 映っ ? 
据 攻 飲 時 @ 細 っ べき 隔 半 公 っ つ ^ 
准 玖 っ 心 答 ら StOon3J? 信 つ し 
還 3e36^ 交 Q 役 舞っ し っ ぃ @ っ 3) 
BHAAA へ 公選 紳 如 唱和 人生 で 尋 宮 
りら っ 心 民 会 つ 屋 ” 習 更 会 き 和 を 
CsQ を で も し 7 叶 と 個 の 基 ロ 中 宮 計 
ン レ つや 心 多 部 人 で 束 ? 抵 一 虹 羽 
手 暑 つ 玉 の 会 Q 素 ま で し っ セロ 
ーO 公 で うり を で し 拉 I@ で ち し じゃ 
人 (QS" 


ー 一 移 の 吸 T「K ホ ー ぷ ぬ K て ふさ 
ャ ペー ド 』 し じゃ 湿 和 公男 宮 


いい 


ps? JJ 必 ひっ で で 擬 暑 所 臣 ひ じ っ 
SG し ゃ 公 で 

据 攻 ローO 窟 悪 昌 つ し ^ 込 還 一 
K ふ ー 履 G 由 攻 避 肝 心 っ 心 ) 
し 普 稀 一 監 全 KK ホー そつ で の 世 
人 SQ 来 ま で し っ うつ 刀 " 仙 い 7 
て ー ト ペ ハ ヘー 選 窒 じ 豆 マン” ロー 
と ゴー ツー 誤 各 上 品 章 ロ 公 で 
し wsiQ@ 五 っ 7 才 必 
称 さ 選 し 理 玉 っ り 遇 で し っ 
つ で で ? 密 唱 配 つ し ば ^ UN 引 
っ そ 公 公 囲 St@G し せ や ン 王 
せ 喉 っ て へ レン で し っ 6? 
NGHSn 公 帳 折っ つつ を や っ しゃ 公 “ 
Nun 旭 で し 峰 っ G 北 所 堪 ye 革 し 7 
欧 一 起り 交 Q 度 環 つじ 型 宮 つ レ 
県 [る 想 さ 1) し 幼 ン や で to 
6G 人 で 」 の っ 心 相 っ 0Q 唱 尋 
レス っ ijJm で し レ 稔 ら 公 如 ? 

ー 一 問 っ 6G 明 せ / 展 人 :nK ペ ー 
て つじ し 連 拍 へ AR 一 ミ ^ て 
へ と 0Q 唱 員 傾 本 品 間 し \@ 日 
2ATm と て の 50 で 拠 ツマ で だし ゃ 公 7 
1JG ミ ペー て うり 心 っ 心 測 球 必 で 
SG し 人 で - 

据 家 AH ロー ミ ・ 心 日 ミ KG そ 突 
ロ 「 ご 十 還 画 者 映 | 四 」 の っ 心 6 公 
SN 生 6 で? S で G 和 所 ロ ーK 宮 
しゃ や " 給 り 7^ 」J で 手 ヨ 求 如 
羽 購 G「 こ 0 ミ Q 判 」G 臣 Q 公 S 浮 
屯 や ぐし も 27 の 倒 ン 改 く 
ヨ 鑑 電 起 所 や し HAT て ロ 中 会 
ゃ で 人 各 で 玉 で し ち ? 公 <Q7 濃 民 
直せ 御 赴 ” 避 表 穫 填 翌 つ を 宮 
を xxRS で RS し セ や / 坦 G 革 
し ぶ () “ 

ーー や つじ ^ 殆 の 苑 公 (Q 所 辻 し 
きき ン KK 必 N 和 を 束 近 刀 己 着 で 
つつ S 1JG ふ て へ 私 し 青 否 公 
QK ぬ へ と とり 押 で GS 如 凶 宮 
ぐし 信 で 

据 攻 SI@" 下 箱 虫 濾 全 [の 心 
長座 や 世 っ パ や お | で し M 必 で し も 
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3" 悪 全 .Q つ SQFRO CE] で OM 答 
つ し じゃ む 3 り 7 Non 凡 で 刀 ペ 二 
尽 会 穫 N 公 ン レン うち や ン レ っ 


Q っ Q り 提 旧 球 展 ロ 里 会 で SG 公 
ご o で 公 さ で 多 
理 選 せ 。 則 oR K 必 へ を で QS し し ご 
に まさ や: 要 MG ャ ネー し 
和 W キ で mn 4 拘 。 さ セン っ 心 の 7 比 前 財 
0 すま 明 せ HK ミー6 民 倒さ 
っ 4 へ 回 日 て 5 青 常 日 愉 き 
4 = こつ! な 5 。 SS” 所 か 
で 必 GS 2 語 や と し 層 画 つ 忌 で もし KA 
和 昌和 所 セッ 団 gg し 尼 皿 je 
ロ 還 崩 1 人 二 Nz 8 剖 R 包 DANHR さ きめ つう し 本 
ロコ 1 ハ いそ ご 隊 
呈 る 押 作 SR S 唱和 公 ン 中 me きっ や Gw 氏 
し すね Th 皇 さっ まり P WP 
まし りり 症 WW 二 明 MS し 舞っ で し も" 坦 ? 
窓 。 拓 和 の る 
ma る スミ ル 生 信 層 6 で 時 咽 忌 G 愉 せ 「 | 終 足 公 
ー 織 」J) し 3 As 肛 の 
秋 \% Je で 全球 いし < te%G 選 で 公 Q 半 っ] 
人 用 人 天 ご WG K 3 6 つ 選 "し yp 吾 
で.W 吾 2 っ B 思 * や 
iQ@ 避 且 し かど っ Se っ 愉 崩 咽 め 抽 且 に AWT 
3 SE 8 Je レ KHK り っ fe 
RA 昌 人 し / 可 こ 
半 ま 条 SE さき 460 on 
半 陳 mW で 競 n ン 名 箇 さ 思 蛋 ロ い ひ ン で レ っ っ 
培 1 や 。 へ 民 記 折 ら ヒ 四 む hG っ J 昭 
た n 生 no っ ン m し 内 較 幼い o 
の き ドコ o 
A is Q キ へ セ 全う > Cc レ っ つつ 尋 SS 
Q ユ 識 稚 一 や 公 古 角 心 吐 らら z 16 違 。 
NF ます ご 還 衝 や 一 員 尽 押 っ KW へ 
対 朴 癌 SN R 
人 Le 訂 和 6 軸 旬 m ュ DS で し ちる で お 
ES) 人 ーー 1 
ご 。 で 
。 つ 暫 っ き * ン 払 ・ ト ー ミ と や 尽 
= 本 いよ ・ 1 へ 
Eb 人 人 公 Q 来 まで し っ つつ 選 "AL: 
へ 。 計 当 人 2 1 
の た あす ー ン WI 眼 BK へ 多 提 し 
eS て て 全 徐 ド Fa 
ミ 品 ずる へ SHG っ SG し 選 G 喜 や ドー シ G 
足下 に かす つっ で ド ら OO 
8 まい NO マン a っ し 吉 な em 
@ 固 間切 OS 紀和 0 っ 0 下る 
は Ah Yo 
ゃ K っ や を 
お宮 JUN 幼 記 や 00 
さ 。 ーー っ ン ぷ し め 幼 ち @ ざ っ 
人 下 了 ほ 人 た に る こま まく いい (た 
D 地 Ks や? 赴 上 咽 公 悪 0 N に 
0 っ JJ しき や っ し ゃ 会 で 
る e う 5 月 
る へ 1 で 据 散 上 詞 GK よ ロ ー ミ 所 
流 約 の @ 
ST ws 2 ユ 物 GU0 和 DS 放つ 366 
@ 無 !J 。 還 親 具 蘭 軍民 Ne で 
さ リッ 守り 人 性 親 江 較 Je で 
を し ミ ピ ゃ Ns Pete 除 ロ レン ゆく て ら 村 
KA 更 っ っ っ し ゃ め 和 折 で の 畠 っ レ っ ro 
4 寺 きき る 3 本 っ し ゅ 
本 = 3 ・ つ 
| C コ 四 SS 地 時 天 ら 調 論 で KO” QAJ8 民 員 S 貝 
っ て ロ WW 凡人 RS 又 5 HIRG 
8 き ペン NMe 信 き R ツ に 仙人 史 邊 5 SG 
| ae IN 園 統 ら 切 公 we で UmR じ っ to 
1) 人 pe に お 】 
| ミッ 際 SA 桂 辻 き GMIUQ Sb 
まさ NNW 軸 天 二村 間 AT DS ね EZ る 人 さ 伯 本 
前 さ 各 人 由 利 き 谷 つり や さき ・w・ 和 て 
ント 諾 mW 紛 。 水 民 > 年 捉 G さ ポト ミ を ・ 
ぐつ 押 負 名 事 で 下 Rd 
多 - 旨 戦 興 16 ペン 
間 剖 は すす 和 め も さい 
@ 吉 じ っ 
需 填 王 心 
の 穫 測 
弄 DG mw 
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つい に DIO を 倒す 。 


の 戦い の 中 で 承 太郎 は 、 時 を 


荒木 さん が ベス トバ ウト と し て 挙げ た 「 承 太 


郎 vs.DIO]。 
止め る 能力 を 身 に つけ 、 


し っ や Q り 昭 っ 6 司 0" つ 公 の 所 
人 北 で し っ っ? 飛 選 7 公 Q7 
座 G 窒 静 豆 で し っ @ し ちゃ ? 
ーー で ン Q っ | 吾 G 扉 更 編 *OtO 
JJ マン 生 で 環 悪 需 お <Q で No 
pG し で で 

所 攻 租 む 生き 鑑 や 
聖和 ン レー っ っ ヘー へ 公 じ し 
玉 3JW | 思 つ 合 心 尼 回 p 握 正 
つじ し ゃ 中 し 装っ し っ 司 "7[ 昌 
うけ うろ ヘー へ 所 各 | で し ( 悩 ) ? 
央 や 9 NEW を で 0 を 心 G 
臣 公 そく て? 己 忌 色 軍 で さ 7 
炊 じ で ぐさ つじ し” NO 千 
括 ぬ 世 で GSAIN ン CMQ を xn 
人 <Q 弄 和 の る っ)JQ し 民 状 避 
公 や レ 移 SN0 し“ 


ペース? 


征 Q マ 一 公 


ー 一 理 っ し っ し 「 ロ で 談 憲 ] 
つ 9 本選 し SNeG し セ 公 で 

据 攻 人 ご 67 1JGT ド 過 N@ 
つ ^ 1JGT セ ドル p 了 藻 KW つ ^ IT で 
さ う や 宗 玉 きっ や で し の 欠 "mp 
心 っ 届 J 穫 で 宮 公 の 似 鞭 選 
S や で し 虹 っ ポ S( 元 )) ド AR で 
レレ マー2A 更 SI6 へ 人 KO レス っ 
GR 公 人 SN0 ペ しゃ 7 尼 A 江 へ の 
EC の も この や すがり こん 人 < 作 二 め や いよ こい 
で い QJ 委 RNN 代 っ 3J 公 7 NQ う 
心 へ 人 K 束 玉 っ SG 公 和 St@ ペ し じゃ" 
で 公 悪 G 遇 和 和 せ 語 で 一 込 し る 
り 6J れ で る で し ちゃ や 7 県 密 AA 
ャ へ TO し っ Cpー 呈 中 全て 
ー ハ 各 ざ し じ ち ? 選 人 名:00 つっ G や Q 
て 一 2 心 つ も 心 で し 妥 で し tv つ 
忍 ? 親 祭 マー2A 選 下 を セ 1 うき し 


っ 公 QRn て や ON0 選 叶 っ 
ざり や G 走 淡 め GiJ 
ン H 愉 さ 守 一 環 心 68 No 
を で し を で 惑 さ NG っ) 企 朋 き つ 
K さ 名 例 で で し WWQ を AO7 
ーー!J で 穫 お 枝 で を で し っ し め 7 
の て ー2AG つ K さ 避 罰 Oi の ) せ 
部 信 で 玉 く し 人 S で 
据 攻 恨 洒 Bm いしゃ 1S? 8 
wm っ うっ 守 飼 り で 公 で パ で じじ 遇 心 
人 る やめ つ で きっ や 50^ 店 均 w し つ 
京 ( 交 )? 述 ロ AN マ く マー 迄 し 一 更 
直っ し つ W 心 ぐ くじ 1? で し 
て 一 湯 密 ご 個 つ し ^ SQ 尋 例 じ 
湯 舶 つ ソ っ ン “ し 届 つ し SS" 
BA 入会 さ リ ロン っ で 
レ 由 で で NO ペ 写 0 SNvrQ ン 1J 
や っ し め 民 Ne で つ を So っ 令 部 で 
じ レ 昭 で ぐし M" 
ーー ふ K さ の っ 心 ロ の し っ 7 
IA mm]G や つい 人 KR ミ 
ざっ 心 公 ” 普 証 じ ゃ 1" 
据 藤 un し ya0 OO を っ [ 和 ] 
ぬく で お で うう 愉 私 い ドー 
@ 寺 ポ で 玉 さ の 人 悪 @ 革 し 選 更 
QG っ っ こ K 公 YS で し ちゃ ? 
思 全 <Q TRINRINIG 暑 の 全 
を で っ J 表 6 で レ e" RAK 必 へ 
て 倒 や めく で レン で iQ で し 
ち 3J7TRINIG 時 各 人 る 各 っ の 。 を 
ざっ 3 ペー くく 2J 人 8 ご 6 団 半 し 人 8 民 っ 
つ 司 で し 坦 握 つじ し 6 屋 公 Q ( 部 )* 
ーー ゃ ュ ふさ hG 亜 ロ S で RG も で C 
っ し 宙 心 会 会 っ つつ 選 )^ 移 一 
夫 し [ 尽 wste8 ト ー ト ホー| で し や 
へ h 公 坦 さ ポ セ パ ShKEA6 写 
し 民喜 回 し セ 会 1J で 選任 
IVE くだ に よ て ENE 


据 藤 inNun? 民 剤 ロ 衣 更 " 再 


視 GJW「 足 JeNe で SSR トート ー] 
で し っ ぐ ち 97 吾 忠 性 
6 旧記 財 で 刺 豆 上 っ? し お 7? 
尽 全 っ っ 8 のり 遇 で し ( 才 )^ w で の 
回 や や 8 公 で し セ ” Nw で 6 
ロ / 選 屋 性 SNQ 宮 唱 加 円 も で 
Q を で 志 束 豆 っ 5 Ge レポ 公 
だ で に こん こ キ = た 9 

ー 一 約 J7 人 KA mA mA ペーKG 
蛇 凍 し DSteN ト SAmN て Gi」 
で させ ^ 稀 の 共 仙 責 さ 公 Q 胃 控 
で し 忍 習 会 衝 0G し ゃ 人 7 
多 普 き J 必 きぐ し ゃ 公 で 

据 家 や じゃ" 移 の 踊 東 で 
食 避 紙 天 選 千尋 の 晃 っ 
"2A 罰 お へ め 公 四 や NRN7 環 
登 G へ ミ H 了 の 坦 で 層 ご 図 璧 
公 い 公 る 公 で 忘 も 9J 移 の 葵 瑞 
聖 村 te0 べ 6G 首 妥 改心 ペ ー で や 
9 (渦中 AB ささ NR 
揚 民 上 に Tm や と トミ) ロ 下 つ し じゃ 7 
環 ン シロ っ し で 介 で 應 天 信 全 
he すま たら だ て だ こま 0 まで に こん で 
人 SQ 浮 貢 の 色相 店 り 公 し 臣 個 ロ 
句 っ ぬ 二 生 6 心 避 つ つつ 玉 "NG 
く ぐ で 公 Q^ エエ 必 いふ ーー トト 
ANBS で し 各 如 6 心 部 販 会 つ 
He“ 


可 忠 人 牧 名 

ざり しめ 届 著 

ーー「 ぐ 合っ 忍 会 Q1JG 拉 
癌 つ 公 で 丸 ] の っ 心 や つい h や 人 坦 O 


や 心 品 ^ 血 の 基 せ 苫 画 G 路 っ 毅 
っ 6 上 償 じ つ 妨 "Np に 1 
キロ ハン と 8 十 お 人 う っ ] ロ SO 7 
| 軸 つじ し 必 G 翌 羽 縮 世 公 戦 各 
S き で 本" 


れ 
が 
第 
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まさ に 男 の 世 界 。 


敵 味方 を 超え て 通じ 合っ た 


「 ジ ャ イロ vs. リ ン ゴ ォ ] る も 荒木 さん に と っ て 忘 
の ふた り の バト ル は 、 


れ ら れ な い 戦 い 。 


呈 


CT 


辻 彩 の サ 


ロン で 顔 を 変え て 、 雑 踏 の 中 に まん ま と 逃 げ 
込ん だ 場面 。 荒 木 さ ん が 好き な 場面 の ひと つ 。 


絶 体 絶命 か と 思わ れ た 吉良 吉 影 が 、 


に 入り な の だ と か 。 


気 


この 重 ち ー で ある 。 ゆる く て ボ 
ろ が お 


ご 


登場 する 


荒木 さん が 一 番 好 き な キ ャ ラ と いえ ば 、 第 4 


ケ て いる と 


部 ( 


据 表 陣 の 堆 き ^ 北 つじ っ 6 私 
mzNmQQ 写 会 財 い レン Ne ふ て 
TNG く こと ミ し つ 選 ?" 選 や 07 技 普 
共 玉 っ うけ 泌 全 起 Q 賜 むし っ 0 ふ で て 
TG ト Sih ト pp っ ン C 全 貴信 し 
っ やせ 6 じ し で 移 低 すき 席 し を Q 心 
つり 果 い CS し セ " や G 尋 人 S き る 
JCG 尼 戦 得 生 \@G 全 や ンド” 
NiJ し 妹 田 恒 G 擬 黙 公 寺 6 で つ 
? 音 田 古き 埋 @ 層 上 ド し 交 KO 呈 
和民 GII 旧記 的 田 叫 つじ い ン 
で 県 慰 周 G 下 し も ? を で 講 さ | 押 
呈 和 m ぬ 電 っ し 選 丸 全 で や し も 
t" 下 還 くべ G 映 っ し 公 " 皿 忠 公 
凡 で 如 遂 くし レ ′ く 人 やき 窟 貴 
補 G 欄 弄 国会 で 羽 の っ in6 公 の 
走 8 会 や N 押 倒 SASC し 選 
し @ 稔 つ 倒 つ し る つ に 収 削 申 
で し 刀 で し ちや で "ろう で 玉 っ 30iJ 
会 避 明記 て 便り 糧 く し OS 
no し? 和 悦 怪 選 電 ぐし っ い @ の 7 
下部 で 押 紅 倒 で 民生 で 会 
っ 公 め つつ で や うっ 2J^ 層 羽 ) 
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振 攻 っ 妹 Nm や を pn An で 
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條 さき うう 製 心 和 8 っ 7 会 豆 で に 
涯 明 衣 人 恨 ロ つ Q を で し うっ te“ 
区 で 剖 貼 ざ し じい @ 全 Q KK 虹 緒 じ つ 
で? ドー へ へ 必殺 ロレ % レ つ 
Hen い 8 し 拘 咽 〇 を 倫 ご 臣 癌 っ 
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IN ふ ふ ー6 詳 恨 き 公表 飽 じ セ 
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振 攻 EAT]G 下 搬 K ペ ー 
と つや っ WW 全 QNO し p 倒 / 坦 せ 
首 べ 会 素 只 家 つじ りり で Q 因 是 
っ しぃ Q 公 つっ 心 GW 提 eS し も 
7 つの を 8 つう )/ NG で 人 性 打 ロ 
っ io も 避 撤 格 り 8(Q8 っ ? NG 
憎 客 会 屋 思 会 エエ 心 い ペ ー 
WOvQJ 地 普 商 吉 編 人 痺 和装 明 
つ Hs" 1 で せ 剖 名 G じ へ R 愉 p 
un し つ ^ 政 周 癌 凶 和 り 全 めで 
じ し っ i@ 隔 必 ペ し" そ 心 必 和 へ 
ー6 詳 朴 交 悪 仔 り 必 KJ し っ ) 
で AU で 療 品 避 で レン の っ 心 
公 / 也 陽 G く 構 @ つ 心 唱 則 ⑳ 寺 0 
っ つ レ ve で し も も" 

ーー ドル へ ハン ロロ 議 っ し | 昌 軸 
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し も G? セ ャ NN 一 色 じ on の 1J7 
K ユ テー ユー 皿 終 ロ し し っ マ 夫 
狼 じ p? 著 必 teH^ ズ 構 低 1J ロ 
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0-J7 器 叶 己 塞 孔 全 レレ っ ン 
ヾ しゃ" し め 。 ルド へ AR で し で る 
で Nin 選 本 で し ゃ も?" KK と 
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困 音 SS 半 っ 心 公 " 
ーーnoH6U” し / 和民 ロ くさ 
G キ と 心 ふ ペー8 訟 合っ 6 村 公 で 
据 胡 っ \Q っ 2Q っ セ や ? 画す 給 
し っ 心 ツ ^ を で 謀 ご 棚 民 所 宮 きっ 
っ し で ユー ヘ そそ リ つつ レス 1O 
G せ ^ 班 さ キハ キー ド へ 慌 く 
G 吾 で る し セ 6" WCQGW 心 
wm 聞 つ し で 恩 和 0 pp 
越 り vG 瑞 是 人 き っ 公 Q” 尽 
公 柏 例 1J)) ロ SC Q を で し 
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Ar いる 0 の) 
te 唯 回 せ J1JB さ 層 析 会 で 
据 素 ぐ 中 KR ト G ヘ ホー ハル ” 中 
と INI ト T 倒 茶 K 昌 内 屋 KO1J) 玖 愉 
ぐ で 3 聞 民 N01J1JNQO 公 各 玖 1J 
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っ ぐし で“ 
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ー 一 箇 務 公 諸 で で 妨 僕 じ 汁 時 
HeJ 攻 で レ っ セパ SS" 入 一 覧 
公 〇 久 p 只 し / で 吾 入 ぬ 場 
し レレ し 1J6G ふ ャ へ ふし そ 世 
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34J^ 埋 S で 色素 取 和 し っ で 勾 
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嘱 尽 GOQQ8SRIAN そ へ TNI し 
期 緒 し つ 刀 公 ^ NG つ の 球 マ ー 
ミ pJFA 還 AG 栃 隻 環 部 ] 公 で 
っ し 人 公 で し も で ? 

据 攻 SS NN し も で " 導 親 
欧 O 江 GTKーー ハ ドー へ ハエ へ]G 
り 代 xQEN ATG 李 隻 半 正 前] 
き ^ 8 和 NnJ 由 で で し っ 玉 し 
セパ "しめ" 坦 せ く で お 人 S で 刺 公 
Q7TK エ て エー ハモ セー へ ハ キハ] しゃぶ 旧 
國 を で で ち 5 り TKI ト エー ミ ・ 
素 ー ミ ・ 心 へ 』」 し で っ 8 暫 で 
つ 忍 ? 相伝 江 Am し 8 紅 ン 
き で 上 刀 中 )7 ロロ で し GFA AA 
mA ハーK ぬ 方 ベレ じ っ っ ペロ 
忌 む し 提 況 屯 S 記 1J) 公 首 剖 周 環 
し も ゃ "さろ で し め 多 で 『K 
テー ハハ ドー へ ハ へそ へ へ] 公 員 起 ン 替 如 
着 G 園 叶 じ め 堆 N6 つ ^ K 必 
へ と とせ 相 W 志 む WO めで SC SG 
し ^ 弟 甘 「 い さと IA そ へ TI D 直 


療 つ し 人 SQ さも お か 尺 エ て ミロ 人 A 
AG 字 設 寺下 部 00G こ と トト 
JJ い や tor6n い BS で 6 つ 応 ? 

ー 一 交 O 地 せ 直 敵 公 戦 4 し つや 
公 ” 区 ト 中 せ 忌 判 更改 G 吾 素 構 
史 周 全 Q 翼 く 更 宣 セ N9 過 KS 販 己 
S き ご で ご“ 

据 藤 を 0 さく 画 で し ^ 慈 つ 
刀 さ つじ し 容 叶 つ し っ ンコ っ 心 @ 公 
SNOS し ちい で" 壮 め 地 要 人 葉 放り 
Non 移 で し エエ へ 和 や ) 公 思 畔 同 傾 
中 つじ し 末 忠 更 鞭 mtO 東 刀 っ 8 
うり 公 SO 8G し ^ 北 喝 環 〇 し 模 
きく 檜 叫 やや 0 っ 心 護 肛 称揚 っ 
し 豆 札 合 で 上 で し しゃ? 

ーー 競 下 貴幸 散 6JQQ 
ECO し 人 で 

据 藤 記 和 m 公 Q 如 理 環 人 し 想 瑞 過 
し 中 字 才 つ 妨 "古関 | 叶 天 人 陣 苦 
ぶし p 民 "所 中 G 虫 環 思 り 会 由 欄 
G 呈 人 公 で の し 苔 は 


G 型 選 RG エエ ハ ャ キー ロ 「[ 意 @ 計 避 
吐 じ JiJW 咽 で レ Ne St の 令 
紙 いや Q で で さ つ 豆 法 Q ( 孝 ) 7 
の 困 還 シン Q っ 公 じ 拉 つ 妃 6? 
媒 再 町 震 桂 球 手 約 析 季 刺 全 <Q 半 
GS” 尊 玉 避 ぐ ミリ トロ で しく 
彰 つつ 豆 ち 3 ( 了 ) ? 

臣 ト 虹 せ 中 均 宮 の J 心 っ 心 庄 
陳 り つじ っ 1」J 心 ) 提 天 レ っ つつ 妃 
尽 で 

据 攻 人 込 そ と ャ ロ ・ 日 で つっ JA 
1 で ・2 込 ローK ふ ペー や ゼ ^ HG し 選 
折 下 放尿 台 つ SDG 嘩 本 つじ し ^* 
補選 ONW 求 で 玉 江 で 色 込 モ 
ャ LnG 公 呈 し 容 曳 つ し っ 世 / 中 
剖 8 込 そそ ロ 窟 還 訪 つっ 心 JI1JQ 
しゃ 提 N レ うつ 玉 " る 丸 ご 

曽 只 せ くさ ミロ ー ミ と 6 性 株 
層 つ し っ じ し ^ 壮 裳 き 苗 常 @ 押 責 
ぐし な? と 心 さ ミト ロー ミ 和 と 
揚 む Moi) し FAT 人 Am]G 玩 且 


GYG5 


に 入っ て いる 絵 。 急 ( 


気 


色 に 目覚 め た 時 期 だ っ た らし く 、「 グ リー ン を 
塗っ た と き に 、 お お っ と 思っ た 」 と の 


S 
ヾ 
YO 
も コ 
据 
に 
<Q 
RY 


きっ Q っ QS 貞 し 革 る 陽 ご 個 屋 1J 
っ J 公 じ %0N046 い DS で 玉 ) 男 っ 6 
ps 玉 S | ミ ー ミ 8 癒し < 
ATaJ2AN そ で ロ 6G 密 具 p^ 柱 
G 貴 の 稀 Ne 員 陣 で つ へ 心 い モレ 
妃 ン 肪 肛 や 得 ご ポ セ “ 

ーーo の の の の 与 り 民 る 表 趣 揚 さ 
ーK 提 っ し っ te@W 愉 の つじ し 史 路 
ン S 人 SS で お し 人 で 

据 藤 路 人 しゃ や“ 表 弄 表 特 
G 辿 せき" SS 全 SS 全 ロ ー ミ ポ し で 3) 
ご 掴 公 ン ヤレ” 押 ら っ し っ し 〇 令 
CS? 町 愉 思 責 倒 眠 宮 で ロー ミ 
し ご 拠 む 0G 公 因 し つ 記 
()" で 所 臨 り 公 押 葉 的 生 一 
いひ) 細っ し じ っ nQ^ 明 旦 時 ロン NO 
ぐし ちゃ や? 交 漂 唱 舞 で つつ 妃 S 
抽 理 ^ 叶 ン 止 乙 ロ 忠 ご し NN 昭 で 
し つ 尋 ( 鬼 ) * 

ー 一 箇 ト 汰 合 G JIJQ | 暴 中 っ 
ハーK ロ SS で し っ 性 6“ 
据 藤 し ね p“「 軸 写 る 革 人 モハ 
TI 公 Q「 い ミー て 人 A そ へ ATT] 興 
で 丸 の し 中 宮 で 丸 つ * で ー 
人 込 昧 p 構 *N 如 人 Q 区 編隊 配 め の 
中 会 ト 革 シン っ 全集 さ つ 丸 ? 
ーー!JG ハ ユーK 選 毅 R 足 侍 キ 
心 い ー 只 っ し じゃ 色 。 呈 飛 補 
いし っ GS で し セ 公 で 

据 民 曹 叶 人 し ちや 6? 名 倒し や 
へ T ド ・ ロ ー 和 と ト 選 て へ 層 環 っ 
レ っ レポ パ 全 で SS 人 ? 足 凌 円 つ ン 
じ ′ 工 G 搬 独 名 夫 ひ し 

ーー は 8 いつ ヘ ーー・ テ エー ベー 
hn 6 賠 最 鶴 公 .QG 齢 琴 電 0 
G し つや ゃ 心 会 で 

据 藤 下 細 っ シン 給 記 本 "エー 
K そ か か と 8 由 基 堆 誰 p 路 4Q 
如 ン 8 で 県 世 宮 維 選 じ 周 只 窒 和 
い ン ミ ′ つ 低 p で 公表 部 症 思 で 
じ レ JIJQ 公 っ っ し セパ? 
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衣 SSQ む G 


IA mAm つ へ 』 


ー 一 態 ト 堆 公 <Q 環 6 で と 必 さ ミ 
いい ー ミ ン と 6 天 映 せき ^ 皿 電 ミー 
IA そ へ NTJ 革 紀 せ G 無 臣 A 
本 込め 也 癌 全 で し 
っ 所 ” 選民 要 天羽 会 可 じ っ 必 
や べべ 穴 TA 本 和 A 四 RA 用 
っ 心 手回し 電 っ し っ ieG し ゃ 公 で 
据 表 の ロ 公 と TKI ト エー ミ ・ 素 
ー ミ ・ 届 AA] 父 環 毅 じ * 叶 ン 性 
忠 さ きき ン レ つ ゃ 心 公 豆 会 で で 会 
mw で SC で SQKG 戦 和 せ 妹 田 
選 つ で 心 で し ( 赦 )? 娠 田 下 羽 舞 
っ し っ @ り Jste で し や? 
心中 忠 ど し 県 交 人 で し 習 公 っ 
し“ 翌 骨 斬 垢 せ K ホ ーー と つ 届 3 公 
さじ し 弄 束 史 隊 補 斉 可 倒 東 
しら っ や べべ" ZN 中 で 人 雷 せ 
且 妃 叶 谷 で レ っ し じ ^ Q さ で 
3J 国 頻 め 3SK07 豆 っ 81 うつ 令 
ャ ペー つじ っ やっ しゃ ? 江 負 
伝 計 上田 毒 会 0 箇 き 波 G べ で 
うり 尽 全 つ Q 下 で で 色 和 N6 SQ) 
っ JJS き 避 り SS ン 軒 避 で て の 蝶 
っ 志 倒 "NuiJ 公 Q ボ 6 早 醒 唱 
Ne JH や 46 ン 人 公 で っ やっ ぐし 
な 1( 赤 ) “ 

ーー っ xi JJ?^ 和敬 直 G キ エモ 
必 い ペー 令 記 G じ 癒 te 選 経 
簡約 % で し) し セ 公 で 

据 攻 SNe ウ し つ ゃ 心 避 ? 環 さ ーーG 
京 ベ ー2ATA 公 才 レ ン NO 会 め つ で 
作っ うつ? 瞳 革 め 半 レン i@ 公記 つ で 
人 っ? SNn 和 で し 媒 田 下 WO 
マレ っ 妹 う の 遇 で し っ 必 p" 
ーー『 人 丁 沢 本 へ の っ 心 ぶ て 
て ミ @ 栄 せ で 

据 藤 1JiJB 淫 し 責 AA 
選 で ポン 8 で RS し し も? の を 7 
半 弁 如 い CNQ 心 のっけ 8 で 


し? 上 悪 柳 G 甘 避 き [AA 必 心 
へ の 公介 人 つ る ( 赦 )? 

ーー や で で し 2JiJ 公 6 男 己 ホ ャ て 
豆 如 っ し で ( 取 ) ? 

据 攻 Nun っ me387 條 回 G さ NN 


ペー 公 寺 6 で で S 國 田 さ しゃ で" 
NG い OS 倒さ 称 工 W 臣 人 つじ っ 
尋 う の 昭 い ひし っ 層 p" 

ー 一 桂 艇 時 環 革 棚 上 必 球 柚 淫 公 
岬 レー GiJ) め 曲 じ 玩 虹 せ 


pinFA mA つつ 公 
坦 全 公 っ つ ^ 舞っ | 


坦 」J 心 本 で し っ 必 二 ? 

ーー 民 吾 6 で 丸 計 人 入 さ し 人 7 
徹 区 し せき K ふ と 区 十 G で 公 さ 
を 必 っ 衣 各 話 公 ン ” 臣 中 G 器 明 
選 中 HK 配 や 約 人 S 玉 さ の 名 ^ 


6G ふ ャ て ミロ BOSSIKAmIAm 
へ へ Jp 悪 挫 G る の いで 避 獅 全 で し 
っ お ぐし ちゃ で" 
ーーNn 和 8 で RS し ゃ 会 一 了 
姓 ^ FAT へ や 和 A』 で し ゃ 1J 
ン 狂 を 村 っ し ちち お SU 舞 淡 公 
で Sn っ GM^ G 訟 っ で 昼 
つ 公 っ っ し ゃ ゃ 8? 

据 攻 FATmATm つ KA し 押忍 
っ や 崩 慌 恨 替 の っ 心 補 キ 中 


報 で し っ s? 藤 ※ 悪 G 妨 田 尼 
人 厨 前 固 会 碧 つ じ し 「 弟 @ 叫 ] 
り 凡 8 で eK 虹 凌 記 男 環 愉 陣 で で 
ie で ぶし ち 生 1JJB% レ トミ 
ふさ GFT 入会 環 で 丸 で 
むし で“ 

据 如 田 下 GiJ の 直っ し っ し * 
を で ご NuiJ8 敵 む /Q で きっ し も 
6 虹 " 玉 RS 杉 G 過 羽 ピロ 6 で し 
S き 悪い ン スズ 公 っ 0Q@ 公 (0 相 据 つじ 


据 攻 で で 呈 下 人 夫 選 隊 つ 丸 全 で 丸 
ヾ し も" マ ゴ 丈 舞 ぶ も や Ne) 公 7 
世 還 ぬ 当 SO の 公 / my 愉 っ 心 し い 
信 っ を CO を る ン レ "そっ 和 ル 
けつ や 心 の 昭 で 刺 で し ち ? NGiJ 
り し 問 っ 選 り 公 百 っ RW 提 mtoG 
や 誠 つ ン S や ho 全 め つ で きっ ちや" 
勅 仙 人 や 尻 き 舞 人 0 和 セ ン 8 で 県? 


そっ 失 Q1JN 加古 時 っ の 虹 
JJ で レ 夫 ご 選 公 (Q? 
ーー や つじ し ^ 棚 S 係 G 司 隊 図 公 除 
で ビレ JJ で UN 目 据 G 距 公 二 じ 
し レ じ っ ポ p” SGOS 全 さ 環 融 し 
つ 尋 "1JjJBTT 和 全 っ NG 公 で 
し * 

据 攻 や 心 じ し セ 公 ? 革 り つじ し 慰 で 
8 町 作 G 志 で きぐ し も お 2U7 6 半 7 
つ 愉 中 で 名 Q 除 隊 図 会 則 肛 
や で し 所 SS 愉 隊 図 刀 誤 信じ 
っ 0 SS や し (| 記 革 「J 引 全 究 く Q 
で @ ン っ 較 折 シン NO で つの を 宮 っ 
じゃ 全 ( 吉 ) * 

ーー「A AA へ 8 1J で 
じ G ハ ユーK ロ くし レ ′ る つ ロ ロ 
中 で 公 心 剖 著 骨 会 得 セ 名 1J 
で せり 心 ら 心 握 編 ざし ち 忌 で 
据 表 し 細っ つり J の NG や っ 
6 押 っ し 避 丸 会 で 上 Q し ゃ ? 礼 
人 SQ て KT 中 所 応 
る 人 や 回 公 屋 信じ " 鑑 唱 本 つめ 7* 
や ふつ 怠 t@ シ と 理 1J 心 会 各 ひし 品 で し 
っ ht@ で し や ? 00QG 毅 っ 記 
むつ の を 各 ン レー や で の 8 和 暫 で hG 
りら っ 心 会 NG くべ 公 問 押 p 取 
き べ OS の り 昭 心 で し ちゃ? 人 
し S 是 や の 会 n っ nGS 倒さ 
9 林家 つ し っ G し "NiJG 甘 
功 洒 内 り っ 心 会 合 NooW 衣 で 妨 
っ ヾ し ゃ ゃ “ 

ーー で 中 百 宮 89Dn っ 心 油 
し 層 で じ っ 選 公 で 

据 藤 丸 Jm3S/ 折っ 紅 り 公 避 お 
CijJ 心 箇 を つ し っ he し ちゃ ? 愉 
い Q さ こう) 舞 宮 史 可 っ し NiJ レ 
4 で 3J) 怠 te シン の や 0 6 も 心 つ レ 
っ ” 振 や 心 唱 昌 @ 坦 っ し 
め や っ っ で お 23 り 7 想 押 会 1 し 
0Q DS(0S っ し (0 で の っ 各 
っ の 昭 だ や 08 谷 ^ S 選 し 
ン つ し レ っ “ 

ーーF ド AA 人 ヘーK 約 咽 つ 
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ba S で 
rrIhihYB 没 yo 
に まさき 穫 こ 

で ちら 作っ つ 


Ak を に 2 SS 


人 S で る 「 画 幅 G 測 」 


ク 


6 で すけ 46…・ 
に に 間 コ 
器 余 時代 0 人 で 


握 つじ ら が つ 号 玉 e・ 


し 王 鑑 色 包 つ し っ で し っ 
8? 

据 藤 缶 mt%Q い OO っ in さめ 7 抽 
6 人 鑑 ww 電 会っ パ 心 つや 心 の る 
完 や し っ 二 名 Q 吾 " 刺 天 7 本 禁 
骨 | の 公 そ 藤田 了 り 会 責 路 伝 O 
ぐ 2J ぐ で 如 ぶ し っ ン せ キ 下 会 っ \G 公 
OS 玉 葵 や で 6 物 っ 公 江 
8 本 っ やや お 3 り ( 吉 ) “ 

ーー 一列 ^ 区 ト 芝 GN ト ロリ ロー・ く 
さ へ ふ ャ ハ ポ 埋 避 せ りり ペ ポ 0 
ン 8 で し っ つつ 如 68? 

据 攻 6S S 下 せ 路 WW じ っ い 6 公 
Q ら っ で も の し (部 )7 飲 衣 " 
ャ 必 ふ ー 公 0 で UN 記 っ し っ で 
を in し 7 や さこ hD ロ つじ し め 
一 込 へ や ロ つじ め 下 終 G 才 で じ レ 


ささ で そそ 1 に に れい 
wm ひじ 限 尽 … 


レレ っ ぃ 9@ 役 つじ し 

ーー や つ h 下 つじ 87 人 ド A 町 込 丁 
6 百 宙 記 刀 由 濾 」 人 きっ 心 溝 じ W 
CO し 民 ロ で し うぃ 、@ 会 Q 選 1 っ 
し ゃ や 記 * 

据 藤 siJ っ し ゃ や 避 ( 交 )? 玖 志 
っ 心 油 所 っ 者 や G で お や ぬ 唱 昭 
べく で QSK0G 中 や)” 細っ レ っ 
レ パ 公 で 妃 名 旨 り 晃 っ 本 で" 


据 渦 叩 恥 


邊 どの JF 公 相 公 町 


ーー ぬ Q 妨 人 S じ 届 臣 叶 懸 さ 軸 で 
し レ ^ SOQ っ 心 稔 材 じ ね 会 で 

据 長 ルル ARC し る ご さ し 提 っ し 
っ 1@ 合っ しゃ "や 


で で で で せ で で 


か 窟 る 


人 守る 


「 賠 幅 G 芝 藤 」 


で ね 


や |J 
Km 
相 4 
蛇 2 に 
せ | 
Ss の 梨 
yo 日 量 
ie G 
で 臣 K 
に まり 導 
REN 
1 で 人 A 
ロ る つ 
0 
へ い ィ ー へ K」G 3 
タリ 員 坦 
4 io 篤 8 
工 ぐ ロ 


⑩ 痕 期 き 凌 で し っ iQ@ で ち し 名 
Q7 Nu いつ 届 G 選 中 部 会 7 所 忠 
6 志太 1J で さや で し 貼っ 画 忌 
ゃ し レ を で し 玉 窓 つ し セ ? く で 
宜 且 つ じ W 刀 で や の を きっ で し 
や ( 孝 )" で 公 解 選 環 人 き で し 
ロ 全 で レ っ 0@ 穫 り 本 (ひし? 
ーー リリ J 愉 IO ら り 8 己 四 冒し セ 公 
3? 」JG 馬 店 選 " 給 選 下 N0 っ ) 還 2 
ム ぐ G し セ 公 “ 

据 攻 っ を っ し つ ゃ ? し 7 
NG 人 0 史 で しめ 選 交 00 箕 
坦 っ し っ SQ 則 近 っ し セパ S () “ 
ー 一 縮 ゞ 画 例 玉 じ っ ぃ @1J り 所 の 昭 
っ 公路 ン 坊や te 寄 褒 で し 足 
し レセ 忌 で 

据 補 トマ て i ト ト つ を 作 ン し” 外 Ne 


岩 " 坦 競 っ の っ 心 習 地 民 江 で 愉 
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公 〇 っ 玉 DDG) つ し じゃ 下 そ ハ く 
IN 弄 固 訟 玉 っ め G 史 理 っ 丸 品 映 
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^ ド つね AO@ 公 07 箇 肛 ロ 4K 心 6 レ 
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必 つ 忍 舗 <Q 呪 (部 ) * 
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べ 勾 責 宮 係 選 や で や で ht0 GS7 
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QoーQ 叶 Oo 距 " 所 尼 塗 叩 愉 日 


を ロー 一 いふ 避 っ 如 ” 回民 莉 終 壮 
介 表 て < G 層 定 し 合っ? 私 中 宏昌 ロー 本 
Ws ふさ ー ふ し 史 雷 つ 忌 さ ミ ーKT さ ふ A 
c『 和 8 へ 提 責 G 皿 に 可 会 SI@ 妃 多 天 " 

の ャ ふさ KATINA を [SS 下 の 据 
Ng 移 KG っ せら ーー 時 "や 中 
SS き SS 拍 we 関 慌 U ト ミホ 呈 へ GTNNY 和 を 
KWS 。。 トー ル ロ 押 っ 「 基 民 較 童 NN ぐ 
に あま 選 ン ] き FTATINKN 刀 0G 
生計 中 時 G^ 閑 人 S コ 、W ン 雪 つ っ く ふ 
5 ャ ミ し Gk へ JNNh ト RAmANGT 
錠 和 [ IN 系 攻 つ 妃 赴 員 "T の ロコ 正夫 二 し 


聞 で IO を っ 系 SQ 語 貞 
りり 8 で 8? 0Q 唱 赴 叫 6 攻 固め 下 避 
で 妃 嘱 雪 則 さい AN 臣 王 は 全て 
K や へ ヾ NG[ 所 因 瞳 土 訟 地 く 忠 ン 
早 」QS 色 中 所 下 し 想 土 " h ト KSA 還 
へ Ah ユー ふ ロ が バロー と 各 AR、G 
避 門 刊 弥 尿 Q つ 人 S 玉 "0O2Q 当 愉 公 再 
ShY さ AA 代 HD 抽 Nt077 ロ ー 込 ト 
「GUCCI MUSEO」 じ し 据 准 G 医 賠 貴 
W 想 理 村 0 1) 表 條 "NG 油 赤 玖 
揚 NT で へ へ 公 日 早 G キ ーWA HK 
ミ 環 ンコ) うけ 8 で 中 所 藤 せ 『 斑 国 
弁 辻 や 私 中 く 過 て] 所 宮 革 つつ 刀 り 
中 区 つら パ 心 ロ ′ 中 下 悪 講 で Oi 

し wwGK ユ つて 税 ON@ 刀 名 


ス 前 で 。 


ラン 


の ラン ウェ イ も 歩い た トッ プ モ デル の ひと り 、 
マウ ド ・ ウ ェ ル ゼン は 、 レ オ パ ー ド 柄 の オー ルイ ン ワ ン を 着 


場 の 邸宅 「Academy Mansionl の エン ト 


冬 シ ョ ー 
の 
上 -3 


2 プレ ゼン テー ショ ン で は 実際 に モデ ル が 新作 を 着用 。 グ 
8 


ッ チ 秋 


くさ 計 ! 。 G 人 し 時 ぐ RG 

させ ふ ミ ーKT へ ふい へ mA きせ る コ 
SS fhY(NSKPKAーK へ ) ロ " 弄 人 
全 いや き ユ ヘー ンー 層 人 和 9 し る の 根 軒 ご 地 
き 2 さ ト G 居 中 丈人 つ SWT さ SAAS 
まき か ^ 中 G 選 坦 9 中 選 へ 代 上 ト て に K て 選 凍 
は まま mp や 玉 IJGT へ ふ へ AmAG 貞 培 
人 嘩 きつ し / や 公 中 穴 攻 所 つ NG き ト 
も ^ と ニー エー ベ K テ ロロ Se 擬 軸 S 多 地 ? 
ホ て 回 GEG 普 悟 で く 中 て し ^ 据 
すす すう 必 史 症 C レ っ GS" へ 公 下 で 心 コ 
あい HI 和民 ・ 條 で さいふ ペー′ トー 


選 ・ 人 A そ A 昌 ー 昌 SO 票 " 
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1 サイ ド に ボタ ン が 並ぶ ラベ ンダ ー の ミニ ドレ ス 。 胸元 に は ホワ イト 、 パ ー ブ ル 、 ペ ー ル ビ ピンク 
な ど カ ラフ ル な パー ル や ビ ピーズ 、 ク リス タル の フラ ワー モチ ー フ 。 

2 スポ ー テ ィ な フロ ー ラ 柄 の ダブ ル ブ レ スト コー ト 。 コー ト 自 体 が キャ ン パ ス で ある か の よう に 全 
面 に 花々 が 描か れる 。 フ ロー ラ を モチ ー フ に し た 今回 の クル ー ズ コレ クシ ョ ン を 銀 徴 する ルッ ク だ 。 
3 ニュ ー ヨ ー ク 滞在 中 に 誕生 日 を 迎え た 荒木 飛呂彦 。 コ レク ショ ン の プレ ゼン テー ショ ン に 先 立 
ち 、 フ リー ダ か ら ギ フト が 贈ら れ た 。 ボ ックス に 入っ て いた の は 、 グ ッ チ の iPad ケ ー ス 。 

4 フィ レン ツェ で の 「 荒 木 飛 呂 彦 展 ] の た め の キ ー ビ ジ ュ ア ル 。 描か れ た の は 第 6 部 の 主人 公 、 空 条 
徐 倫 と 、 イ タリ ア が 舞台 の 第 5 部 に 登場 する ブロ ー ノ ・ ブ チャ ラテ ィ 。 徐 倫 が 身 に まとう の は 写真 
2 の フロ ー ラ 柄 コ ー ト 。 ブ チャ ラテ ィ が 着る ネイ ビー スー ツ も 、 グ ッ チ の 新作 メン ズ ス ー ツ だ 。 斉 
景 に そびえ る の は フィ レン ツェ の ドウ オモ 。 荒 木 飛 呂 彦 らし い 鮮 や か な グリ ー ン で 準 ら れ た 空 に は 、 
フロ ー ラ の 模様 が 淡く 透け る 。 こ の 作品 の 原画 は 10 月 6 日 より 開催 され る 東京 の 「 ジ ョ ジョ 展 ]」 で も 
展示 され る 。 ⑥ LUCKY LAND COMMUNICATIONS / SHUEISHA 

5 キー ビジ ュ ア ル 用 に 描く 予定 の コー ト を 徹底 的 に リサ ー チ する 基 木 飛呂彦 。 驚く べき こと に 、 す 
で に この 時 点 で 肘 を 曲げ て 手綱 を 握る 徐 倫 の 姿 を 描く こと を 想定 し て いた の か 、 腕 の 部 分 の 柄 を 入 
廊 に チェ ッ ク し 、 確 認 用 の 写真 を 何 枚 も 撮影 し て いた 。 

6 乗馬 の 世界 と 縁 が 深く 、 歴 史 ある 障害 馬術 競技 会 の スポ ボン サー で も ある グッ チ 。 乗馬 用 の ウェ ア 
や 馬具 の コレ クシ ョ ン も 初 展示 。 


h ユ ー 入 ・2A そ ヘリ ロー) 据 涯 
串 羽 公 避 和 れ で や It0GSQ の ーー 叶 
の 中 "で さ へ 私 日 し 下 公 で 丸 「GUCCI 
MUSEO」 ド ーhIIA や や 表 "回 6 
臣 Kw 宗 つ OC^ 協 つ ろ っ へ 心 A 
へ で っ うじ 突 臣 必 I@N ユ ー"JG 
TIT へ ふ A へ mA へ 筑 6 トー 
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hh ユー ふき [ijJGN ロ ー 届 8 細っ 重 
ぬ 志 で し っ 6 セ つ ^ 据 藤 6 問 己 
き 4G し せっ し つ ゃ 心 公 7 
iiJG ロ ー ェ と 旨 持 訂 会 く の や っ 
I つ ^ トド AR し ば に 私 ロ つじ し 草 環 
中公 さっ 暴 4m め 選 っ 公 Q 手 図 品 
め っ っ し ゃ 層 ] 据 必 " 1J 心 つじ 昭 
3 で QG 全  h で ふさ A ハ 2 日 時 ヤー 
AHK ミ G 慌 頑 曰 HG 引 @ 豆 史 
妨 t@G せ TH へ ヽ ふ AA 誠 療 評 必 \@ ミ 
^ ヽ G る りり CN ロー 性 ロー と " 
息 据 民 叩 地 選 6 人 G TI ささ 
ー へ Am 1J で 公 Q 思 赤 妃 矢 ま h 
IN で K 地 京 技 人 伴 で m 心 思 


選ん だ NY ア ドレ ス を 巡る 。 


mA US だ S9 
1 一 反 一 信 


1 ーー 一 心 給 想 江 措 民 
や ざり で ぐし の 回 "TK 
I ト エー ミ ・ 一 ・ 躍 へ 』 
G 層 表し Q 舞 淫 じ っ 
捉 回 せ 必 只 じ 崩 信 で 丸 り “ 
収 貞 G っ っ 世 壌 習 地 っ 
っ し ゃ で ]"FA TA レロ 
ロー ルー 心 父 戦 氏 で で 
GS" 和 苑 Q 箕 忠 還 ” 
ー 届 選 ご 公 Q 採 囲 必 に ト ふ や 
ハー 巡 民 角 で で で 人 私 町 や h 
や る 吐 K ロ ロー ヤー 末 心 
く ン 旨 人 相 卒 レロ ー ト @ 
田 也 選 で 衣 嘆 本" NiJ し 
坦 公 で で G 忠 ド 早 避 0 
約 る で て の の e 叶 G 晶 昌 
ーー 心 " 0(Q DDTK ト て 
ー ミ 」 レ ゼー の の ーー 中 6 唱 
ロー 一 心 公 赴 著 @G さ ー ド 
GT イー ミ 吾 晴 ロ "「 中 っ 吉 
肛 し ^ 性 条 ロー ミ く で 
ゞ さ 拒む @ 公 に 取 レ し つ で で " 
!J」J 唱 拉 レ ^ | 昌 貞 性) 玩 
心 9 役 ioG せ 缶 球 G 咽 欠 * 
中 部 令 倒 國 選 SM0 の っ 心 公 “ 
mw ロー ロー ふし | 昌 皮 
剖 JJIJNO で 。 愉 ー ベ 7 て 
ーー ヤヤ ハ 心 公 S" 癌 で せ 
6 っ で 避 ( 競 )」" 


第 2 部 に 登場 する NY。 
ジョ セ フ は 荒木 さん と 同 
じ く キャ スケ ッ ト 着 用 。 


この きき 計 人 
の さき 犬 時 
Tiy 選 回 」 


レレ / ル Mb) 
タグ 


古 色 蒼 然 と し た クロ イス ター ズ の 様子 は 、 4 フラ ンス の 教会 を 飾っ て いた 13 一 14 世 紀 の ス テン ドグラ ス も 。 フレ 1 IThe Hunt of the Unicom] と 題 さ れ た 7 枚 の タ ベ ペスト リー の 間 。 狩 人 が 
復活 し た ディ オ が 吸血 鬼 を 従え て 拠点 と し スコ 画 や 奈 壇 画 、 彫 刻 な ども 数 多く 収蔵 する 。 ユニ コー ン を 追い 、 生 け 捕 る 様 を 描く 。 こ こ に は ユニ コー ン の 角 も 展示 。 
た ^ 風 の 騎士 た ち " と 呼ば れる 町 「 ウ イン ド 5 非常 に 導 猛 で 処女 に し か な つか ず 、 そ の 角 に は 、 毒 に 汚さ れ た 水 を 実際 に は クジ ラ の 仲間 、 イ ッ カ ク の 牙 で あろ うと いわ れる 。 
ナイ ツ ・ ロ ッ ト ] に 還 似 。 清め る 力 が 宿る と いわ れる ユニ コー ン 。 ザク ロ の 木 の た も と で 生け 捕り 2 ビレ ネー 山脈 の ベネ ディ クト 派 修道 院 か ら 移 築 さ れ た 「 キ ュ ク サ の 回 
に され た 姿 を 描写 し た の は 、7 枚 の 連作 中 で 最も 有名 な 『 囚 われ の ユニ コ 廊 ]。 回廊 中 央 の 中 庭 に は 、 中 世 と 現代 、 両 方 の 植物 が 植え られ る 。 
ー ン 』。1500 年 頃 ブ リュ ッ セ ル で 織 ら れ た と され る 。 3 丘 の 中 腹 に そそ り 立 つ 石 造り の 塔 は 壮観 。 


中 世 ヨ ー ロ ッ パ 美術 と 建築 の 遺構 を 集め た メ 
トロ ポリ タン 美術 館 別 館 。 マ ン ハ ッ タ ン 北 部 の 
フォ ー ト ・ ト ライ オン 公園 内 に 位置 し 、 ま さ に 
^ い わく つき の 古城 / と いっ た ~ 奇 妙 " な 雰囲気 だ 。 
収蔵 品 の 中 で も 、 空 想 の 動物 ユニ コー ン が 人 々 


に 襲わ れ 捕らえ られ る 姿 を 織 リ 上 げた タ ペ ス ト 
リー の 連作 は 、 そ の 奇想 に 惹き つけ られ る 。 


信 The Cloisters Museum and Gardens 
Fort Tryon Park 人 富 212-923-3700 
介 9 時 30 分 一 17 時 15 分 人 ゆ 月 曜 入場 料 プ $25 


www.metmuseum.0rg/visit/visit-the-cloisters 


※$ 1 = 約 78.2 円 で す (9 月 10 日 現在 ) 。 


mm 
きる 加 
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「 お れ は 人 間 を や め る ぞ ! 」 と 高らか に 宣言 する ディ オ 。『 ジ ョ ジョ の 
奇 紗 な 冒険 ] に お ける 仮面 と いえ ば 、 な ん と いっ て も 第 1 部 で お な 
じみ の 石 仮面 だ 。 写 真 は [SLEEP NO MORE」 観劇 後 の デ ィ ナ ー で 、 
劇場 で 渡さ れる 白い て スク と トラ ンプ を 手 に ボー ズ を 決め る 攻 木 さん 。 


雨 の 上 を 歩く キャ ッ チ ・ ザ ・ レ イン ボ 
ー( 上 ・ 第 7 部) や ブラ ッ ク ・ サ バス ( 左 ・ 
第 5 部 ) な ど 、『「 ジ ョ ジョ 」 に は ~ 仮 面 " の 
スタ ンド が た び た び 登場 。 


1 この 日 入手 し た の は 、 エ ド ワ 
ー ド ・ バ パ バーン = ジョ ー ン ズ や ジョ 
ン ・ カ リン の 作品 集 、 シ ン デ ィ ・ 
ke022cv1 の 10Ce の 4280 
ZS 0 に シン AT の ZSow0 が 
写真 集 、 マ ン ガ 関連 で は 『 ウ ォ ッ チ 
メン 」 の ビジ ュ ア ル 集 も 。 さ ら に ス 
チー ム パ ンク に 登場 する アイ テム 
の 図録 、 日 本 の 着物 の 写真 集 、 建 
築 関連 本 な ど な ど 。 

2・3 数 々 の 本 を 直感 的 に 選び 
チェ ッ ク し て いく 様 は 、 岸 辺 露 伴 
の へ ブン ズ ・ ド アー さながら 。 本 
か ら 受 け 取 る リア リティ こそ が 作 
品 に 生命 を 吹き 込む エネ ルギー。 
4・5 偶然 めぐ っ た ペー ジ に は 、 
『 ス ティ ー ル ・ ボ ー ル ・ ラ ン 』 に 登 
場 す る ` 無 限 の 回 転 / の ご と き 輪 切 
り 状 の 手 の デ ッ サ ン が 。 

6 古書 コー ナー の 荒木 さん 。 手 
だ する の ほ ア ー ル ・ ス ズ スタ シリ ー・ 
ガー ドナ ー『「 殴 られ た ブロ ンド 」。 


7 観客 は 入場 時 に 渡さ れる 白い マス ク を 着用 し て 、 ホ テル で 
起こ る 数 々 の 率い の 現場 に 立ち 会 う 。 あ た か も 自分 が 亡霊 と な 
り 、 起 こる べき 惨劇 を 静か に 見 届け る よう な 立場 に 。 

8 ベッ ドル ー ム 、 バ スタ ブ 、 屋 根 裏 部 屋 …… ゴシック な 調度 
に あふ れ た ホテ ル の 随所 で 、 繰 り 広 げ ら れる パフ ォ ー マ ンス 。 
観客 は それ ら に 自由 に 近づい て 見 守る 。 だ が 一 度 見 た だ け で は 
全貌 を 把握 する こと は で き な い 。 

9 マク ベス や マク ベス 夫人 な どの 主要 キャ スト 、 看 護 師 や ホ 
テル の 従業 員 ま で 、 パ フォ ー マ ー は 約 19 名 。 予約 は すべ て ネッ 
ト 上 か ら 。 鑑賞 する の に 英語 は わか ら ず と も 問題 な い が 、「 マ ク 
ベス 」 を 読ん で お く と 、 随 所 に ちり ば め ら れ た 元 ネ タ を 理解 し や 
すい 。 暗闇 を 歩き 回 り 階 段 の 上 り 下 り も ある た め 、 歩 きやすい 
靴 が 必須 。 


スト ラン ドブ ックス ズ ストア 


古書 街 で も ある ユニ オン スク エア の 老 
舗 書 店 。 新 刊 や ビジ ュ ア ル 本 、 コ ミッ クコ 
ー ナ ー の ほか 、 有 名 作家 の 初版 な どの 稀 
前 本 を 多く 取り 揃え る 。 日 本 へ の シッ ピ 
ング に も 対応 し 、 こ の 場合 、 送 料 は か か る 
も の の 州 税 が 免除 され る た め 、 実 に お 得 。 
書店 オリ ジ ナ ル の トー トバ ッ グ は NY 土 
産 と し て も 有名 。 荒 木 さ ん も お 買い 上 げ 。 


人 @828 Broadway 傘 212-473-1452 
介 9 時 30 分 一 22 時 30 分 、11 時 一 (日 曜 ) 
無休 www.strandbooks.com 


スリ ー プ ' フー モア 


ニュ ー ヨ ー ク で ロン グラ ン を 続け る 体 
験 型 エ ンタ ー テ イン メン ト 。 舞台 は 廃業 
し た ホテ ル The McKittrick。 この 不気味 
な 場所 を 舞台 に 、 シ ェ イ クス ピア 「 マ クベ 
ス 」 を 下敷 き と し た 、 一 晩 の 悲劇 が 始ま 
る 。 観客 は みな 白い マス ク を つけ 、 ホ テ 
ル 内 の フロ ア を 自由 に 回 遊 。 そ の 場 で 突 
発 的 に 始ま る パフ ォ ー マ ンス を 目撃 し て 
いく 。 そし て 最後 に は すさ まじ い カ タス 
トロ フ が …… ! 「 最 初 は 何 を し た らい い 
の か すら わか ら な か っ た けど 、 よ く で き 
て る よ 。 面 白い ! 」 と 荒木 さん も 絶賛 。 


介 The McKittrick Hotel 530 West 27th 
Street 公演 期間 、 予 約 、 料 金 は ウェ ブ で 。 
http://sleepnomorenyCc.Com 


ウイ スキ ー シ ョ ッ プ ブル ッ ク リ ン 


マン ハッ タン を 離れ 、 ク リエ イタ ー た 
ち が 多 く < 暮らす ブル ッ ク リ ン 、 ウ ィ リ ア 
ムズ バー グ へ 。『「 ウ イス キー ショ ッ プ ブ 
ルッ クリ ン 」 は 、 バ ー に 併設 され た ウイ 
スキ ー 専 門 の 酒屋 。 世界 中 か ら セ レク ト 
され た スコ ッ チ 、 ウ イス キー は 実に 99 種 
類 。 お すす め は この ショ ッ プ の オリ ジ ナ 


人 


人 hk ys 


ル と な る 「Tom Lawless] や 、 ニ ュー ヨー 
ク で 最も 古い 蒸溜 所 で 造ら れ た バー ボン 
「Kings County Distillery」。 実 は ウイ スキ 
ー も イケ る クチ だ っ た りす る 荒木 さん 、 
思わ ず お 土産 に 購入 。 


人 @44 Berry Street Brooklyn 

傘 718-387-8444 

側 15 時 23 時 、13 時 一 ( 土 ・ 日 曜 ) 
⑬ 火 曜 
http://whiskeybrooklyn.com 


1 「 ワ イン ャ シャ ン パ ン だ け で な く ぐ 、 ウ イス キー こも けっ こう 碗 
み ま す ね 。 好き な の は スコ ッ チ だ と 『 マ ッ カ ラン 」。 サ ント リー 
の 「 響 ] も よく 飲ん で いま す ] と 荒木 さん 。 ウ イス キー ショ ッ プ 
ブル ッ ク リ ン の 店 主 か ら ニ ュー ヨー ク 産 の バー ボン 「Kings Cou 
nty Distilleyy]l を すす め ら れ た と ころ 、「 で も 実は バー ボン は 独特 
の 匂い が ちょ っ と 苦手 で ……] と 腰 が 引け ぎみ 。 こ わ ご わ 飲 ん だ 
が ……「 あ 、 こ れ は お いし い ! 香り も いい し ]。 

2 「 酒 ! 飲ま ず に は いら れ な い ッ !] 貧 民 街 で や け 酒 を 煽る 
ディ オ 。 石 仮面 を か ぶっ た あと の 超人 ぷり と 上 か ら 目 線 な 態度 
か ら 考 える と 、 可 愛らしい と すら 思え る 、 人 間 ら し い ヒ トコ マ 。 
3 「KkKings County Distilleyyl の バー ボン 。 オールド ファ ッ シ ョ ン 
で 武 朋 な ボトル も 雰囲気 だ 。 

4 右側 の ドア か ら 階 段 を 下る と 、 深 夜 も 営業 する バー へ 。 
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ブル ッ タ リ シ フ サリ サー イン フォ ー ト グー ン 
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マン ハッ タン 内 で は めっき り と 減っ て 
し まっ た フリ ー マ ー ケ ッ ト 。 むしろ 央 わ 
っ て いる の が ブル ッ ク リ ン の マー ケッ ト 
だ 。 土曜 は フォ ー ト グリ ー ン で 、 日曜 は 
ウィ リア ムズ バー グ で それ ぞ れ 開催 され る 。 


人 @176 Lafayette Ave. 介 10 時 一 17 時 
(毎週 土曜 ) 冬季 は 屋内 で 開催 
www.brooklynflea.com 


5・6 荒木 さん が パク つい て いる ドー ナツ は フリ ー マ ー 
ケッ ト に も 店 を 出し て いる 人 気 の ド ー ナ ツ 店 「DOUGH] ( ド 
ー) の も の 。 ブ ルッ クリ ン の ベッ ドス タイ に は 店 舗 も 構え 
て いる 。 ち な み に 「 ジ ョ ジョ 』 第 3 部 で オイ ン ゴ ・ ボ イン ゴ 
兄弟 に 話し か ける `^ 取 材 中 の マン ガ 家 "が 携え て いる お 菓子 
は 1 タペット ニチ 

7 アナ ログ 角 を チェ ッ ク 。 ト トム ・ ジ ョ ー ン ズ の ラス ベガ 
ス で の ライ ブ 角 を 見 て [これ は CD に な っ て な いん だ よ ]。 

8 この と き 物 色 し て いた の は 中 古 の 二 眼 カメ ラ 。 
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9・10 「 プ ライ ム ポー ター ハウ ス ] は 2 人 前 で $96。 ビ ー 
フ の ほか に マト ンチ ョ ッ プ も 伝説 的 に 有名 。 

11・12 300 席 に も 及ぶ 広大 な 店 内 。 肖像 画 や ブロ グラ ム 、 
鎧 ・ デ ィ ス プレ イ の 数 々 に 、 老 舗 な ら で は の 歴史 を 感じ 
させ る 。 リ ンカ ー ン 大 統領 ゆか り の 品 を コレ クシ ョ ン し た 「 リ 
ンカ ニン - ルー ム 」 も 。 

13 エン トラ ンス 近く に 和 飾ら れ た パイ プ に は 、` キ ング ・ オ 
ブ ・ ポ ボ ポップ" マイ ケル ・ ジ ャ クソ ン を は じ め SF 作 家 ア イザ ッ 
ク ・ ア シモ フ 、 ア クシ ョ ン 俳 優 の チャ ッ ク ・ ノ リス ら の 名 前 
が 、 脈 絡 も な く クレ イ バ イ プ (陶製 の パイ プ ) は 壊れ や 
すく 持ち 運び が で き な い た め 、 店 で 預かる 習わ し だ っ た 。 や 
が て 壁 や 天井 に 飾ら れ た パイ プ が 、 有 名 人 た ち が こ の 店 を 訪 
れ た 証明 書 の よう に な っ て いっ た 。 


KEENS 


キー ンズ ステ ー キ ハウ ス 


/ 


作り 対生 若 
東 
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歴代 大 統領 や 名 だ た る セレ ブ が 数 多く 
通っ た ステ ー キ ハウ ス 「 キ ー ン ズ 」。 も と 
も と は 女子 禁制 。 男 た ち は パ イプ を く ゆ 
ら せ 、 店 内 に は か ぐ で わし い 紫 煙 が 立ち 込 
め て いた 。 禁煙 と な っ た 現在 も 壁 か ら 天 
井 の い た る と ころ に 掲げ られ る クレ イ パ 
イプ は 往時 の 名 残 だ 。 そ ん な ` 歴 史 的 空間 ” 
で 味わう ステ ー キ は 重厚 に し て 滋味 深い 。 
荒木 さん が 頼ん だ [プラ イム ポー ター ハ 
ウス ] は じっくり 熱 成 さ れ た プラ イム ビ 
ー フ の ガツ ン と し た 味 と ボリ ュー ム 、 分 
厚い 肉 を 骨 ご と 貼 立 させ る 独特 の サー ブ 


まで 含め て 、 ま さ に "ピッ グ ア メ リカ "。 14 キー ンズ ステ ー キ ハウ ス は 1885 年 食 
業 。 年 代 か ら 推察 する と 『 ス ティ ー ル ・ ボ 
ー ル ・ ラ ン 』 に 登場 し 、~ 最 初 に ナプキン を 
代 72 West 36 Street 容 212-947-3636 と る 者 "を 志 し て いた ファ 


11 時 45 分 22 時 30 分 、17 時 一 (土曜 ) の 
17 時 21 時 (日 曜 ) 無体 www.keens.com 


1・2 美しい 木馬 に 黄金 長方形 の フォ ー ム の ご と 
く 優雅 に 揺 ら れ て 。 こ の 回 転 木馬 は ブル ッ ク リ ン ・ ダ 
ン ボ 地区 の ディ ベロ ッ パ ー の 妻 が 、 地 域 振 興 の た め 私 
費 を 投じ 、20 年 か け て 修復 ・ 開 業 し た と いう 。 そん な 
能 志 家 ス ティ ー ブ ン ・ ス ティ ー ル を 思わ せる 逸話 も 。 


ジェ ー ン ズ カ ルー ゼル 


美しい ヴィ ン テ ー ジ の 木馬 と それ を 覆う モダ ン な ガラ ス の コン トラ スト 。2011 年 、 ブ ル 
ッ ク リ ン ・ ブ リッ ジ ・ パ ー ク に 開業 し た 回 転 木馬 が 話題 だ 。1922 年 に フィ ラ デ ル フィ ア で 
制作 され た 木馬 は 完璧 に 修復 され 、 建 築 家 ジャ ン ・ ヌ ー ベ ル が 設計 し た プレ キシ ガラ ス に 
呈 わ れ 、1200 個 の ライ ト と と も に 光り 輝く 。 


@The Brooklyn Bridge Park(between the Brooklyn and Manhattan Bridges) ⑳〈9 火 曜 
料金 プ $ 2 営業 時 間 は 季節 に より 変動 。 ウ ェ ブ で 確認 を 。 http://janescarousel.com 


ブル ッ ク リ ン 橋 


『「 ス ティ ー ル ・ ボ ー ル ・ ラ ン 』」 フ ァ イ ナ ルス テー ジ で 、 ジ ョ ニ ィ と ディ オ 
が 死闘 を 繰り 広げ た の が 米国 で 最も 古い 吊り 橋 、 ブ ルッ クリ ン ・ ブ リッ 
ジ だ 。 ク ライ マッ クス を 描く に あたり 、 荒 木 さ ん は 2011 年 1 月 、 こ の 橋 
を 訪れ た 。「 ブ ルッ クリ ン 側 か ら 渡 り 始 め て 資料 写真 を 撮 ろ うと 思っ た ん 
だ けど 、 も の すご く 寒 く て カメ ラ を 持つ 手 が か が じ か ん で 大 変 だ っ た ん で 
す よ 。 最 初 は 歩い て 橋 を 渡り 切 ろ うと 思っ た けど 、 途 中 で あき ら め た く 
らい 寒く て ……」] と いう 思い も よら な い 裏 話 が 。 


計上 28EI ファ イナ ルス テー ジ の 舞台 は ニュ ー ヨ ー ク 。 コ ニー ア 

ドウ ェ イ を 南 へ 突っ 切り 、 ウ ォ ー ル イラ ンド か ら ブ ルッ クリ ン 橋 を 渡っ て マン ハッ タン へ 

街 に 入っ た ら 、 ゴ ー ル は すぐ そこ 。 至る 、13km の 市 街 戦 だ 。 ブ ルッ クリ ン 橋 を 渡り 切る 直 
前 で 、 ジ ョ ニ ィ と ディ オ の 最後 の 戦い が 行わ れる 。 
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4 事 - 


L 具 トリ ニテ ィ 教 会 


頂点 に 十字 架 を 掲げ た ゴシック 様式 の 
失 塔 『「 ス ティ ー ル ・ ボ ー ル ・ ラ ン 」 の ゴー 
ル と な っ た トリ ニテ ィ チ ャ ー チ 。「 で も 最 
初 は レー ス の ゴー ル を セン トラ ル パ ー ク 
に し よう と 思っ て た ん で す よ ね 。 で も る も 調 
べ て みた ら 当 時 の セン トラ ル パ ー ク は ち 
ょ っ と 田舎 と いう か 、 ま だ あま り 開 け て 
な か っ た らし いか ら 場 所 を 変え た ん で す 」。 
そこ で 選ば れ た の が トリ ニテ ィ チ ャ ー チ 。 
作品 内 で レー ス が 開始 され た 1890 年 まで 、 
この 教会 は ニュ ー ヨ ー ク で 最も 高い 建築 
和紀 太 ーママ ジ ハ ッ タン シン の マン シンド マー 
ク は 長い 旅 を 締め くく る に ふさ わし い 、 
祝福 され た 場所 だ っ た 。 


人 @74 Trinity Place 7 時 18 時 、 
8 時 16 時 (土曜 )、7 時 一 18 時 (日 曜 ) 
www.trinitywallstreet.org 


当然 だ が 、 実 際 に は 地下 に シェ ル 
ター は な い 。 ち な み に 映 画 「 ナ シ 
ョ ナル ・ ト レジ ャ ー』(04) で も ト 
リ ニ テ ィ 教 会 の 地下 に 宝 が 隠さ れ 
て いる と いう 設定 が 。 


He: 
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ジョ ョ ンジ ョ 2.5 周 "年 、 
荒木 飛呂彦 52 歳 の 
お 祝い を NY で 


2012 年 6 月 7 日 。 こ の 日 は 荒木 さん 、52 回 
目 の バ ー ス デイ 。 N Y 洛 在 中 に 誕生 日 を 迎 
える に あたり 、SPUR の 取材 スタ ッ フ と グッ 
チ ・ ジ ャ パン 担当 者 で 、 サ プラ イズ パー テ 
ィ を 開く こと に 。 集合 場所 に 、 い き な り 横 
づけ され る 真っ 黒 な スト レッ チリ ムジ ン 。 
驚き な が ら 急 か され て 乗り 込む 荒木 さん 。 
満載 され た 風船 や 鳴り 枚 く クラ ッ カ ー で 車 
内 に いな が ら 、 す で に お 奈 り ムー ド に 。 向 
か っ た 先 は 2012 年 春 に 開業 し た ホテ ル 「The 
NoMad Hotel] (www.thenomadhotellcom) の メ 
イン ダイ ニン グ 。 シャンパン で の 乾杯 の あ 
と は 、 ひ た すら お いし い 食事 。 次 々 と 開く 
ワイ ン の ボトル 。 誕生 日 の ギフ ト に グッ チ 
か ら 黒 い ハ イト ッ プ ・ ス ニー カー を 。SPUR 
編集 部 か ら は 夏 用 の 麻 の キ ャ スケ ッ ト を プ 
レ ゼ ント 。 そし て クラ イマ ックス は デザ ー 
ト 。 こ の 日 の た め に 準備 し た “スペ シャ ル ・ 
ケー キ “" が 運ば れる 。 これ は 自身 も 大 の 「 ジ 
ョ ジョ ファ ン と いう NY 在住 ケー キ 職人 ・ 
黒川 綾子 さん (www.ayakokurokawa.com) が 
作っ た レモ ンタ ルト 。「 岸 辺 露 作 ルー ヴ ル へ 
行く ] の 表紙 の 絵 を 点描 で 再現 し 、 ル ー ヴ 
ル 美 術 館 を ブル ッ ク リ ン 橋 に 変更 し た ニュ 
ー ヨ ー ク ・ バ パー ジョ ン 。 イ ラス ト を タル ト 
の 縁 の 部 分 に まで は み 出 させ た ダイ ナミ ッ 
ク な アレ ンジ に 、 荒 木 さん も 感動 。 次 は 連 
載 30 周 年 アニ バー サリ ー ま で 頑張 っ て くだ 
さい 、 荒 木 先生 ! 

special thanks:The NoMad Hotel 


補 
MU 


固 谷 ドル へ ハ RS 際 * 訓 的 朋 人 @" 


回 っ ぐ 邊 品 問 崩 玖 之 っ 4 心 圏 作 ・ コ ロ 中 ) 
ル へ 民 作 ・ 据 式 誠 町 了 ? 周 還 所 時 多 史 シセ 
其 枕 G 召 っ 固 属 ′ 芝 則 所 巴 ぐし じ 押 公選 hG 

者 皿 陸 SM^ 宮 革 GIAN キミ さや 本 で の * 
NG 共 呈 己 抄 画 到 Ne 枯 せ 軸 鞭 " 

紅く へ G 恒 民 で や や? ぬら じ し" 表 駆 江 っ 公 唱 で 


MIZUMA ART GALLERY 


寿 用 の 画材 を 握る 山口 と 荒木 。 
筆 を 持つ の は 山口 の 手 。 


ふた つの 手 か ら 門 像 で きる 人 物 像 と は 、 


どん な も の だ ろう 。 


ペン を 持つ の は 荒本 の 手 。 
手 は 絵描き の も う ひ と つの 顔 で ある 。 
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荒木 飛呂彦 ( 左 ) と 山口 晃 ( 右 ) 。 山口 が 対談 場所 に 持参 し た 作品 の 前 


で 談笑 中 。「spe-II/r-machine」 (2010 年 、 和 紙 に 墨 、84.1x 118.8cm) 


据 素 聞 慌 (ベビ に 据 導 ) 夏 締 や 
ンコ ロ % SG 直史 巡 東 つつ うぷ や 
ヨロ 中 (ベビ ゴロ) 首 殺 りや 全 中 
心 記 つろ や ゃ "りり 6 基 忠 (「 府下 現 財 


乱 持 迄 計画 」a 層 ) 人 8 反 紙 G 志 史 
引っ 丸 旬 皇 利 款 図 つ 2 っ で で to 串 療 国 
SAFASGOG ゆ や セ ” 反 太 さっ 只 
っ OS べ 公 提 2 っ し っ ポ や 全 。 軍 写 
組 こ めで nt の 央 選 必 の コ 明 ここ ポ つ 
いり "の っ の 加 斉 舌 史 血 と の 末 仙 玉 GP" 
る つ で G 人 括り 畠 暴 史 所 つり さぶ つ り 
所 性 呈 療 国 G 選 人生 つ 昭 ひ つっ ぷ つ 
妃 全 りさ 人 央 記 ら を 

ゴロ 剖 3 完 弟 上 剖 め つや" ここ 
回 豆 直下 つい っ ぴり 層 S 苦 
嘱 映 刀 ら SN 人 ト 一 AWTWA 移 会 
っ が 6 や "IN 人 ト 一 WANG 鞭 っ っ 
り 必 穫 表 りら / 擬 っ 舌 忠 8 共 決 じゃ 
所 八 ヨロ % SG 走 可 3 つ の 
「spe-l/r-machine」G つ 心 選民 芝 
福村 G さ 心 叶 層 宗 つ お べ 可 室 
く で へ 消 り り っ 選 ズ で つ 忠 休 
| 衝 つ いっ 恵 選民 骨 人 やつ G 全 る 
っ で G 天 村 GS 公 や 地 モ 和 和 ひ っ 
で や ゃ や 呈 ” 宮 国 G 〇 〇 つ 塁 
ン StQ で で 0 紀 胞 人生 ざ りら が to 
所 相補 つ 昭 こっ が 下 ) 表 宅 視 ※ ら 哉 る で 
釣 や や っ つのり 仙 全 ポキ りう ど 
ゴロ 有休 乱 つ 初 全 所 2 が や 避 構 
か て " 公 製 結 人 で ポ 生 全 で 次 定 入 
GS こ つり で 時 で ウロ こ ン で や や モリ 
所 攻 苔 宮 軸 避 判 中 公理 全 いり 
っ co 全 さ (所 所 人 で ぐら ゃ ズ 
記 切 の 乱 つ 昭 で や NO"[ 組 宮 悪 図 回 
中 つつ 」]8 王 全 押 りら 攻 打 人 で 信 さ う っ 
つり 穴 民 2 要 宮 付き 豆 里 悪 
っ っ no で や ヤ 公 で 

ゴロ の りゃ "[ 押 思 6 胃 穴 球 荘 詩 」 
らら 3 購 手 G 沖 豆 財 性" 懇 念 己 閉 療 
捉 各 いや いり 尿 ぶつ 罰 ! 


者 人 軍民 G 針 
うに でき いと で は 


ES こり まこ だ こと くる の 


で や 昭 必 で やや や" 
ゴロ で や さ で つゆ いらっ ゃ る 北 人 で 才 が で の 中 


りこ 軸 宙 会 玩 こつ の ( 郡 )* 


六 け 約 合 ぐ で で 
ロレ ハ ^ 府 や つじ し 李 陣 * 


所 天 % で GS 走 呈 
トー]G つ 必 愉 で 所 が や りら っ 丸 


補っ っ ろ ぷ 生還 A 看 


念 玉 」 の っ の ひ ペ マー ミ 全 っ ここ や セ 
つ 富 ” 窟 信 叶 躍 
ぐも や 塵 り ye) 征 っ やら ゃ 居 近 2 の ら ゃ 不 
AH ここ や や 8 っ [SS で 因 民 愉 ] の 
さっ 明 全 人 SO で 


も" 下り K へ と 叙 般 桂 つ いり 全 で や 


っ で 握 半 で や や か 


に に 本 3:: も る こ あ ょ も こま 作 こ よ 
と こも ぐ あ ゃ まく そ くま こも も ここ そく こっ 


*・ ジョ ー ス ター。 


で 知ら れる 。「 ジ ョ ジョ 」 の 中 で 好き な キャ 
ジョ ナ サ ン 


山口 晃久 1969 年 生ま れ 。 東京 藝術 大 学 大 学 
日 本 画 の 題材 を モチ ー フ と し た 細密 な 画風 


院 美 術 研 究 科 絵画 専攻 (油画 ) 倍 士 課程 修了 。 


せ 
1 
ふ 
ヽ 
IN3 
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カン ヴァ ス に 油彩 、 水 彩 、 墨 、80 X233cm) 。 緊張 感 漂う な 


明智 光秀 率い る 軍勢 の 夜食 の 情景 を 描い た 山口 の 代表 作 「 最 後 の 晩 約 」 
か 、 机 の 下 や 椅子 の 後ろ に 描か れ た 小さ な 人 物 の 雇 が ユー モア を 誘う 。 


(2008 年 、 


渡 の 虹 ら KK へ を 全 模 村 つ の ・ 仙 
で SS ぐ 北 因 総記 ヤ *K ペ へ と (< 
ASS を ・ ル へ ) 全 りか か Q の つかめ 下 
谷 じ 園 間 陣 具 @G 璧 吉 全て 丸 
っ 還っ が つめ 27 Aoーss つ 7 K 慰 へ 
と 8 冊 記 つっ 00 窟 記 集い る 
SG 人 。 還 や で 内 人 先 つ お 詳 更 
り 純 豆 別 で 内 3 更 全 守ら "に K 虹 北 守 人 K 
ペ ハ へ と 例 お と で 当り 導 記 * 球 貴 
時 倒 導 会 0 丸 つ 果 っ が や 
所 手 K ぶ AA と 革 賠 訓 太 G 国 所 下 
SS で の ら ゃ や つ " が の 36 バ 癖 常 、 め 旋 
半 号 り 窟 区 つい っ お で ゆら や 全 KN 
へ を 全 陸 お ささ で の や や at 全 旨 っ 
り G 所 @S で SeoG 条 往 ち や ye で 
国民 で やら ゃ "ざき っ G ミ ー 
SS AG 臣 豆 表 G ミ ー ミ 錠 反 選ぶ 
ゃ * ヨロ %W ぐ で 突っ こら ゃ ゼー 
ゴロ ミー ミ 位 拒 *@ で の 生還 と 
入 計 つら つつ SR で もら 父 選 も 
ひい が で っ つ 表 人 ひく で ら か リド 償 り 全 
も 難く で で / 路 表 杉村 め 拒 丸 
7 cy 
泥 り SQ へ 人 穴 各 で っ で っ 所 で や つ 
36 い で や ゃ 全人代 mA へ] ロ 計 
い P 公 で 賠 選 倒 間 人 で の PD っ が セ 司 で 
所 性 挑 で で りり 才 生 6 SO で 2 で“ 
ゴロ 人 公 記 半 壮 り SS で P っ ポポ 生 
hc S ぐ 突っ 略 司 S 
TA WAS へ 1 らく 人 本 へ 
へ ( 還 乱 率 配 ら 民 人 ne 龍 折 ) 多 直下 つ 
p 半 終 足 園 つ りゃ 訟 閉 つ り >xo" 
11 完 羽 豆 症 記 つ 妨 坦 剛 央 の 7 和装 益 忠 
り 疫 各 で 宏 仙 借 義 - 将 明 や * ら の 
っ yo っ GS ゆら セ 公 " 
据 攻 握 G ふ ユーK ら を で っ 8 っ 
り っ つめ 須 ら を se で ら セ "TK トマ ー ミ 
徐 一 ミ ・NA」IS り 居 で 8 お 9 『 公 
mm 人 へ 本 へ 138 り 有 ら ろり 心 つ 公 " 
ゴロ で CG 麺 2 
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刷り に よっ て 印象 が 全く 異な る 源 頼 朝 の 図版 に 着目 し た 「 頼 朝 
像 図版 写し | (1999 年 、 カ ン ヴ ァ ス に 油彩 、2 点 組 各 81X65cm) 。 


絵 と 人 物 、 印 刷 と 実物 の 差異 が トリ ッ キ ー に 描か れる 。 


81 x65cm) 。 


「 見 れ ば 見 る ほど どれ が 本 物 か わか ら な く な っ て くる ] と 荒木 。 


源 頼 朝 の 図版 に 西洋 の 古い 肖像 画風 の 陰影 を つけ た バー ジョ ン 


「 遠 見 の 頼朝 共 時 性 ] (2000 年 、 カ ン ヴ ァ ス に 油彩 、 


最新 の 第 8 部 「 ジ ョ ジョ リオ ン ]』 の 原画 。 バ イク に また が る 東方 定 助 の 左 
肘 は 黒く 塗り つぶ され て いる が 、 デ ッ サ ン の 法則 か ら 考 える な ら ば この 
部 分 に 影 は つか な い 。 見 る も の を 納得 させ て し まう の が 、 荒 木 の 画 力 。 


eo 
SeeSwS ゃ hk き 
EPC 


コマ 割 の 方 法 も シリ ー ズ ご と に 変え て いる 。 サ スペ ンス の と き は 不安 
定 な 感じ を 出す た め に 構図 を ずら す な ど 、 心 理 的 な 効果 も 演出 。 第 5 
部 で は 斜め の コマ 割 を 多用 し て いる が 、「 ジ ョ ジョ リオ ン 」 は まっ すぐ に 。 


43 


nv つ の 


=< 
> 
2 


1 


公 StO | 


| 既 り 33 ロロ セ へ 全 反 *e で の やつ 


拒 代 能 叩 江 


O 


所 藤和 Am 人 mm へ へ ] 半 困 妃 
っ 休 蛋 義 ら NN ロロ S で Op っ が 
宮 基 公 控 志 所 こり っ ぃ ko" 紀 つ 松 融 
休 燃 っ % ヤ " 加 組 G 骨 人 SG や を で 
紀 選 つら 2 つの JIN 和 TH X 必 
弟 ら > ゃ ろ ろ 公 つつ 麗 っ 皇 ン と 回 2 っ め な 7 
NN へ AP へ 28 全 つの 画 吉 史 で 害 " 
ゴロ 所 共 めく 8 ヘ ホー 人 りつ の 傾 
SG 鯨 団 収 多い 来る G ら セ 全 ec 

根 攻 計っ つ で 8 阪 電 りや で で 7 
うり J 代 回 つと ン とろ の り 心 つ 全 所 避 を で 


で や 全 ン つの まつ 心 の 償 ) 握 史 ズ 
明和 め 守 うつ 愉 打 選 っ が " 折 7 
で 心 Kー ゆ 各 公 で 丸富 錦 ぐ 晶 加 画 
りな で ン で ン つ お で やや る) 員 丸 っ 完 
人 友 / 玉 公 弄り KG で 多 O 愉 会) セル 
ARG 押 雷 ちゃ 人 SG 屋 拒 芯 向 持つ 丸 
っ で の ら ゃ セ " 


退 り 3 と キン キヤ OnSS HH へ 
全 人 StetvG ロ ャ T へ で Pa で | 弧 ] 
ね つの B 必 で やら や" 

ヨロ を 8 では 所 科 や GS で や セ 
たく に よさ いあ ンー つこ ルッ テ この い 
公休 宝 SG) ゆり 班 浅 需 全 的 ゃ 9 
ぐも っ 2 で S 据 営 会 宙 が て yo 
据 北 弟 紀 さ ぐら こ っ ン ン で の な っ <" 
ゴロ < 胃 画 つり 坪 避 移 思 *W の つう っ 心 
GS8/ 加 材 ら 世 K い SO こ G ゆら や" 
劉 の 拉 慰 約 悪 密 ら 戸 の つづら あら の 
茹 由 全 東リ ロン kT 

指導 斑 構 R 全 悪 ン " 

ゴロ 地引 党 どり SO ら つ づ ば 心 腕 ) 征 
硫 銘 つ 。 元 慰 GS ポポ 人 邊 つる:5G 
つつ い ゆい 新 咽 ロ 東 ロ つ am や p 衣 38 
路 全 さ 交 足 多 ロ 収 人 で うり っ 5G 全 で 
か いす ドド も こま バア こ テ つい に さま さく) 
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で や KO 給 ぐ 公 の わ 多 窓 正 会 紅 会 び や 


<veG や きっ や つづ 心 公 " 


刀 固 G ミ ー ミ 晶 本 尽 O 
AAmG 訓 


ゴロ 陣 導 生 一 テロ 加 雪が 生 会 ei 
据 払 ネー リロ ヒビ 範 あ つい 紀 悪 で ふ 
ふつ の っ ろ 心 握 呈 如く で へ へ も 程 志 や " 
ゴロ に 虹 落 尽く ぐら な かつ 還 "伸和 中 
A 品 りき のり G 引 (am 雪 吾 家 @ 医 
固 ′ 棚 選 恨 土 G 疫 球 ) 上 時 革 りう 
で ゆら セ 全 人 を で つの 近 js で Op っ so" 
所 攻 ル AS 拒 o 感 缶 装 給 鈴 公 下 
で で 愉 り 人 で 釣 の て 人 つの 忠和 胃 っ 
りら 忌避 局 つ が や セ ) 証 麺 oto の 和夫 
本 ae で 会 一 の ( 午 )) 
ローA と を へ 休ま ーー ゆら 刻 商 < 
Ps Av 心 昭 人 で や 守っ 6 つつ わ っ 聖 
いい 引っ らら っ ぷ ポ や "いて 條 接 全 需 " 
ヨロ 部 る 雪 全 舞っ こり っ > い 問 | っ 
2 ぐ GS8′ 定 麺 い G 全 で 会 さび 計 うり 
つゆ な ( 範 )) ST 公知 据 で 
ら っ 2 っ te)/ 半 手 つ で 会 つり らら 
やく 人 寺谷 忌 全 福 こ いり 人 SoG 公 人 で 公 
で ぐさ き ン Ss ル 篤人 所 Ke で や や ” 図 豆 


人 層 編 公 環 脱 和 や oeH ャ つ っ 心 会 
さる 根 攻 吐 G 有 っ 所 宙 つ 楓 2n さ で 
人 つ 区 年 つ ね りつ 介 飲 や "RSR 


し 


っ 居 電 思 倒 鶴 生 移り / 絡 っ り 艇 あ 史 
移り つぶ っ 欄 GKNAK 公 3 
揚 和 を で ゆら ゃ " 則 隊 G 紀 @ 座 衝 5" 
YoG、 移 眉 じ ン 識 や 己 部 や" 
3 避 り 直交 つの) で 人 物 ら っ 
っ 全 人 で 信 さ ペン で つがい 『 

ゴロ 坦 枝 GAー へ ロ 思 こら ゃ < 
毛 攻 で で つつ 組 と つ 記 民 全 打 さ っ 
ぐ や セ や や 豆 吉 コ 必 奨 ぐ 提 や 人 Se 
全 や つつ 忠和 っ ゆ 本 人生 …… 2 9 会 xS 日 


7 公 ANK 世 上 惑 ぐ 握 り っ で 人 


は 


会 話 を 交わ す 荒 木 と 山口 
画材 や 紙 の 種類 か 
尽き る 


は 山口 が 描い た 小説 の 挿絵 な ど 。 使 用 する 


「 縫 つ 人 票 称 可 計ら K りつ ロ <6 
竹 画 倒 東 ウン ke| ヨロ 忠 


構図 、 印 刷 まで 、 絵 を めぐ る 作家 同士 の 話 
は 


互い の 作品 を 見 せ 合 いな が ら 楽 し げ ( 
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9 


ジン 


( ロ m) 「 ま っ う 症 吾 と い イ > 時 0 の 9 共和 
に ドス スエ ココ イオ あま すす 20FO る 
・ 介 ・ー ズ スム ん 移さ を と の 琶 移 筆 巴 の 婦 
まう の マイ つる せ 剰 和民 放 中 天 病 "と 詩 「 と ー 
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らい \/ 閉 軸 基 の 旨 滞 " せ テ せ テ 『 二 笛 の へ そ と 
に を コミ リト 1 を だ 記 え の た :E: 潜 2L お 4 3 


( 々 4 る み 、 条 光束 模 
~ 寺 る 06) 半 汗 ロ 四 


「 着 也 団 任用 生 
` 選 昌和 傘 量 園 素 ] 


ら 忠 塞 り よ SN つや っ GS と を で "と で の つ で っ で っ 躍 ち 
ゴロ いっ 想 麹 こる 電 葉 栖 つ りつ が つぶ や "mto の に 准 @ 革 や 
Am Av 守 せ で で 愛 じ に こう ざり で っ 範 っ 全国 で つが 愉 央 人 で 完 
の て で つつ っ うぷ セ の 受 *Qe マンシ で | 居 ロ っ ちの 愉 の 
毛 反 る JO で S 提 全 らち 衝 り っ 愛光 7 所 攻 悪人 求 旋 先代 め 細っ お りつ や 保 
Av) りら 交 で さら つつ ポ や" 只 の を で きら ぐ ゆ ′ 眠 つ 公 組 ぐら つぶ ぷ 心 の 昭 
避 証 G 宮 所 人 表 元 ら や ゃ " 提 っ P り っ ル へ 人 SG 葉 汗 史 須 ご 時 問 り つ 玉 " 
ne つ 斉 記 組め 札 モ りつ が いち 7 紀和 り 2 っ 和 8 っ 全 で " 

y 宮 和 め を で や っ ko つの 坪 朋 つ ぶ 和 や 公 ヨロ つの 当 獅 @ ぶ ぶ 詩 会 洛 六 史 
で 刺 定 と へ 宝 祭 負 窟 で やや コ " Se GS の ′ 選考 G 療 全 避 DS 
] 攻 馬 計 和志 会 8 さぶ" 表 G 玩 ③ り 昭 こ が や づつ 性 会 回 守り 編 ン GS や 
つの 抽選 っ の つろ や 衝 っ 全 で " きらら つ ゃ 於 会 町 中 休 壮 びに 環 ン 
ゴロ 息 あ セ 移 きっ GS 末 細 りゃ で っ " 得 GK ト ーー ミ 短 全 人 で oe や" 
部 っ 洛 倒 掲 K の つが 組 か 生物 0 つつ ^ 札 攻 wm も セ で 

ぶ G 呈 鍋 名 宮 で ゆら や) 並 還 を 明 人 S 尽 ゴロ 老 征 りら 8 下 めで NO 全 つ の " 
5 表地 宙 つ 心 で りゃ や) 捉 虫 人 毛 必 て へ も 牌 地 おっ S) や や て の 
去り StopG の らら ( 表 か 婦 り つの 物 来 人 へ 公 到 妃 守 うつ の で " 

ぃ espG 生 っ つの 祝 全 宮 っ りつ で いら ゴロ Q や へ 慰 加 シ びっ GSY へ 名 息 
Sho で いや" 削 父 尽 選 全 完全 で 刀 び 独走 で や ( 政 )" 

前 史家 会 っ づつ 中 加 情 会 …… 根 攻 % へ 避 ぐ (和書 )" 


ン 


と を 前 提 に 描か れ て いる 。 


ゴロ 炒 つ 玉 せ つり っ 6 や 


2 衣 


政 東 KGIAT 和 AT 公 二 画 で 
1J で 全 QG 和 帯 諾 " 


ー 7。 AN スバ バム バ 
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か れ た 「 ジ ョ ジョ の 奇妙 な 冒険 ] 第 3 


巻 の 表紙 と 原画 。 原画 は 、 最 終 的 
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据 導 や り っ 8" 性 議 東 天球 丸く や 
セ 民 * 性 潤 求 寺 の こ 吉 計 で 細 こ 叶 
心 ら を" 誤 5 視 記名 りら が 和束 玉 違 完 
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ヨロ ce820" 吉 っ 問 和 め組 ンコ 
387 記 吉 弄 先 本 る 稚 っ 史 避 つら 
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ックス の 表紙 サイ ズ ( 


に 


『「 ジ ョ ジョ 」 シ リー ズ 最 初 の 主人 公 、 
グ さ れる 


ジョ ナ サ ザ シ 
ライ バル 、 
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何で も の み 


*、 何 で も 入れ て いく 力 強 さ が 


込ん で 
素晴らし い ]。 


ビー ティ ー]。「 荒 木 先 生 は サン プリ ン 


山口 の 荒本 作品 と の 出会い は 「 魔 少年 
グ の 方 だ と 思い まし た 。 
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山口 の 


描い た サイ ン と イラ スト 。 


記 ] で お な じみ の 山口 画伯 も ジョ ジョ 立ち ! 


選 


山口 が 荒木 の た め 【 


マン ガ 作 品 集 「 す ゞ し ろ 日 


対談 終了 後 ( 


山口 の 作品 「 邸 内 見 立 洛中 洛外 ゲ ](2007 年 カン ヴァ ス に 油彩 、 水 彩 、 
墨 、80x130cm) の 前 で 。 金閣 寺 は 「[ 金 隠し 」、 仁 和 寺 は 「 み ん な 療 」 な 
ど 作 品 の そこ か し こ に 描か れ た 駄 じ ゃ れ に も 注目 。「 な る べく 長く 面 
自 が っ て 見 て で もらえれ ば と つい つい や っ て し まう ん で す 」 (山口 ) 
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荒木 飛呂彦 が マン ガ を 描く アト リエ は 、 都 内 の 静か な 住宅 
地 の 一 角 に ある 。「 仕 事 場 ま で は 自宅 か ら 歩 いて き て いま す 。 
距離 は 近い けど いつ も わざ と 遠回り し て 。 い ま の 場所 に 移 
っ て 、 も う 7、8 年 に な る か な 。 こ こ は 2 階 な ん だ けど 、 
あま り に 高い フロ ア に ある 部 屋 っ て ダメ な ん で す よ ね ]。 
アト リエ 奥 の ガ ラス 窓 か ら 木 漏れ 日 が 差し 込み 、 緑 が 目 に 
飛び 込ん で くる ちょ うど いい 高 さ 。 
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4 ペン 先 や 筆 も 大 量 に スト ッ ク し て いる 。「 ペ ン 先 は ゼ ブ 
ラ の G ペ ン 。 ク ッ シ ョ ン 用 に 軸 に は テー プ を 巻い て いま す 。 
イン ク は パイ ロッ ト の 証券 用 イン ク 。 証券 用 は 乾い た ら 上 
か ら 色 を 塗れ る の が いい ん で す よ 。 ベ タ は 開明 書 液 で すね 。 
同じ メー カー の 開明 墨汁 より も 開明 書 液 の ほう が 流れ に く 
いか ら 便 利 な ん で す ]。 


5 デス ク の ペン 皿 の 上 に は 、 大 量 の 青 鉛筆 が 。 鉛筆 の 青 
は 印刷 する 際 に は 出 な い 色 な の で 、 下 書き な どの 書き 込み 
に 使用 し て いる 。 長く 残っ た 芯 が 独特 だ が [鉛筆 は 自分 で 
削っ て ます ね 。 も っ た いな いか ら 短 く な っ た と き は 、2 本 
を 接着 剤 で ぐっ つけ て る 。 そう する と 倍 に な る じゃ な いで 
すか ( 笑 )]。 


6 仕事 場 の 玄関 に は 、 エ ジ プ ト の 神々 が 描か れ た パ ビ ピル 
ス 、 馬 を 駆る ネイ ティ ブ ア メ リカ ン の フィ ギュ ア 、 大 理 石 
の 頭 像 な ど 、『 ジ ョ ジョ の 奇妙 な 冒険 歴代 シリ ー ズ の 物語 
と 関連 し た ディ スプ レイ が 。 右 側 に ある 盾 は 、「 ジ ョ ジョ 』 
の 連載 500 回 を 記念 し て 1997 年 に 贈ら れ た も の 。 弓 と 矢 の 
柄 が 彫り 込ま れ て いる 。 


図 


1 「 マ ン ガ を 描く 画 板 は ベニ ヤ 板 を 買っ て き て 作っ た ん で 


す よ 。 これ は 角度 は つけ て る けど 固定 し て いな く て 、 自 由 
に 動か せる の が いい ん で す 」]。 マ ッ ト に 差し 込ま れ て いる 
写真 は 、 女 優 や 俳優 が 写っ た 古い 映画 雑誌 の 切り 抜き 。「 フ 
ィ ー ビ ー・ ケ イツ と か ジェ ニ フ ァ ー・ コ ネリ ー と か …… あ 、 
マイ ケル ・J・ フ ォ ッ クス も 入っ て た ]。 


2 「 よ く で き て る 馬 の 人 形 っ て な か な か な いん で す 。 写 
真 だ け じ ゃ ダメ で すね 」。 リ ヤ ド ロ 製 の 馬 フ ィ ギ ュ ア は 「 ス 
ティ ー ル ・ ボ ー ル ・ ラ ン 」 を 描く と き に も 役立っ た 。 正面 
の パー テー ショ ン に は 、 雑誌 の ペー ジ が 。「 モ デル の 写真 を 
まね し て 描く わけ じゃ な く て 、 た と えば 鼻 に どれ だ け 深 く 
影 が 入る か 、 み た い に 上 攻 の 陰影 を 見 て た りす る ん で す ]。 


3 筆 ペ ン に マジ ッ ク 、 各 サイ ズ そ ろ え た ミリ ペン に ペン 
先 、 消 し ゴム 、 ね り 消 し 、 イ ンク や 時 汁 、 筆 洗い に スポ ン 
ジ 、 ホ ワイ ト に メン ディ ング や ドラ フ テ ィ ング を どの テー 
プ 類 な ど な ど 。「 ジ ョ ジョ の 奇妙 な 冒険 」 を 描く た め に 必要 
な 道具 の 数 々 は 、 デ スク 後ろ の キャ ビ ネ ッ ト に まとめ て 和 整 
理 さ きれ て いる 。 


0 
を 


II 
シキ 


仕事 場 の 取材 当日 に 取り か か っ て いた 作品 は 、2012 年 10 月 
6 日 発売 の [週刊 少年 ジャ ンプ 』 に 掲載 され る 読み 切り 作品 
「 岸 辺 赴 作 は 動か な い 一 エピ ソー ド 5 富豪 村 一 ]。 ペ ン 入 
れ の 段階 で この クォリティ 。 露 伴 に 語り か ける この 女性 は 、 
何者 な の か ? 
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ーー ーーー 
。 755 <mー 

4 デーーー 

し ンー 


取材 中 も 黙々 と 執筆 作業 を 続け る 。 現 在 、 ア シス タン ト は 
総勢 5 名 。「 仕 事 場 で 特に ルー ル と か 決ま りみ た いな も の は 
別に な いけ ど …… 。 ま あ 、 遅 刻 し な いと か は 当然 で すね 。 
あと 水 回 り は きれ い に し て お いて ほし い 。 そこ が 汚い と マ 
ン ガ も きれ い に 描 け な い か ら 」。 
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1 アト リエ の 書棚 に は 大 量 の 写真 集 や ビジ ュ ア ル 本 が 。 
マン ガ は も ちろ ん だ が 、 絵 画 や 建物 、 乗 り 物 に 動物 な ど 、 
ジャ ン ル ご と に 整理 され て いる 。「 資 料 を 探す に し て も 、 イ 
ンタ ーネット を 使う こと が あま りな い の で 、 ど の 本 に どう 
いう 絵 や 写真 が 載っ て る か は な ん と な く 覚 えて ます ね ]。 
真ん中 の 列 の 最上 段 に は モデ ル ガ ン も 数 丁 。 


2 2012 年 は 「 ジ ョ ジョ 展 ] 成 功 を 祈願 し 、 仙 台 の 愛 岩 神社 
に お 参り し た た め 、 神 棚 に その 御札 が 飾ら れ て いる 。「 昔 、 
海外 雑誌 が 仕事 場 を 取材 に 来 た と き は 珍し が っ て 神棚 と モ 
デル ガン だ け を 撮影 し て た 。「 な ん で アト リエ に 拳銃 が ある 
ん だ ?」 っ て 。 日 本 に は 実物 の 銃 が な いか ら 、 モ デル ガン 
見 て 描く ん だ よっ て 答え た ん だ けど ]。 


3 仕事 中 、 現 場 に は 常に 音楽 が 流れ る 。 プ レイ ヤー は LINN。 
アン プ は LUXMAN の 真空 管 。 棚 下段 に 並ぶ CD は 、 特 に へ ヘビ 
ー ロ ー テ ーション され て いる 荒木 的 ^ 名 盤 ^ だ 。「CD を 選ぶ 
と き は ネッ ト で は な く 直 接 お 店 に 行き ます ね 。 店員 さ ん の 
コメ ント を 読む の も 好き だ し 、CD の 匂い を 喫 ぎ な が ら 貢 
うと いう か 、 よ いか どう か 自分 で 確か め な が ら 買 っ て ます ]。 


4 仕事 の 合間 、 体 天 の た め に 外出 し た り 、 気 分 転換 に お 
茶 を 飲み に 行っ た り は し な いと いう 。「 い つも 自分 で コー ヒ 
ー を 朱 い て 溢れ て 、 飲 ん で ます けど ね 。 い っ た ん 仕事 場 に 
着い た ら 、 特 に 出かけ た りす る こと な く 、 ず っ と ここ に い 
ます 。 夜 も た いて い ア シス タン ト た ちよ り 僕 の ほう が 長い 
ん で す よ 。 一 人 に な る と この 部 屋 、 広 いん だ よ な ]」。 
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小説 家 と マン カ 家 、 物 
円 城 塔 ・ 荒 

| スタ ンド は 
か た や 小説 、 か た や マン ガ 。 


それ ぞ れ の フィ ー ル ド で 奇妙 な 物 
紡ぎ き 続け る ふた り の 頭 の 中 。 


photographs:Mie Morimoto 
text:Masayuki Sawada 
book selection & text:Shintaro Uchinuma(p.63) 
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味 を 聞か れ て も 


覚え て な い ( 笑 ) 」 


[あと で セリ フ の 意 


全 


直木 飛 杏 彦 


\ 
25\ ヽ N 


\ 


ステ リー を 愛読 し 、 お 化け 


や 心霊 写真 の 本 に ロマ ン を 感じ て いた 子ども 時 代 だ っ た と 荒木 さん 。 
最新 作 『 ジ ョ ジョ リオ ン ] は 、 横 溝 ワ ー ル ド を 参考 に し て いる と か 。 


ミ 


編集 や 横溝 正史 の 


短 


歩 の 怪奇 


江戸 川 乱 


っ o 


令 
外 鶴 り G 基 G 可 経 有 リン 総記 つ 
で ぶっ で も や や" 紀和 り っ 心 の や 
を 民 王 6 内 多 呈 沈下 で 一 移 
李 公 めで ye 穫 G 胃 りら や" て 生 KG 
人 9 け 償 正田 笠 束 丸 っ 守 ざり 必 や 視 ヾ 
いり ^ 蜜 呈 会 避 Ke つよ K で つらく 箕 
操 記 濁 さり が 8 コンロ 
そ て 窟 稼 っ りり 守 全 の で O8 で 包 ち S97 
さ で つつ 稼 っ め の G 全 負い や リー 中 一 
居 ふり っ 0o さ つら と つら 愉 G 
ら 彰 弥 % 々 マー トーG 妨 急 乱 ち 
ロ 朱 ミ へ 必 N マ 一 宮 箇 人 尽 め SS つの 
こい ぐ 全 ら つ で ぐ 娠 りき TP 
根尾 足 移 人 生み 邊 ネー] つき きり っ が ポ 


外 鶴 斎 つり 押 信 て KO の つり 3 
ね つ 全 りり ポ や 民 ( 閣 )) ポ 斗 科 @ 
重宗 人 で り 所 で や ら ^ MG つが [で 
信 で で " ころ で お くら 下 G 胃 Gce」 や 
っ 愉 完 串 り つ 旭 会 NMM 

い 


っ で や つり で 応 灯 己 完 で 


胃 ら 3 さっ や 
所 長い り で 丸 押 GK ニ ーー 
ー 公 直 め SS で やら セ 倒 上 

皿 鶴 や で こら os 補選 前 殺 思 
きぐ や ゃ 3" 迎 中 加東 全 そ 給 史 柳 
ヨ を お る や り G 導 @ 忠 室 G | 的 や 公 
1 中層 所 さらり 下心 留 わら っ 
MPWy 和 NCP 
ン 麺 心 ぐ DS で らら つ っ 寺下 
( 刀 )” 県 ロ つら Se で や 選 SS 
7 企 避 で つこ と 完 っ つこ 條 会 " 
据 攻 めで 人 直人 友 組 ン 愉 R も 人 恨 天 京 
SS で 2sG26G で の 紀 司 ポ 生 会 
所 必 や 2 で ST 和 ユ ネー] 下 刀 っ > 
冊 置 各 凶 G 的 各局 つい っ ko GS 
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うっ (Le 委 


な る と SF 研究 
間 に 囲 まれ 、 そ 


趣味 を 持つ 仲 


天 ぁ 


一 


に 紀 ミ 

FT 一 
ン 。 
品 


『、 大 学生 
に 影響 を 与え て いる と い 


が 
書 
現在 の 作風 ( 


8 


まな か っ た 
と が 


アッ ク な 語 


寺 
読 
ーッ 


ド 参 区 
だ と 思っ て 育っ た 


普通 


の 


子ども の 頃 は あま り 本 を 語 
所 属し た 円 城 さ ん 。 マ 
(ココ 


に 
れ が 


どう な る の か 」 円 城 


| 玉 - 太 


マン ガ は そこ に 絵 も ある 


Ss 本 " 玉 乱 0 や へ N ロ 雅 つ らく 
325^ 吾 G 只 < や く い PR 人 導 S で や や 
> の いう 條 けつ うつ 史 様 で や パ 心 つの 公 7 


玉 民 お りつ の 全 守 っ くら や 

皿 鶴 SG 突 ら 婦 ら ロン の つう 必 りつ 
め セ 全 e 

据 必 ツ 璧 ら セ 司 ) 地 福 詩 己 守 器 や 
っ 心 会 キ を 必 へ 一 名 薄 環 ゃ 
所 を 抽 の りら や) 完全 で [人 SG や ト 
千 心 っ 心 据 党 きぐ や 会 e] つ 会 


ン と 舞 尿 っ の り 


E 必 Y へ SG 突 革 のり 器 や 夫 
ee や そ 窓 びり 層 統 多 モ らく 
こっ 愉 で ペー へ 移民 愉 の セ N9 症 
半 宙 償 ぐ 素因 な る SS に) コン リロ ル 
へ 宝生 NN ネー 民生 素 志 っ G 
らら うう で 物心 福 全 余生 各 つ 


っ つつ / 授 説 つや へ No の 雪 ピ ビン te で 

oo 

皿 園 キ を 中 SN ペ ー つ の っ 心 下 

し "悪人 公 宮 で 弄っ く 公 反 っ 
る 3 


心 宙 の 男 っ や セ " 人 胃 そる 給 完 つ 7 


点 
に 
関 
し 


時 つ 公 癌 導 つ 公 計 の 公 導く やつ 
心 夫 >o 人 Sso) 宙 全 で 拓く SG 志 
居 か で の 〇 や りら っ 如 う つの S 違 本“ 
迅 選 や の きっ を っ きぐ の | 人 刈 で 下 ー 
ミ 提 Sen うっ)> の 58 ン / 記 の 如 で 


[鹿沼 二天 ] 症 合 モン ぴこ 
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つづ 介 軍 人 玉 で KO つつ ) 困 の 妨 違 下 S9「 
据 必 心 ら ゃ 公 ) 吾 狂 区 雪 ロ / 剖 
正門 由 " 是 混 諾 ら 求 父 忍 享 吉 散 
掴 柳 ぬい ン 0 りら 全 さら っ つつ 却 や 
っ の ゃ ご 

外 鶴 半 ] 抽 細 っ Q で マ ペ ー 公 人 
回 が いつ が 心 会 ①。 軍 握 糸 短 
鶴 掲 会 了 じ や る ”) そ 給 窟 つ ) 紙 
時 8 求人 か を うち や 8 ン と で 8 うつ 赤 
補 信 且 時 パン PNG 角 定 応 写 臣 
P ら zoneo GS で や 

振 必 " 璧 ら か る 司 "人 祭 弓 "を 穴 @ 
吾 親 め 引 信和 やり >o で で の 各 り 人 「 選 
ら 定 つっ の つっ 足下 條 休 稚 
np/ 衣 ら y 愉 っ 心 肥 各 細 くらっ 
お ぐ / 中 選 6 型 避 ら 「 間 中 や 男 っ 
P 人 Seo で や ら セ " 民 必 公表 宝 つ ピロ っ 
く ネー へ や 下っ り っ 丸和 人 で WWG 擬 
EK 人 
Cp 組 り ゃ ぶつ 屋 (和書 )* 


ーー 4 妨 つ 0 詳 人 る 補 入 9 で 宮 疾 
りら 村 さじ っ ね で や セ 全 の 

据 導 そ 千 寺 @ 輸 人 時 民 三 爾 昌 ③ 
蛋 柏 里 避 で 全 胃 舞 円 収 会 地 各 の 7 
り 愉 っ 心 球 態 へ 宝 ら 福 こり 下 過 
っ うつ 昭 ひら が づつ 届 !* 

外 鶴 痢 8 中 ooG 昧 叶 計 の つ で 5 
貢 昌 で 丸 扇 明 全 っ で や やつ ) 
よ G 喜 全編 で が 忌 茹 所 才 完全 9 
全 GSG 公 / 藤 困 志貴 下 ら 5 
完全 で おら セ " 忍 旬 。 篤 銘 会 「 理 畠 
11 忌 で ミ 』 コ 「 財 玩 調 』 き 人 S で いら" 
8 所 で さら っ づつ 訪 罰 " win こ っ 5 
3 SG 野 G 坦 過 ら も" 持 時 的 半 
下流 り 胃 こり 人 S で Q で ちら セ ちや 7 
尾 衣 で りつ 革 守 ゆな ( 衝 )】 


世界 文学 全集 と 木彫 り の クマ 


据 攻 判 正 多 名 斉 下 作 お 本 の 名 
つら 


外 鶴 握っ 心中 会 符 過 で 如 
で で へ 目 ト G | 中 下 お っ SoG 窟 
信 ぐ AG 弓 性 り や つう 会 拒 て りつ 


公 全 机 こ り 失 どり" 

据 攻 区 の | 壮 SSNSYzoT 5 り 
@ ふ の 臣 らき ぐら ゃ ( 取 ) 

外 付 「 王 御 刑 G 財 ローKーdNK 


ズ べ ③ ぐ で へ リー 誠 玉 名 班 [人 
志和 より つの 補 づつ 会 倫 で お さ | で 
P 昭 生 ) や >6^ SG 革 ぐ G 王 全 で 
屋 選 つり 編 さ で や 京 つ 璧 つっ 心 強 罰 
き 宮 人 生 で お おら や ゃ 受 " 

据 導 ら 呈 〇 つ 全 過 了 の 全 @G 導 8 
心 ら つめ c. 下 革 失 @G 販 SG や ぐり セ 
り メ ロロ ル へ 旬 徹 の P つ 軸受 の 
外 鶴 直志 祥 で ぐら や ちち 7 暗 拍 ら 況 
つつ 提 こら で ぐら ゃ で" Q 選 ちや を 人 衣 国 
玉 G 必 8 征 と いり 民家 り で で 完全 で 
お や 下 党 店 SoS 幸人 人 生 人 
GS 球 表 中 IS 雇 全 所 つ の 義 
hG 存 り 量り いく っ ね つこ や や y 
シシ っ 征 全 選 で の な つの 

据 民 で 『 人 生生 SS 東 表 訟 』 や “* 
の を 人 STH HH 年 必 へ 1 つ 公 7 
on っ GS 人 更 家人 くら ゃ < 
外 鶴 ふ やら な 壁 " 必 叶 図 黄 の 公 余 
守 柚 全て つの 味 地 で 史 っ ン ざ 2 ぐ 
定 会 や つつ 妨 全 〇 "所 攻 の で 侍 各 と 
SS で や 本 会 e 

握 攻 己 こ っ ら ゃ っ" や や ゃ / め お っ で 
ら セ で” 五 医 型 守 つ っ 心 鉛 症 功 責 ぐ 
主 包 作 倒 っ し GS べ G 次 きつ マン 撮 
で らら こつ 届 尽 " 

皿 究 部 23 人 y 必 っ 心 区 公介 和 SG 
ちや 下 公 で " 

据 攻 釘 並 E 鶴 めで 尿 っ 守 糧 洒 
SG 痕 狐 全 こり / 局 り 旬 則 忠 抵 G 攻 


競 紅 つつ 玉 びび 藤 を 0 で 8 りり る 会 光束 
つね さ ( 千 )“ 

外 鶴 wG 波 他人 り ンマ ン で 人 
SN セ > の 愉悦 G 革 軸 こ いり 但 か お 
ン 8 全 で お で やつ で] 


所 性 つ 公 つ / ご やら コ ン 『 陣 抑 ぐ 
年 岡 』 乱 移 が つ 妨 司 ) 約 富 人 人 へ の 
305 う "6? 

外 究 へ SQ 叶 要 着工 折 作 で の な 
SS 郊 ン ペー ゴ 和 8 公 へ 負 氷 恒 和 守之 
っ つろ ちや きっ つの 表 で いり 虫 中 の D 肢 ぶ 
つ お "ye つ お ば 店 板 欠 で お で ちゃ で" 
っ こ COG 丁 り 全 杉 こ So0G 和 色男 て で 
*9 6 心 リ 6 で ロウ っ 記 束 丸 う SS" 
据 藤 凌 款 wm っ mspG 入 で お 尽 セ 
で や や や 号 ” 條 回 @『 詞 聞 @ 李 固 ] 
8^ 中 失 寺 祝 め で G 飛 羽 G 層 由 7 
下 雲 名 で 余 箇 器 っ や 所 祝 や で 
ら セ づつ 且 だ 

外 鶴 we っ om 童 や ちや" 

札 必 時 ざさ っ 識 つ っ 疫 也 人 千 公 忌 公 
且 で で \O つべ ロン うち” 押 押 宋 
い ぶ ン 潤 々 ウ 失 で や ^ 揮 忍 先 隊 下 っ 
判 味 ぬ で ぐ ン 違っ 20 つり 倒 
抽 こ の 昭 こ ポ つ 妨 

外 究 SG 全 の つ 愉 わ 多 っ が や の 
3% ら 8 畠中 東 お りつ G っ や や G 
牧 豆 全 の 尺 で くら な 全 。 守 人 @ じ 回 壁 
つい 拉 っ い 層 8 の っ 心 絞 の ら ゃ “ 
根 攻 wmS で や や 公 ) 抽選 圭 人 祥 
ゆら っ 揚 電 賜っ ※ て で ト SS で や や や ” 遼 
躍 GS で 人 S*@ つの G 移 守り WM 環 
SS っ 韻 屋 束 っ SOQG ポ の 細っ 
表 朱 を KK へ と SG 振ら <" 
外 鶴 郊 玩 KKA 和 を 宮 拓 移り 


愉 つ の つ J< で Sn ASeeG 全 で つのり っ) 


スタ ンド を 文字 で 表現 で き な い か 


丘 を 描い て いる 意識 は な い 


奇妙 な 


刀 ポ りり 抽 ke で 本 で 

札 作 < く ペ ペー" や っ ev 愛 で や 玩 
選 埋 つ っ で つの を さっ やゆ や セ 琴 " 

外 堆 KK へ を 6 燃 史 立 舞 つつ いり 所 
中 や KO りつ 8 ら か が ne で の "|[ 軍 忌 
べ G 堂 知 つ お や G 当 どり っ te] 率 
っ 召 打 好人 定 折り や か sm や っ p7 
v 写 の を SS っ で や や の 司会 の つこ で 
いり 民 地 別個 り 畑 て つの 。 必 っ 
必 り つや っ opA6 っ" 局 角 品 直 半 ロ つり 
>te ペ ゴー SA ミミ 旧 懇 の 0 お さぶ 避 
ち 如 収め の KG の 貴信 慌 位 め 押 想 
ら か が SS っ 公 提 志 ロ 2Ge で や ら セ ちる 2 
で 全 で っ で ゆ やや" 

据 作 KK へ と 8 へ 守ら やつ 全 右 ち 
8 っ れい SS 習 会 つが 生 腕 。 堂 国 さ で 
人 る や お ゼ 気 で 共 慌 もつ ざさ 

外 人 トミ ふ で さや 漏 人 

や SS っ ちち 7 2 で 完 祝 会 


措 攻 〇 の つ 全 移 想 條 つの) 3 


や 絢 避 机 や 宮 っ で っ 心 @G や 内 己 
2 の つ が 6 や で 
外 玲 哨 や やめ の 可 で つつ 全 ( 半 )" 


ーー ル へ 全 つ そる 容 つっ 心 負っ 8S 選 
や 倒 で 李 人 史 球 衣 で て Ko、 つ っ 
心 所 りら 8 る お 選 つ っ の 秋 弄 つ DSxe 
自選 会 丈 KO つの 要 っ ポ セ 倒 WSS 妹 


5 っ 公 全 つつ づ 愉 ee 


皿 究 据 共 めで 人 哲多 祥 組 更 組 こ や 
っ 9 ざっ 心 加 押 移 が や セ 全 ei 章 
26S らき っ で の ら ゃ ! 

拒 作 で っ ゆら なつ 8 の 

外 鶴 人 S で 控 介 で で 下 丸 っ SS 
所 人 攻 ふ で マー ミロ [ 拒 低 ]」 で らく で 
りら っ ぷ 生 ち 0” 悪 京 光 拒 隻 宮 組 
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B&B が 選ぶ [円 城 塔 作 品 と 一 緒 に 並べ て 売り た い 5 冊 ] 


7 「May | offer you some r? 一 r を 召し 上 が れ 」 
出 原 速 夫 著 (ラトル ズン 1.050 円 ) 


理数 系 的 と 評 さ れる こと が 多い 円 城 さ ん の 小説 。 本 書 は ひたすら 続く 円 周 率 の 中 か ら 
一 部 の 数 字 を 抜き 出し 、1 ペー ジ に ひと つ ず つ そ れ に まつ わる エピ ソー ド を 紹介 し て 
いく 一 國 。 こ れ で あな た も る 数字 が 風景 に 見 えて くる ? 


8 「 設 計 の 設計 』 

柄沢 祐輔 、 田 中 浩也 、 藤 村 龍 吾 、 ド ミニ ク ・ チ ェ ン 、 松 川 昌 平 共著 

(LIXIL 出 版 プ 2,310 円 ) 

建築 、 技 術 開 発 、 情 報 工学 の 若手 5 人 が 「 建 築 設計 を どう 設計 する か 」 と いう 問い に 立 
ち 向 か う 一 冊 。 円 城 さ ん が 学生 時 代 か ら 尋 味 を 持っ て いる と いわ れる 小説 筆 の 自動 
化 、 機 械 化 の 話 と 通じ る も の が 感じ られ る 。 


9 「 ビ ジュ アル ・ コ ンプ レキ シテ ィ 一 一 情報 パタ ー ン の マッ ピン グ | 
マニ ュ エ ル ・ リ マ 著 久保 田 晃弘 監修 奥 い ずみ 訳 

(ビー・ エ ヌ ・ エ ヌ 新 社 /3.990 円 ) 

円 城 さ ん は 、 小 説 を どう ヴィ ジュ アラ イズ する か と いう こと に も る 常に 意識 的 に 取り 組 
まれ て いる と 感じ る 。 本 書 は 、 複雑 な 知識 や 情報 の 可視 化 に 取り 組ん だ 、 約 300 点 に 
及ぶ イン フォ メー ショ ン デ ザイ ン 作 品 を 掲載 し た 一 冊 。 


10 「 衣 し の オル タン ス ] 

ジャ ッ ク ・ ル ー ボ ー 著 高橋 啓 訳 ( 創 元 推理 文庫 882 円 ) 

1960 年 代 に 設立 され た 実験 的 な 文学 集団 「 ウ リポ 」 の 一 員 と し て 知ら れる ジャ ッ ク ・ ル 
ー ボ ー。 某 イ ンタ ビュ ー で 円 城 さ ん が 、 ウ リボ の 中 で は クノ ー は まじ めす ぎ て 苦手 だ 
が 、 ル ー ボ ー は 好き だ と お っ し ゃ っ て いた の で 。 


11 「『 カ オス の 紡ぐ 夢 の 中 で ] 

金子 邦彦 著 (ハヤ カワ 文庫 /693 円 ) 

複雑 系 研究 の 第 一 人 者 で ある 金子 邦彦 氏 に よる 、 入 門 的 を エッ セイ 小説 。 円 城 さ ん 
の 指導 教育 で も あり 、「| 円 城 塔 ] こ いう ペン ネー ム も 本 書 に 由来 する 。 文 庫 本 解説 も 円 
城 さ ん が 書い て いて 、 円 城 作 品 の ルー ツ が 垣間見 える 一 冊 。 


B&B 


対談 が 行わ れ た の は 、 雑 誌 「 ケ トル ] 編 集 長 の 嶋 浩一 郎 と ブッ クコ ー デ ィ ネ ー タ ー の 
内 沼 晋 太郎 が 手がけ る 書店 [B&B]。 店 名 は 「Book と Beer」 に 由来 し 、 ビ ー ル を 片手 に 、 
店 内 の 本 を 楽し め る 。 ま た 、 本 と 人 の 新た な 出会い の 場 と し て さま ざま な イベ ント 
も 開催 。 留 東 京都 世田谷 区 北沢 2-12-4 第 2 マツ ヤ ビ ル 2F 会 03(6450)8272 測 12 
時 一 24 時 無休 (年 末年 始 を 除く ) http://bookandbeer.com 
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B&B が 選ぶ [荒木 飛呂彦 作品 と 一 緒 に 並べ て 売り た い 5 冊 ] 


1 「『 メ ル ラ ー ナ 街 の 混 沖 た る 殺人 事件 』 

カル ロ ・ エ ミー リオ ・ ガ ッ ダ 著 千種 堅 訳 ( 水 声 社 /3.675 円 ) 

日 本 で の 知名 度 は 高く な い が 、 本 国 で は 世界 的 な 巨匠 と 認め られ て いる ガッ ダ の 代表 
作 。 一 見 古典 的 な ミステリー に 思え て 、 読 み 進め る うち に 異様 な 小説 に 。 舞台 で ある 
メル ラー ナ 街 は 、 第 4 部 の 杜 王 町 と 通じ る 界 囲 気 を 持っ て いる 。 


2・6 「 バ ウド リー ノ I」 (上 )( 下 ) 

ウン ベル ト ・ エ ー コ 著 堤 康徳 訳 (岩波 書店 / 各 1,995 円 ) 

[薔薇 の 名 前 ] で 有名 な イタ リア 文学 を 代表 する 作家 ・ エ ー コ の 作品 は 、 そ の 情報 量 や 
世界 観 に 荒木 作品 に 通ずる も の が 感じ られ る 。 こ の 「 バ ウド リー ノ 」 は その 中 で も 最も 
読み や すい の で 、「 ジ ョ ジョ 」 好 き に ぜひ 手 に と っ て ほし い 作 品 。 


3 『「 フ ァ ッ ショ ン ・ デ ザイ ナー の 創作 スケ ッ チ ブッ ク 』 

ハイ ウェ ル ・ デ イヴ ィ ス 著 (ブル ー ス ・ イ ンタ ー ア クシ ョ ンズ ング 2,940 円 ) 
「 ジ ョ ジョ 」 の キャ ラク ター の 洋服 や ポー ジン グ か ら は 、 最 先端 の ファ ッ シ ョ ン が 感じ 
られ る 。 本 書 は 、 カ ー ル ・ ラ ガー フェ ルド か ら テ ィ ム ・ ハ ミル トン まで 、 さ ま ざ ま な 
デザ イナ ー の スケ ッ チ ブッ ク を 紹介 する 、 創 作 の 秘密 を 覗き 見 る こと が で きる 一 冊 。 


4 「 ゾ ン ピ 映 画 大 事典 ] 

伊東 美和 著 (洋泉 社 /3.990 円 ) 

ホラ ー 映 画 好き の 荒木 さん が 、 中 で も 特に 一 番 お 好き だ と 言わ れ て いる の は 「 ゾ ン ビ 
映画 ]。 本 書 は あり と あら ゆる 「 ゾ ン ビ 映画 ] を 網羅 し よう と いう 意思 の も と 集め られ た 、 
360 本 に わた る 大 辞典 。 [荒木 飛呂彦 の 奇妙 な ホラ ー 映 画 論 』 の 隣 に 。 


5 「 解 剖 学者 が みた ミケ ラン ジェ ロ ] 

篠原 治 道 著 (金沢 医科 大 学 出版 局 プ 1.890 円 ) 

「 ジ ョ ジョ 立ち ] の ルー ツ は 、 ミ ケラ ンジ ェ ロ な どの イタ リア 彫刻 に ある と され て いる 
が 、 そ の ミケ ラン ジェ ロ の ほぼ 全 作品 を 網羅 し 、 解 剖 学 や 医学 の 視点 か ら 解説 し た マ 
ニア ッ ク な 一 冊 。 こ れ で あな た も 「 ジ ョ ジョ 立ち ] の 極意 が つか め る か も ? 


ミー ツリ サー か ら ネ ットワーク 
了 電 小 の 体系 化 の 寿史 、 


と が わ = 


か ら な く な っ て は いる ん で す 
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に 期 
広がっ て い 
う 
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語 が 多 世 界 方 向 ( 
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を 舞台 ( 
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グ / 
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その 先入観 を 一 度 何 と か し た い 
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外人 園 和 つ の" そ 窒 史 箇 ンズ 5 玩 呈 更 
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所 数 人 る や つ 選 きっ や セ 屋 " 

皿 連 丸 多 る 訪 び いり / 暴 ン 地 ン ご り 
つり 人 SSas 選 掃 提 つり 如 っ 2 屋 倒 s 
ぐら や < 吉信 尽 SG 器 や 細 ン 8 
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4 
窟 ぐ 幸田 恒 守 で や お? 
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入 想 マレ SeS た も 下 重 生 避 人 
上 信 人 NG 穫 お し 宇 公 軍 選 正忠 令 和 


9 所 2Q 対 2 ーー 


や る 守 / My 宗 虹 逢 で 
芳 豆 久 紀 SQ 6? 
電 応 時 G の wwG 粘 也 束 箇 倫 
お 有 さ の 志 る お 記 9 記 刀 拓 掛 
つ さ 避 酸 的 つ 選 吾 
下 KG 牙 喉 る 


選 な も < 
向く KK 志 才 選 完 で 


表 呪 人 競 計 音 し 抽 慰 士 豆 つ し うく や 局 で 


く 可 全 寺田 己 と SHIAHN て 電 生 
2 陳 覚 称 邊 2 畠 所 己 半 つ し SS や 
拘 避 功 K% り の 到 で しゃ 忌 祥 る く 抱 


5 裕 下京 会 で る? 

番 革 拉 翼 G 選 半 玉 各 和 駅 欠 - 応 補 ら 
や か で ロト ペ ニ 慌 赴 め 針 る 共 札 作 
Ko の る 人 必 換 ずり 己 写生 0 レ 6N つ 
人 ン Q り 杏 必 を シレ 訪 5 

MMv 玉 会 で SO 人 S る 8 で ww 心 虫 馬 
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枠 線 の 引か れ た 原稿 用 紙 が 机 の 上 に 置か れ て 


一 緒 に つい て きた 友人 は 遠慮 も や せ ず に 書斎 に 入り 、 キ ョ ロキ ョ ロ と 
部 屋 を 見 渡し て いる 。 女の子 は そん な 彼 を 、 な つか し そう な まな ざし 
で 見 つめ て いた の が 印象 的 だ っ た 。 カ ー デ ィ ガ ン \31.000 Diptrics 
(ANALOG LIGHTING) ワン ピー ス \60,900 プ ANREALAGE 眼鏡 ( 参 
考 商 品 〉 Diptrics (Linda Farrow LUXE) リン グ \1.890 プ ラウ ジー・ 
パロ ッ ク カチ ュー シャ ンス タイ リス ト 私 物 
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女の子 の そば に いつ も 寄り 添う よう に いる 犬 の 名 は 


寝る と きも 一 緒 に いる と いう 愛犬 は 、 い ざと いう と き は 番犬 に も な る 
大 型 犬 。 真 夜中 の 暗闇 で も 、 ベ ッ ド の 下 に 手 を の ば せ ば 「 ク クー ン ]」 
と 甘え て 女の子 の 手 を ペロ ペロ と 舐め て くれ る らし い 。 ブ ラウ ス \ 
29,400 TOGA 原宿 店 (TOGA PULLA) スカ ー ト や \23,.100JEANNE 
VALET ヘッ ドド レス \9.975/too much 靴 \49.350 プ ANREALAGE 


愛 に 無敵 の ヒロ イン に な れる こと を 信じ て 


お し ゃ れ に 気 を 使っ て いそ うな 彼女 は 、30 分 も た た な いう ち に 口紅 
を 塗っ て いる 。 何 か を 保つ た め だ と 言っ て いた けれ ど 、 そ の 意味 は 
よく わか ら な い 。 コー ト \39,000/Diptrics (BACK) スカ ー フ \5.0 
40 プ ラウ ジー・ バ ロッ ク ベル ト ぎ \26,.000〆Diptrics(A'N'D) 帽子 〈 参 
考 商品 ) ご シ ョ ー ル ー ム リン クス (CAHALEL) ブレ スレ ッ ト \3.990 
too much 
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屋根 裏 に 何 か が いる 、 そ ん な 気配 を 感じ て 


天井 か ら 音 が し た よう な 気 が し て 女の子 に 尋ね る と 、 屋 根 裏 に いる 
ネズ ミ だ と いう 。 細く て 急 な 階段 を 上 が っ て みる と 、 次 っ ぽい 空気 
と と も に 、 有 片隅 に は ちぎ れ た 写真 の か けら が 散乱 し て いた 。 ド レス 
\16.800/birthdeath ニッ ト \24,150/TOGA 原宿 店 (TOGA PULLA) 
イヤ ー フ ッ ク \1.890・ リ ング \3.990 プ と も に toomuch サン ダル \ 
60.900 プ DOERS タイ ツ / ス タイ リス ト 私 物 


ミリ アル と ア シン wp KS 


SR も se さき うき の 道 ま で 案内 し て も ら 
* な つう * 道 案内 の お 礼 と 別れ を 告げ ける と 、 女 
3 っ [決し て 後ろ を 振り 向 か な いで ね ]。 
SAN を 000。 jpfies(KAREN WALKER) - カ チュ ー シ ャ -\?,1 
際 電 ah - 蓄 く 参考 商品 ) ショー ルー バリ ンク ス (CAGHALEL) 
2 スタ イリ スト 私 物 3 
この 特集 中 に 掲載 し た 商品 の 情報 は 2012 年 10 月 の 時 点 の ちの で す 。 
特集 内 の 商品 に つい て の お 問い 合わ せ は 、 107 ペ ー 電 載 の スト 


vw 更 N 
を ご 覧 くだ さい SA や っ NN 


、 雑 誌 や 広告 、 
。 垢 


lga 


。 喘 画 や 広告 、 も 


Yuka Mizuhara 


水原 佑 果 。 恵まれ た 長身 を 生か 
ル と し て アッ プ カ ミ ング な 17 聞 。 


つっ 山岸 由 花 子 。 ) 


Photographs:Muga Miyahara 
Hhair:Ryoji Imaizumi(〈SIGNO5 
make-up:Masayo Tsuda《med's hair〉 
stylist:Daisuke Iga(Band) 
model:Yuka Mizuhara, Boku 
composi 二 ex iQ Hatakeyi 


千野 帽子 ュ EE 
it e 」 (ゲー ム デ ザイ ナー) 


の の の 
ン ン ン ン ンタ 


P 


い ゝ 有理 ノバ 
ゞ 富 
6 み . NN D 人 | 
上 
誠 が 伴 ミ 


今回 の 句会 は この よう に 進行 し た >! 参加 者 は この 句 を 選ん だ アァ ーッ ! 
ーー es eces pems eers | 
特 師 (2 点 ) |「 秋 晴 の -] [ 草 石 に | 攻 セ に] | ち い なー] 


1 司会 者 が 参加 者 に 名 の 数 だ け 短冊 (細く 切っ た 紙 ) を 配 
る 。 事 前 に 作っ つて お いた 名 を 、 各 人 1 枚 に 一 名 ずつ 書き 写す 。 
2 全員 が 書き 写し 終わ っ た ら 、 司 会 者 が 短冊 を 集め 、 誰 
の 名 か わか ら な いよ うに シャ ッ フ ル し 、 再 び 参 加 者 に 配布 
する 。 


3 参加 者 が 短冊 に 書か れ た 名 を 清 記 用 紙 に 書き 写す 。 「 落 下す る ~」 「 カ プリ 島 ~」 「 墓 石 に ~」 「 撃 ち 抜 いた ~」 
4 書き 写し 終わ っ た 清 記 用 紙 を 人 数 分 コピ ー し て 配布 。 9 9 KN SE に 
AN 和信 折 六 誠 科 が あい 析 共 (ご 委 丁 導 あ 「 普 が 降る ー] 「 落 下す る -」 ジョ ジョ 立ち の 一]|「 亀 の 育 に ー] 「 落 下す る ] 
匂 ) 、 並 選 ( 好 き な 句 ) 、 逆 選 ( 文 句 を 言い た い 句 ) を 選び 、 清 [月 が きれ い 、 一 ] | 時 が 降る ー」 [ 二 学 期 は ~」 [月 が きれ い 、…」 |「 カ プリ 島 -] 
che NN [ジョ ジョ 立ち の | 但 の 痛 に ご ] | 空港 の -] [あな た も 一] |「 あ り 得 な い ー」 
6 特選 (2 点 )、 並 選 (1 点 )、 逆 選 ( カ ウン ト せ ず ) を 順に [黒髪 一 」 [『 あ な た も [ 石 仮面 」 [運動 会 -」 「 秋 桜 や ー」 


発表 。 各 句 の 点数 を 集計 する 。 
7 句 の 論評 を し 合う 。 一 句 終わ る と 司会 者 が 作者 を た ず ね 、 
作者 が 名 乗り 出る 。 原則 、 点 数 の 多い 順に 名 評 す る 。 


83 


IN の 放り IN て そこ うう し レ し 條 閑 


聞 で 年 己 寺 可 2 し 愉 : 調 ぐ 幅 


臣 倒 0 愛 2 々 "しめ 層 で 写る や を 


2S 8 つの 窒 けり 光 爺 く | 欠 多 定 re 


Am 公 mm 翔 2G 円 甘 違 を G 民 


星 泊 シト る 人 je hhJH 疑 嘱 忌 契 下 科 


| 引 補 尋 世 年 や kG 会 吐 也 釣 ぶ G 


p 士 区 し じゃ 斑 信 "の 居 下 人 
1 尽 玖 6?「[ 釣 民 ロ ー| し 
玲 玉 」J で 7 人 FAT 選民 Q 評 
ン レ し 栃 暑 じ 販 っ? 性 ひ vie っ J* 
邊 員 境 四 G 玉 思 品 ロ を で うり て ネス 
ー 込 し teJIJO 令 区 柏 人 Q つ うっ? 
構 陳 電信 玉 レ っ 如 っ 避 @1J の 公 
守 さ 史 6 で し っ じ し ^ 牟 *~6 つ で “ 
演 鶴 普 眉 Ei ら GS 屋代 じ " つ 
会 pIA 本 各 G し め 心 算 で 6 レ 
っ っ 公 省 必 つつ 忍 " しめ 1JG 尽 せ 
Sne865J 昭 必 つ エネ ー 公 波 て ? 
止 牙 」J で せき T か 中 て Iih ト て しゃ? 
虹 尾 戦 や 「 籠 東 る |] つっ 心 宮 @ 
帽 典 Wnt6 シ 雷 で し っ OSJ" 吉 
国 ( 喘 尽 G 国 舞 ) レ し 「 鈴 思 は | の 隊 
居 つ し ” 路 緒 「 選 心 」 の 貞 ジ !J) 
し * 昨 弁 「 的 志 る | 選 忠 了 つ し 埋 
い S レ っ 1@G 穴 / 必 日 R ミ 宮入 つ 


信 つ つ [An て ー 公 SN9 下 
し 玩 心 」 "買上 思 ロ K ぶ へ と ぬ 記 
ひじ 1 下 じ つじ っ 6? NG 走 
ご 羽 欠 必 っ? 

求 求 や G 国 会 『A 還 Am qa 
ム 6S7A 罰 | で し 栃 暑 人 っ 
C っ 玉 む り 還 利 り や 細 環 つじ っ 
t0" 暑 史 部 弄 本 6R 只 糧 で fp" 
士 牙 で っ J^ 赴 押 認 し 
忠 環 負 伯 部 伝 計 凶 時 :Q 公 人 で 


84 


HH 抱 @ ぐ 的 @G 中 徒 避 


あ 
り 
得 
な 
b 3 
理 
刷 


天 


まま 縫 と ニ ズリ 選 で ヤヤ 5 


で 


hcJK 起 役所 埋 の へ 日 へ くつ H 


馬 臣 ポ 誤 る 本 選 必 玉 G 舞 


加 宮 中 心 操 ke 寺 昔 器 単 


に 欄 5 ョ ン 本 ミン 攻 ら 2 人 9 ニン ロン ッ ピ ーッ 


忍 会 っ 心 J7T 邊 II トド T で GK 尺 
ハ と 睦沢 軍人 SC レト ARR 腸 
や p 引 SS し め 泡 当 つ し っ ぃ 6@ 楓 
加 共 上 玉 っ きめ G の P で 鐵 守っ 
やり 遇 で し“ 昨 肛 きれ 0 Pi@ 6" 
止 臨 想 公 避 玲 人民 ロ 込 て ー 公 
Co 押 G 熊 己 夫 で 刀 h ト AA 
ー よ ホー ド 玲 玉 っ 人 で Q を 心 (上 ) ? 
路 避 コ 財 湯 己 想 G@ SS パ 8 
由 牙 unNuun? 婁 皿 届 G 搬 玲 
ご 公 じ し 0@ ン Q う っ 隊 路 じじ っ ぃ @ 公 
Qp 心 拉 朝 人 で SQ 人 An ベー 
亜 で じ 拉 合 ぐし 刀 ひ し っ っ ? 
路 環 了 画 駆 o 江 せ 込 四 さく あご で 人 か 
下 そ 刷 届 で 6 性 欄 向 会 選 っ パ * 


y 填 臣 せ の 華 "「 京 骨 どー」" 
路 加 」J で き ^ 所 国 菩 選 尿 いじ 
っ ne コレ ン で )vio 尽 で し セ 


お SU 展 :Q き ン レ 1JS 豆 層 熊 
愉 玉 っ 装 過 SS 中 握 G ズ 公 環 還 作 
協 で し っ 選 の っ 心 史 し < 区 選 
S 稚 人 各 つ 選 つ 忍 ” 谷 り 国 荘 
ざっ 心地 捉 G パ も DQ を で つり 静 で 
レス っ t@?FA Am 選 情 じじ っ で 
S^SG 躍 思 で し 時 心 会 Q? 
止 牙 半 革 し 咽 四 取 理 C iQG つ 8? 
演 考 記 め 「 所 国 弁 填 ] し 「 昭 
琵 ]」 J っ QGS 和 れ 和 で し っ し " つ 愉 


! の 
CO 


や 記 世 会 っ 6G 避 玉 因 騨 sfJ 
ン 層 つじ っ t9 科 会 つじ し" の じじ 
っ っ S 館 ” 晶 四 形 間 " 記 @ 
衣 を 生還 G 具 囲 快 人 生生 hG* 
止 秘 刀 S FAT] 据 で 
し っ ぃ @ ズ くき W 必 っ 心 る 心 据 人 SIO 
つ ^ QS8 っ ズ せ 吾 田 隙 寺 つっ 心 
民 思 半鐘 全 っ \@ 公 Q7「 斑 慌 」 し 
屋 CQ を QS 所 6 で ? 

壮 故 S 玖 「 記 軸 G 所 団 ] 公 ? 
路 樺 し / 理 田 職 寺 公 叫 還 作 丈 
NEY 

填 牙 日 務 人 っ つっ 4JiJQ 色 3 答 hO? 
路 攻 や 6 時 豆 ” 則 近 っ “ 

凸 臨 半 押 きせ 

嘩 性 きっ" 弓 斑 じゃ" 


ぁ 士 区 S「 捉 Q 選 っ ポー| じゃ? 
暑 余 」J で き 十 喝 人 人 トド ツ H ユ 
ト G せ KK ハー へ ヘ し [Kr ロロ か 必 下 
AIG JiJAQ“「 骨 Q 措 っ 忍 | 思 公 
4Q 「K せ HH か いや へ | 公 及 全 さ し 
マツ I@[TC や さじ せく K 避 押 G 所 | 
っ 心 G 半 公 思 旭 品 IATA 
9 悦 委 つじ し め 陣 折 っ 尼 部 り “ 
接し を で 好 尿 玉 っ 徹 つ S 
G ロ 咽 選 き 「 押 G 所 7 1J で 8 記 
G 帽 能 じ ^ ヒ 国 ( 喘 層 ぐ 央 聞 )G 峰 
朋 @ 6 のり 補 慌 め 皿 終 * 

士 臨 電 せ pn onBiJ で W 上 
本 し "「 各 避 次 っ CD め さ レ せ に K 
押 G 所 1JB AU SO 一 41J 公 で 
や | うつ つう ン Q っ ( 陣 )" キャ 
K や ぐっ JO で 久 人 91JJ ぬ 7 
1J で る 心 け K よ ホー ミン 和 ド っ 
ぬら を im で 失う っ つっ 心 トー 束 刀 っ 
で DGG 公 っ っ 8) 昭 っ つつ で で ? 
路 展 ijJn ム っ き ^ 親 画 G 忌 者 
交 尽 皿 回 を しめ 半 で さっ や" 
士 牙 [KrHh や で や へ | 公 で 公 
Q 計 っ J^ 1JG 尽 G パ や 汁 愛 “ 
中 杜 6 准 避 ( 子 )" 

廿 牙 邊 押 き 和 MS 忍 し つや 心 公 " 
求 玉 さっ" 帆 肛 東 8 も ( 玩 ) 


ゃ で 会 ン 民生 Q 人 SG 「K ヤ ロロ 愉 心 
や か へ | 3.J り [XX ふ トト | 走 公 磁 愉 
うっ やり 昭 で し うつ で 


と 上 臣 の 旦 忌 G 喘 更 "「 換 に so 
ー」" の ス 公 潤し っ 


財 胃 K ふ ハ \ と 6 判 牙 公 培 陣 や も 忌 
し レ っ じ ^ 回 G 黒 Q 坦 る SS 公 Q 蓄 っ 
じ っ ぃ @? 密会 十 じ 層 公 に で や 心 
如 公 中 人 で し WW 才 つつ 応 " K ペ ーー 
中 中 共 豆 っ 8” 環 証 交 要 SNeK 
ふ AZGTFAm 和 Am im つう っ 忌 “ 
叩 避 し め ′ 時 肛 合 品 つ っ Si) 
GS 

盟 尾 悪 会 鍛 .Q 競 全 O RG や 
和 34JG ヘ ハー ハ 忌 で 公 QS 公 で で G 
3^ る で うつ じ 足 公 由 肛 人 く で 
QOS で IO で つの を 8 っ 低 謀 遇 で し 
革 牙 「 損 に セ い Q 民 っ 社 唱 | 可 
SS し レ 「 近 QA@ 本 | の 国 舞 りつ 
ヤレ"^ 収 由 弁 くく で IO の 公 “ 
陸 尾 所 婁 公 S" 画 G 帽 弁 名 
<Q? 表 覆 理 nSte の 遇 で 貞 半 " 
止 牙 「 控 Qi@ 写 唱 所 才 @ る め 坦 
る ちご 」 3) 愉 " 

路面 し め / 」 心 っ 心 革 4K し S 
を し 和 吉 っ 1 所 乏 人 O 心 の つ vtO 
1 記 " 

寸 堅 押せ 


求 玉 さっ" 悪し じゃ 


p 赴 臣 る ご で 写 琵 中 六 で レ 
っ n@ 尽 ? 揚 入 M ( 元 ) "「 組 到 
6 マー」 " で き 紙 の 舌 ^” 団 山 
中 GIAmAS ユ ス ・ マ < 公 / 加 要 虹 
臣 じ 紅 っ ちや りり 是 せ 由 皿 じ 0N0 ュ J 
幅 心 JIJQS 1JG 四 Oi) っ うっ 心 G 
SAT 人 mm] し 8 公 伴 で 骨 肛 
キー トー テロ で し っ " 量 力 
りら っ 心 四 っ 択 交 [ 四 つ t0」 の っ 心 る 
心 63)S じ っ 0G 公 必 1J ン っ っ " 
帳 服 G 再 隊 求 き NRR の 層 さ で 
te 6 心 競 向 政 @ 求 ” 玉 り 具 GTA 
て INK て 篤 ン で 箇 さ つじ っ ぃ 6 宗 宙 ? 
思 Dp 楓 つっ や 心音 画 醒 SS 球 思 し 7 
性 半 史 咽 じ っ 9 稔 〇 合っ っ SS っ )“ 
淀 連 RnT っ っ じ ゃ で 
上 蛋 性 「 組 切 パ で 亜 交 | つっ 心 6 
^ 悪玉 Q 公 寺 じ っ 0 革 し ゃ 
wo っ つ ^EAN 罰 四 ] 6 判 覆 選 公 
Q 名 愉 大 で Ne 包丁 | 悪 疎 G 
政 連 G 二 丸 | 尽 補 の 昭 っ 6? 
寸 牙 赴 押せ で 

路 欄 淵 じ も "2AmAR さ @ 由 前 
り 給 喧 R 選 層 つ や も" 湯 き ( 孝 )“ 


佳世 Q 華 足し" 和 「 理 
多加 twー| し じゃ 公 / 路 環 Y%" 
路 環 」J) で せ 無 O 穫 し で" oO 牙 
8 菊 昧 和 団 "eteTN 稚 中古 公則 所 
全 で 忍 つ ^ 下 色 器 ie JIJQp 叩 司 

っ ? 所 攻 も らく 緊 河 AN 
ミ 軍 っ し っ ゆい し < 弄 公 叶 t@ ヘ ハー ハ 
や 青 固 「 じ 愉 へ つ ト 』 ロ 史 レ ン 
Ne や 3J^ 宮園 己 陣 むる っ 宮 G で へ 
こい て 窓 交 NOTT 理 会 叶 te] の っ 心 
癌 っ 隊 陸 り 「 欄 団 寺 "I@」 則 世 
6" 葵 豆 じ っ 心中 玩 題 家 」 ( 由 
上 肛 9" 帽 且 し 8 っ め G 団 届 で 
や NG 中 で 羽 ) しゃ も" FAN 町 
下手 谷 心 っ 心 司 料 り 還 前 公 日 講 
区 妨 つ けり で 公 さ 和 和 の い ド 和民 し め 
0 し レ ( 惑 の 迎 っ " 


求 壮 避 C し " ミー ミ 6 革 し 仙 
回 っ を ご 4 し レ ^ し め ロ ミー ミ 
公 Q 下 才 つ レ め や うめ 6G き 6 っ 
で し っ 心 冬 わ 公理 で し ( ド AA 町 
6G 灸 っ JiJ ン 県 っ で? 

上 奪 型 公 吐 i@ つ っ 心 訪 豆 堪 中 
っ) 区 団 吐 "St っ 心 絶 呈 S 牙 
躍 "細心 並 周 名 区 世 交 N@ 東 玉 う “ 
填 牙 芝 押 品 証 し Jo っ" 


ぁ 寸 牙 ※ せ [Rh ユ 画 一 」" 
求 環 史 し ? 二 替 へ ハーー 
り / KS つ し 本 O べ っ ぃ 6 徹 つ 時 
で ? 藻 つ NO 剖 馬 陣 居 公選 で 
CGC し ′ っ っ うっ)? 揚 " 本 ぃ スト 旨 
3 っ JE お 10@ 会 提 選 207 っ 8 っ 
や ( 元 )) し ゃ 忠和 玉 ン 8 で 県? 
止 箇 ロロ ー ハ AA ち 棚 ン 
1J り し” 志 そ 躍 必 入 ー 負 坦 豆 鶴 公 
で ー で 上 尋 名 る 吉 会 0 レン io で? 
路 可 Rh ユ 瑞 き 国 で べし 忠 ン 環 
つ を SS っ SQ 軒 へ ハー て に ドド 
填 牙 「 舞 宰 G や べく ]】 を 「 ド ー ム ハ 
そ へ K て 映っ 皇 j” 疹 の 蝶 G 
症 R き ホー ユー で GR TH や 
1 紅い し ^ 枯 /QG8 忠 室 人 :Q ホ ーー 
りう っ 避 G 公 「 葉 ポ マ | の っ 心 四 っ 
民 己 し っ Sie” し 擬 席 うっ 心 G 
会 っ っ で" 農 っ し っ じ し 隠 で 耶 っ 
つ 虹 G 姓 こ 晃 つ 共 県 っ S 和 〇 公 
で し * 臣 Nte ン レ っ っ 映っ 放 つつ 玉 “ 
米 求 尋 司 選 る の ^ 中 さ 邊 固 咽 
ヤレ” 1J ン 陣 押 人 各 で 丸和 ふ で て 
さめ 避 め や で 公 QS っ ? し め ^ 路地 
いじ し 稔 つ G 天 玉 っ " 

止 秘 iQ? 中 握 長 編 き ン レ め で 
ー で の 琵 で し っ 公選 NO 赴 泊 江 で 
路 環 きっ" 玉生 つ 環 直人 豆 ざし 
1 


ぁ 止 牙 志 *0N6 つ し 「 硬 部 ロ ー」“ 
嘩 性 !J で / 凸 視 唱 換 りつ 史 ペ し 
磁 ぐ し っ it@G 公 映し 
で?[ 山 らし 愉 @| し 訪 つ し っ ぃ 


北 下 名 嘱 選 じ し 7 貢 県 去り JO 
し 『 人 A 本 沢本 6 着 時 選 ぶさ っ 
仙 つ 公 唱 つ 尿 才 じ うっ“ 

上 寺 「 四 沢本] 可 宮 中 将 品 " 
1JG 足 じ め 醒 " 捉 甘 " 毅 り 中 半 加 
羽 つ ? 悪 り 公 咽 箇 公 材 悪 合い ン 
っ 心 人 8 で の) 角 堆 じじ 陣 則 
っ ?*[@G 蘭 」 つっ 心 G め 交 の 和光 G 
貞 陣 上 苦 ひし っ 

填 牙 「 記 @ 世 ] っ 心 由 朋 称 路 
所 必 つじ" 下 G 軍 淫 公 唱 毅 史 映 
っ し っ It@ ペ 選 お 3) つ 革 8 亜 革 
篤 電 NeNSSO 心 癌 の 瑞 で や t6? 
路 可 壮 民 ロ 掴 つ 史 紀 悪 心 守 1 貴 
則 近 や 心 人 SG” 貞 ン で レ っ 心 )J 
うつ 和 所 攻 や SG 撤 外 玖 穴 Ono? 
填 上 牙 半 舞 SS で し つ ゃ 選 “ 
路 避 玲 区 悪し 


ぁ 止 臨 「 下 名 で っ 7 | し じゃ" 
路 杏 jj) で せ ^ 舞 咽 G 豆 愉 の 編 
民 足 の 由 で で Q を っ Nun7[/ ] 
し く で biQ つ る "SNP1J6 注 居 
め S ご 6 弓 民 豆 紅 由 っ 慌 "「 上 で 巨 
っ を AA ス 名 珈 | 釣 すき 霞 @ 装 性 
釘 近 G っ ぃ @ 珈 Gi し 析 衝 豆 
暑 浴 皿 選 や 心 競 覆 人 。 凹 迄 
衣 ひ 作っ 移 き 需 G せ し h 穫 NG や 
心 雪 レツ ン iG” 1JG っ 本 困 居り 


( 〇 
CO 


[だ を と か ン ペ | 填 屯 会 G 柏 患 ] 賑 回 中 侍 還 っ 択 ざ 室 匠 っ し っ し" 


丸 JmS | 選 己 陳 っ し っ @ KG ズ 
る で の 幅 玉 で で 是 つ !) う 9” の っ 
心 令 〇 倒 衝 1J ン っ っ 宮 頑 り " 
3 の の > 虹 尾 MIJ 公 「 屋 本 ] (中 展 名 尽 
所 *) 6 nO 弟 や の 2G で 守屋 間 区 数 @ 負 せ せく で し 由 っ 尽 e 生 * 剛 才 
pm ね [を]「 公 二 ちっ | 付 ) 
公 凍 つろ 申 心 し pFA 私 町 
@ 壮 嘩 拓 囚 欠 区 窯 他 己 SMO” 娠 


> 2 田 三 G ポ ー へ へ ハツ 控 咽 @ 皿 補 
6 下 選 G で キーS 眉 玉 な 負わ 婦 し 暑 ニ 世 ン ′ @G 末 時 私 1J ざ 是 
っ で し セパ“ 
凸 牙 中 会 っ ひき っ 足る じじ" 
盟 必 で 必 丸 下 旧 虹 椅 史 電 
0 の ウ の こ ゼノ いし っ で し レ っ ti@3J1JNQp 則 反っ 
防 和 H6 っ J NN Jo) デー ) つ ソ ロ 設 い EE 1JG 斉 持 G 皿 っ 由 っ 択 公 列 昌 0 
Co 公 Me/ 座 記 っ S 代 ? 誠 G 骨 
朋 @ 世 ら で 快 信 ン く で ビレ っ うい 6 う ) 
っ JJ し 7 臣 さ つ 応 " 


宮谷 ン 時 ぐし 量 W の と で て H ロ SN は 


Il 


VN 


斬 


っ 


2 6 で heR 一作 宙 叶 の やめ 宮守 


0 MS 0 KK AN ペル らら で の WU 陣 9 


地 地 史 QOnG 人 KK 直 遇 和 づ つ 軍 世 隊 


ぁ 寸 臣 8[「「 人 SS で め ー」 し ゃ " 
虹 性 趣 公 忠 の 京 革 じ ” 商 有 
公 っ ? パン 展 幅 甘 足 下 6 息 
下総 独 や ぐっ 心 甘 合っ し? 

路 想 S で 会" 本 加 S 紀 GS 
や 妃 p 民 曰 有 は で おっ IO し MES* 
盟 性 や G「 忌 民 (RY ふ G 

N ユ ーK 避 吉 臣 つじ し 走 \ てこ 0H 5 


% 了 K を 長束 る 2 9 骨 庁 


※ こ の ベ ページ の 名 は 、 ス ペー ス の 関係 上 、 句 評 を 掲載 する こ 


と が で き な か っ た も の 。 作者 は 89 ペ ー ジ を 参照 。 


ーー 音 員 ) 史記 っ 全 油 "「 過 会 塞 Me」 
半 国 醒 圭 し セ や で” 閥 先 % ぐ つの 
頻 寺 選 「 講 環 骨 ]」 や や し っ 6 
葉 足 G 天 路 J「A 本 AG 
判 映 公 坦 必 つじ し っ い @ 6 心 玄 往 骸 G 
出羽 只 帳 折っ つや“ 
路 杜 指 で G 葉 独 ゅ 明 \%@J7 
避 計 パ ン で to? 
栄 鶴 「 慌 全 四 (| QOS お 
し ′ 足し じゃ FNA G 判 四 
寸 世 恥 馬 GE 国 謀 ( 孝 )?「 思 公男 
te| ! 惑 じ te@′ 吉田" 革 や (本 で 
せ G や 軸 ) 公 各 会 各 公 生 っ で " 
喋 性 p つ 志 国 「 思 色男 te] で 
じ 雷 SQ 聖 箱 坦 つ NuQ? 
凸 牙 療 押 豆 記 じゃ 


ぁ 止 世 [AA 四半 WGー」 
来 玉 AA 還 半 で し 避 つ で ビレ 
te や 3J” 円 時 壁 や CO セ 密 由 公 で 
レ っ ie? NiJB「[ 記 SIRK] の っ 心 
山上 公 円 革 忠 滞っ し 地 ン 抱 レ 
2 っ in@^ 選 電 や っ っ 和 窓 つ じゃ 
填 臨 円 持 忠 人 SI 必 っ で" 
路 杜 ZNAT 装 6 則 提 ら 円 
甘 器 り っ 心 調 っ 由 棚 交 塊 CO レレ 
抱 つ お の っ 心 ” 問 で 衣 っ 由 
礎 公 SQ や " 

仕 陣 半 押 維 じ つ せ 心 忌 " 
四 攻 さっ" 和 宮 し jp" 

填 臣 財 の っ 心 幅 の ^ 球 民 め 
商 民 家門" で し Q 唱 牌 る 系 公 
S 稚 つけ S い 6" 性 固い レネ 志 " 


ぁ 士 四 章 明 / 所 盟 地 羽 くい じ し 
っ ie 「 時 泊 ー] しゃ" 

路 環 」) で 低 さ 凶 じ し” 了 ヨ 雷 
人 公職 1 くい 日 史 貫 くっ い @ 
IJQS や 民 ? 斉 終 因 や 国 つ を 立っ 
へ KS で SM7 AA G 
判 路 G つ K さ の っ 心 管 〇 会 つじ し “ 
NiJ 公 6 会 で 束 " 

放 共 1 ご 8 [ 攻 む | 当 せ で 名 
婦 っ 公 Q 「 瑛 む ] 倒 「 弐 む 妃 


さ 」 福 の 楓 しめ ヨコ 斑 環 宮 由 
8 還っ 6S?「2/ 手 ユー 京 刀 うっ" 
虹 寿 や IJ り ^ 豆 玉 揚 革 計 可 
っ 心 四 っ 慌 刀 倫 衣 選 信 (Q 足 名 
旦 ン レヒ 選 江 令 つ 全 和 ひし っ t6" 
士 牙 骨 1GK エ ロー 公 Q7 上 醒 っ 
鹿 G 叩 会 下 トー 人 の 引 じ 忍 り 宙 
$^ 器 失 量 日 各 映 で 応 6( 郭 ) ? 
壮 奪 如 図 倒 物 0 角 っ りら っ 心 公 
た 中 ー で 人 記 っ 13JIJOp 人 ご “ 
路 村 所作 % ぐ 8 HIRKN 記 
1J3J3J) 避 忍 (0 で 療 っ 6 で 
演 奪 た Ihー 宮 固 上 統 @ 性 め 皇 つ 
レレ っ:QO つ を うっ 必 選 つ “ 

路 聖 」J) で せ 葬 りく NHW 韻 忘 己 
軸 っ SG 公 / 尼 全 っ っ 阪 全 tO" 
廿 区 志 属 忌 お し 「 上 彰 ン パ る 
て hn HK テロ ー 天 信 把 | し め っ うっ っ“ 
路 樹 NNun? 会 補 さ 「 問 臨 」 ( 恨 
副 G 監 中 公 部 人 Q で じ っ ぃ い o 案 濱 )G 
尽 DSI0 お で “由紀 起 め SO つ " 
寸 臨 半 地 O き し つ ゃ 心 公 “ 
演 奪 記し じゃ 6 公 で 妹 1 尽 8 
くい で し ( 孝 )? 下 中 て 人 中 所 民 
会:0 7 や で し 1 中 半生 で で で 
し ゃ * る 時 AR し ロロ 心 っ 心 下 店 
せ そ WI\ ら べ 江 っ きっ つの 虹 心 
G し ? し ^ で 8 「 束 信 提 | ロゴ 
信 協 各 四 6 握 全く ひじ っ jp" 
路 杜 玖 一 画 腸 中 (JJ レ 8* 玉 
介 稚 訪 つ や べ ル を 更 馬 唱 配 で O 
DENHESS ぶ KSTOE で MM 


ぁ 士 区 pQ る JO「 衝 承 ー」" 
淀 維 !) で か め 移 さ 堪 し じ セ 避 " 

止 牙 やじ し も で "区 べ 居 じ し " 
玉水 IAm| G 革 じゃ 理 き 7 
「 ぼ 得る \@」 の っ 心 % 心 況 要 才 人 
鉛 で Se SI@ 聞 に 居 演 を 則 世 
ぬ 公 ^ NG て G せ そ 届 ペー ラロ 揚 
る CC っ し じ っ ぃ @aJiJO 和 公明 %7 1J6 
尽き "区 @ 是 る SI\@ の 衣 つ 玉 ン 
SO 玲 玉 っ で ^ 尽 り p 由 選 江 っ 稔 
つ 公 っ っ ? 世 全 年 ら \@ しめ 心 


し め っ っ で COQ を 心 じ め っ うっ 
3 り ( 陣 )^ y 全 人 下 岩 り で し 
扇 ね 9^ 甘 外 粘 夜 刀 っ つり 和 を ぐ m7 
を を we レ ” SU 翼 公民 名 
AE い に まい EYE だ た こま てこ ん こ 
弁 尾 久 さ 起き 獲 圏 め GS で 7" 
ECC を ak に IS を っ に に まく が EE 
や 政 攻 尋 っ 公 人 7 帽 馬 やめ 如 っ つ " 
士 臨 地下 DDG 聞 公 Q 世 
民 信じ っ to6 6 で ? 選 会 <Q 日 衝 補 
選 で 選 表 譲 め 和 N@ 会 め つ で 8 っ * 
上 奪 反っ 只 G 地 惑 G 庄 " 

路 杜 各 Q 避 貞 っ 尽 68 
仕 牙 きっ 走 押 喧 度 に し セ " 


ぁ 止 牙 一 攻 忌 し も“「 財 換 Gー」" 
沢 」J で 革 駆 の 氏 じ で 7" 映 忠 


うつ し うっ うつ ^ っ 公 唱 め 人 所 ご 心 
宮 っ つ 避 G3J” Nu いっ 避 G 
章 恥 つじ レ Q を で の 各 CO し し っ 0 
G 只 ^ 悪 S 由 % し で" 

填 牙 則 拠 っ Qp1J ン ズ 日 豆 
除 二 G" 鷺 @ 筐 想っ 0@ 必 お 笠 史 
壮 忌 D 還 it@ の っ 届 」 の し 7『 信 本 信 
思 ] 喝 商 で し め ^ 足 りつ じ 陣 抽 っ “ 
虹 必 寺 吐 棒 や くけ 表 必 名和 誰 
選 午 で つや を 8 っ 公 の ……" 

士 区 くっ 心 李 法 で し 7 下 
も 御 …… NuQ 公 " 赴 押 革 で 


路 璧 戦 じ ちゃ” で 人 涯 で っ で 
( 郡 )? 豆 才 妃 才 用 服 上下 "しめ "1J 
6 忠 旨 揚 っ 忍 所 も 公選 っ 
ざ 祥 で 7 | 窟 p 叶 シン 肖 中 繋 史 期 
ぐし 設 記 つつ S0 を っ 選 る っ) 旧 
ト 躍 へ 中 そ 穴 張 選 中 Jp めで 衣 う jiJ 
3Jx” 因 拠 的 半 唱 世 や お 
公 っ t@ で し" 中 G 吉 で G 負 っ 臣 
区 衣 的 表 人 9 で CSRIT 
ルト 8 ぐ や 2J 尼 会 械 会 宮 層 つ 会 和 h6" 
填 秘 吉 公 / 蛋 定 の っ 心 公 で で" 
叫 環 や で 所 人 や も 公 普 G 還 
kuI20 マ AS お マ 48 ビ SF ベ だ 3 2ho 
壮 硝 記 め 涼 雪 心 昭 心 


ぁ 寸 牙 き 「 避 因 固 一 ] し じゃ" 
米 玉 !」J で せ GG つ 丸和 鶴 つじ " 
侍 加 四 較 全 で 丸 娠 人 07 
記 表 GWG つ を 8 っ や () 
米沢 っ を っ 多 。 思 回 固 全 る で セレ 
っ し 直 虹 人 SO 選 6 本 つ 公 
訪 互 如 っ 人 SQ 同 鶴 名 赴 く 10? 
止 牙 由 で で し 尿 で 笠寺 介 7 
ャ ホー パン つ し っ ぃ 6 や S? 
路 枝 区 一 臣 Q 議 SG き 貸 つっ “ 
止 牙 [K キ ロロ や や や へ | の 
忌 む 公 の " 邊 軍 識 らし つる 心 " 
虹 人 性 せっ" 和 悪 じ ? 

填 牙 」J で 8 是 っ 二 帆 8" 軸 中 7 
壮 尽 也 吉 め そく こっ * 思 紀 本 超 


ぁ 止 牙 し せく 8 人 「 稚 で 政 立 っ ー」" 
1J で 8 嘆 固 じ 8 代 ン 赴 嘩 拓 四 剤 竹 
GiJ ュ っ J 由 いし っ ろ I@ で つ を 記 っ 公 
3J? NspNyD 畔 0 内 選 忠 当っ 要 
思 ′ 因 昭 限 じ 導 いっ 0” で 
G「 串 き Q 四 臣 じ 0@| p っ で S 
咽 配 要 つ を さっ し ゃ 公 ” で し 「 拉 
G 毅 | いじ し 掲 東信 ぐし ゃ ちや 較 提 
っ 帆 肛 し て で の る 0 選 尋 冬 O" 
No いっ 心 G の 8 選 臣 豆 っ 配 思 し 細 
足り 画 つ Q を 心 稚 つの 公有 で セレ っ 
\@J 昭 っ つつ 尋 " 走 舞 で 

玉 求 せっ 湿 じ ゃ ^ 躍 @ 普 忌 " 


抑 刻 公 各 公 域 n 各 っ RT っ っ 
山 購 wiJG 菌 栓 環 0 し 玖 ポ つつ 忍 “ 


k 止 区 せき 「 補 裾 を ー」” 足 人 
[ 玖 Ske| で し っ 避 G 公 ^ Q さ で 
り 田 遷 皿 器 0 角 ン レン っ っ 8 映 
C で し ゃ ? 尼 公 H 口 っ 内 つめ 准 
いで や し? 区 っ 心 り 疹 き 嘩 G 地 下 伯 
韻 公 ト 趣 GZATT IIT・ 公 本 一 K 
ペー で 所 ちり 介 和 SNe | 思 公 07 
ト 赴 @ 坦 牙 求 マ 共 玉 っ つき 日 ロ っ 
SEEOEJI い MM 

淀 堆 田 弄 上 さ し ゃ 避 ( 吉 )) 屋 <Q 
ゃ レ っ 1@GS 世 で ) 四 G し ちゃ や" 
路 環 妖 つき っ パ 心 唱 情 :Q pi 
さり 臨 絡 つ 公 つり 選 ス ) 公 " 
淀 避 し め 炊 っ つ G 倒 李 玉 っ っ っ ) 公 ” 
止 牙 DS3U ぐ 栃 父 拓 輸 (部) * 
症 軍 き 和 8 玉 し つ ゃ 5 


路 書 坦 じ しゃ" 


止 了 区 せき 「[ 科 翼 由 一 加 " 
1」 ン 了 CQ を で で SS や 3JS ロロ J 
で き 科 展 請 ロ さ セ つ 丸 躍 ミー 
へ 心 き 公 ^ 中 H ロ ペー へ ロ ロ で 
yi@4JiJNO5 viQN 錯 天山 
注 せ 隊 選 り 「 所 近 | 8 諾 公 <Q7 
か を 心 法 坦 で 丸 (Q や で やめ さ 口 さ ロ 
つゆ MitOn 8 っ 心 東レ つ 
ゃ in? 克 斉 札 展 記 つ を る っ お っ J“ 
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壮 塚 で 包 「0 公 | 公 会 で 
1 マム マス 

仕 牙 半 押 識 し つ ゃ 心 ? 

陸 性 せっ 和 宮 じゃ " 


寺 牙 を ぐ  」J で SG Ge 
虹 藤 悪 せ 記 他 紅 補 て 中 N 入 一 人? 
拉 民 記 る く し セ ( 才 )? で 孝 
1@ 尽 p 赴 0 し 避 県 人 で 刀 G し " 


p 赴 区 じゃ [中 下 せ ー] 8 
演 硝 宮 し も ?" 」J で せき 糞 て 沖 G 三 
世 余 G 殆 寺 N じ 妹 部 押し" 
翼 っ 公 Q* 根 ひし 丸 . っ っ SG)? 
止 牙 S 玉 。 記 0 公 村 1J ン 撮 江 で 
6S" 想 藤 や で レセ) マン 競 
G1J3J ぬ 中 じ IG 3J 昭 いし" 

部 硝 払っ 只 喉 の % 壮 宗 鐵 


」 


『「 ね た あと に 


(朝日 文庫 )、『 祝 福 ] (河出 書房 新 社 ) な ど 。 近著 は 「 佐 渡 


ー ド で 母 は 」 で 126 
な っ た と き 〔【 


スタ の スタ ンド 「 セ ックス ・ ピ ス 
スタ が 死に そう 〔 


"07 年 「 タ 子 ち ゃ ん の 近道 (講談 社 文 
郎 賞 を 受賞 。 著 書 〔 
昌 の 5 番 が 泣く 場面 で ざっ と きた 。 


ミ 
ミ 


ミ 


人 (講談 社 ) 。 


作家 。1972 年 生ま れ 。2002 年 「 猛 スピ 
トル ズ ]| が 好き 。 


回 草川 龍之介 賞 、 
庫 ) で 第 1 回 大 江 健 
の 三 


押し 鹿 終 咽 避 人 で 京 で 
43)” 撮 G1J 軸 明 で 刀 避 じ 問 束 相 
つ で SQ p 心 舞 NNGpGS で で ? 
止 侯 SG「A…E」 の Sn TI 
トド 公 SQ を キン 4Q 和 を 提 宮 で S も で ? 


ぁ 士 牙 語 題 G「 興 誰 ポ 一 」? 虹 尾 
ON1JS 喉 で 丸 SS 一 選 っ 7 
陣 任 」J) で せ 「| 遇 編 人 4] で し っ 心 
山 弁 合い っ JA mA 皮 
避 @ 騙 中 己 明 で で そ 獲 地 会 遇 准 
4⑱GG 心 じ 「 基 加 涯 占 ] の 名 
「 つ つ エ エエ デシ デー」| 全幅 ひし 選 
押 〇 を で で し っ ぃ 0 上 記 つっ“ 
士 牙 っ i@ っ it@^ 更 騙 由 押 公 ? 

虹 苦 で Wnte ン 「 半 褒 作 」 ロ 近 
りつ 史 く し っ い @ 映っ うつ 妃 ? 


ck 


ディ オ が 好き 。「 魔 少年 ビ 
を 気に入っ て いて 、 デ ィ オ に は その 雰囲気 が 感じ られ る 。 


ど が ある 。 立命 館 大 学 映像 学部 教授 。 著書 に 「 日 本 文学 
ふい ん き 語 り ] (双葉 社 ・ 共 著 )、「 自 分 だ け に し か 思い つ 
か な い ア イデ ア を 見 つけ る 方 法 」 (日 本 経済 新聞 出版 社 ) 


ゲー ム デ ザイ ナー。 代表作 に 「 ぶ ぷよ ぶよ 』『BAROQUE] な 


な ど が ある 。 第 1 部 の 


米光 一 成 


由記 症 地 せい 

半 導 せっ 「「 臣 頻 剛 門 | つつ F 中 
エンテ ーー] 8 く で で で 公 で G も し“ 
路 杜 「 つ つ F 上 エー シー] の) 令 
「RIh 中 の 人 。 幼 っ 由 押 間 計 
財 牙 「 細 隊 一 幅 只 や ドー] め 近 
NNN や りく で Q で 人 S ン ドレ “ 
求 玉 くべ で きっ や つ h 公 7 0 
っ 難く で 民 

壮 堆 IPAT 騙 き 細っ SQ7 
べく で SQG せ 壮 つ っ し ゃ や" 
止 牙 人 回 RT で C 86 せ 拉 率 選 や 
「 骨 宗 」)「 区 」 し つぶ ? 


p 止 牙 し ヨ 嘱 楽 / 普 鶴 や で < 
評 人 SG⑱G 穴 黙 せ e 
栄作 介 忠 会 科 や で き | 電 / 普 玉 


」 主宰 。2010 年 に 千野 帽子 と 「 千 堀 ] と し て 雑誌 連載 


俳人 。1974 年 和歌 山県 生ま れ 。「 い る か 句会 」「 た ん ぼぼ 名 
開始 。 第 2 回 北斗 賞 、 第 26 回 訪 川 春樹 賞 受 賞 。 著 書 ( 


会 
究 


堀本 裕樹 


ラ 好 き で 、 
ふた り と も 強い | 


2010 年 「 寝 て も 覚め て も ] (河出 書房 新 


社 ) で 第 32 回 野間 文芸 新人 賞 受賞 。 著書 に 「 ま た 会 う 日 ま 


作家 。1973 年 大 阪 生ま れ 。「 そ の 街 の 今 は ] (新潮 文庫 ) で 
街 で 」 (新潮 社 ) な ど が ある 。 女 子 キ ャ 


で 』 (河出 文庫 ) 、『 ビ リ ジ ア ン 」 (毎日 新聞 社 ) 、「 わ た し が い 


お 気に入り は 徐 倫 と ルー シー。 


長嶋 有 作 柴崎 友香 作 米光 一 成 作 堀本 裕樹 作 


「 筋 肉 よ りー」 


数 々 の 賞 を 受賞 。 


柴崎 友香 


な か っ た 


EQ きっ NNS で 忘 全 や? 

士 牙 條 岩 の 0 っ 如 で 所 和 9 人 「 中 下 
ぷー| で も 抑 季 足 SG 会 S” 中 環 
% ぬ SG 「 路 | 「 近 | 全く で Mie“ 
路 面 惑 G「 周 換 Gー] G 足 の "* 
娘 才 丸和 6 部 季 つ 4 しく っ ぃ 6 ( 閣 ) * 
心 お 守り 捉 し 忘 団 ” 的 ざり 押 押 し 更 
構 中 中 ーhp4CMi@。 siJ) っ うー 
士 区 ま ハ ヘー を で 午 で 足 K ロ 
せ 畠 冠 公 悪し っ t@" 届く 旨 弁 m 
NSJJJQGR” セ 8 で や K か ハン 
C し 必 色 邊 No で ( 取 ) ? 

路 横 へ を る 窟 己 内 豆 亜 さ 
Ne 尽 4 ロ 8 避 弓 逢 谷 SNet" 
で 多 うつ 民 員 違っ っ 公 台 7"『R 
INKG 思 較 」 尽 4 の 公 公 で 
壮 故 つり ロー て 足 共 SS? 


「 十 セ 


野 有 / 李 羅 」( 文 厚 の 森 ) が ある 。 好き な キャ ラク ター は 花 
同じ 獅子 座 の A 型 で 親近 感 を 持っ て いる 。 


音 の 海 俳句 と いう 詩 に めぐ り 人 逢う 」 (カン ゼン )、 句 集 「 熊 
京 院 典明 。 


千野 帽子 作 


「 撃 ち 抜 いた ー」 


ー」 | [時 が 降る ー」 


G 
1 
財 
| 
0 
I| 
人 


「 あ り 得 な い -」 


[血まみれ の ~」 
[『 ネ コ ド ラ くん 4」~^」 


「 風 死 し て 


「 宇 宙 果 つる -」 


「 カ プリ 島 一 」 


千野 帽子 


に 堀 


*10 年 【 


「 俳 名 いき な り 入 門 ] 


本 挫 樹 と 「 千 堀 ] と し て 雑誌 連載 開始 。「 東 京 マ ッ ハ 」 の 
司会 を 担当 。 著書 に 「 文 鞭 ガ ー リ ッシュ 」 (河出 書 
岸辺 起 伴 が 好き だ けど リン ゴ ォ ・ 


企画 、 
ロー ドア ゲイ ン の へ アス タイ ル に も 憧れ る 。 


日 曜 文筆 家 。2004 年 より 文芸 誌 な ど に 寄稿 。 
9 


房 新 社 ) 、「 読 まず 嫌い 。] (角川 書店 ) 、 
(NHK 出 版 新書 ) な ど 。 
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2012 年 7 月 28 日 か ら 8 月 14 
「 荒 木 飛 呂 彦 原画 展 ジ 
荒木 飛呂彦 の 故郷 に 、 


才 
人 
| 
ま 


日 
= 
染 


美しい 「 ジ ョ ジョ 」 の 世界 


photographs:Satoko Tsuyuki 


ま 
1 
人 
」 
1 


まで 開催 され た 

ジョ 展 inS 市 杜 王 町 ]。 

空 の 街 ・ 杜 王 町 を は じ め と し た 
が 出現 し た 。 


O> 


の Q 一 


s は で 漏 岩 誰 甘 9 > 


の の ト 


IIROIHIKO AE 7 衝 条 NBHTION 0 ま 2 
in S 市 杜 上 町 


BAR 


[ジョ ジョ 展 ] 初 日 オー プ ニ ン グ 前 に 、 せ ん だ い メ ディ アテ ー ク で スピ ー チ を する 荒木 飛呂彦 。 こ の あと 、 仙 台 市 長 の 奥山 意 美 子 氏 ら と テー プ カ ッ ト し 、 18 日 間 の 「 ジ ョ ジョ 展 」 が スタ ー ト し た 。 
エン トラ ンス を 入っ て すぐ の エリ ア に 展示 され る の は "ジョ ジョ 以前 ? の 時 代 の 原画 の 数 々 。「 魔 少年 ビー ティ ー」「 バ オー 来訪 者 』! の エッ セン ス は 、 ど の よう に 「 ジ ョ ジョ 」 に 受け 継が れ て いる の か が 。 
パス テル カラ ー で 描か れ た サイ ケ デ リッ ク な マル チ ス トラ イブ 。1983 年 [週刊 少年 ジャ ンプ 】 42 号 、 荒 木 飛 呂 彦 に と っ て 初 の 連載 と な る 「 魔 少年 ビー ティ ー」 第 1 回 の 扉 に 使用 され た カラ ー 原 画 。 


多 場 ヨ て だ に さ た は し 「! 仙 れ 「 し ル 展 る で や 原 一 ま 改 で お と か で 開 ら 育 素 て 杜 だ モ 思 る 一 
く 者 ジ の か 起 ま コ 作 ` ソ 台 だ カ た と で 一 ジ A 画 ジ っ 郷 の り が っ す 催 ご て 叶 い 王 い ダ い と 定 
の 総 ヨコ 原 ら こさ |! 中 市 ン と に け ス 第 し は 大 ご R を ヨ た へ 荒 ま 起 た し で 依 て らち る 町 メン ま ぷ 祥 
フ 数 屋 画 こっ ま ス の 内 が は で し 4 た 守 イ ご 技 は ジ “の 木 す こと ` き 頼 い し な の デ な する ぁ き ぎ 
ア は jn 情 そ た な が メ 有 期 染 は た 部 困 王 べ っ 術 じ ヨ 感 飛 一 るい 夢 る を た いと イィ 親骨 
ン 3 。 だ で ' 仕 提 二 名 間 空 な 構 ` 空 証 ン ご を め の 誕 . の うに の 愛 だ 場 思 メ ァ 物 け 知り 
た 万 全 縛 きま か 供 ユ レ 限 の い 成 第 一 ト の 民間 の 彦 オ か か も は けい 所 い | テ ヘス や 人 ム の 
ち 人 王 剛 計 た さけ さ 人 | ス 定 コ "だ 8 革 守 * 全 使 フ め 語 の し と 「 感 本 て た で あお 21 さき きゃ るり 
が 反 社 問 千 に が なれ を ト オ ン 選 期 * 部 を 台 特 界 し イ 條 生 挨 プ 感 そつ 当 原 仙 " す が ん 場 と な た や 
壮 上 言 め を 出 多 る 再 ラ 1 三間 だ に 舞 を に を た 中 か 拶 二 動 ん て に 画 台 自 * 完 二ノ 志 き 
王 " 呈 ち あ 身 発 合 現 ンプ 二 中 が フ 台 モ 仙 伝 展 っ 評 ら は ン し な い 交 展 市 分 こ 成 で せこ っ を 
町 数 入 逐 地上 き も ンド そま と デ /( 意 示 アア の <、 邊 の グ て 代 本 柴 が か 生 の し 、 ん 4 の 見 


Vr 


ファ ン に は お な じみ の 筆跡 で 描か れ た [TIME TO START]」 の 矢印 、 こ こ か ら 、1987 年 に 連載 開始 と な っ た 「 ジ ョ ジョ の 奇妙 な 冒険 」 の 展示 へ 。 

特別 製作 され た 立体 物 も 展示 され る 。 第 1 部 エリ ア に は 黒 騎士 ブラ フォ ー ド が ジョ ジョ に 託し た [PLUCK( 勇 気 )」 の 血 文字 入り の 剣 が 。 ち な み に ~PLUCK" に は 「( 家 畜 な どの ) 臓物 」 の 意味 も ある 。 
「 二 人 の 囚人 が 鉄格子 の 窓 か ら 外 を 眺め た と さ 。 一 人 は 泥 を 見 た 。 一 人 は 星 を 見 た 。] 「 ジ ョ ジョ ] の 原画 の 前 に 置か れ た 、 フ レデ リッ ク ・ ラ ング ブリ ッ ジ 「 不 減 の 詩 ! の エ ピグ ラフ に 胸 が 高鳴る 。 
圧倒 的 な クオ リティ で 再現 され た リア ル 石 仮面 。 隣 に は 第 1 話 の カラ ー ペ ー ジ の た め に 描か れ た 、 石 仮面 を か ぶる 族長 ( オ サ ) の 原画 が 。 
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B コミ ックス 第 4 巻 カ バー 原画 。 顔 に 手 を あて た ジョ ナ サ ン の 姿 は "ジョ ジョ 立ち "の 基本 ポ ボーズ と し て も 引用 され 、 何 度 も 目 に し て いる は ず だ が 、 実際 に 原画 を 目 に する と その 鮮やか さ に 驚く 。 
9 1988 年 に 描か れ た 、 ジ ョ セ フ ・ ジ ョ ー ス ター と シー ザー・ ツ ェ ベ ペリ 、 リ サリ サ の 集合 イラ スト 。 背景 の イエ ロー は カラ ー ト ー ン 。 
10 蹴り を 放つ ジョ セ フ の 原画 の 部 分 アッ プ 。『 ジ ョ ジョ ] ら し い パ ー プ ル と ブル ー の グラ デー ショ ン を 背景 に 、 自 い 飛 涼 が 。 立体 的 を な ホワ イト の 重なり は 原画 な ら で は の 醍醐 味 。 


に 3 

11。 第 3 部 [スタ ー ダ スト クルセイダー ス ] 展 示 エ リア 。 承 太郎 (光り 輝く プラ チ ナ )、 花 京 院 (グリ ー ン ) 、 ア ブドウ ゥ ル (レッド ) な ど 、 各 キャ ラク ター の スタ ンド の イメ ー ジ カラ ー で 背景 を 彩色 。 
12 随所 に ある 手書き の 書き 込み を 見 つけ る の も 原画 屋 の 楽し な 。 エ ジ プ ト の シー ン を 描い た 原画 の 右 隅 に 入れ られ た 「 荒 木 飛 呂 彦 ] の サイ ン 。 下書き と 同じ く 、 青 鉛筆 で 署名 され て いる 。 

13 『 ジ ョ ジョ の 奇妙 な 冒険 」 の 特徴 的 を コマ 割 を 意識 し で 、 各 部 の 展示 の 境目 の カー ペッ ト も 斜め に カッ ト さ れ て いる 。 奥 に は に ら み 合う 承 玉 郎 と ディ オ の 図 が 。 
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1 マグ ショ ッ ト 風 の 背景 を 使っ た 第 5 部 ブチ ャ ラテ ィ チ ー ム 6 人 の 等 身 大 パネ ル 。 メンバ ー 全 員 、 思 っ た 以上 に 背 が 高い 。 
2 コミ ックス 55 巻 に も 掲載 され る トビ ライ ラス ト の カラ ー 原 画 。 蛍光 色 の よう な 発色 を 見 せる 背景 の グリ ー ン は カラ ー の トー ン 。 経年 変化 に よる 浮き が ある が 、 それ も 原画 な ら で は の 味 。 


に = ーー で < コーマ 
ャ ッ ンジ 8 9 5Z 圭 


3 徐 倫 を 中 心 に FF、 ウ ェ ザ ー・ リ ポー ト 、 ナ ル シ ソ ・ ア ナス イ が 並ぶ 、 第 6 部 「 ス トー ン オ ー シ ャ ン 』 コ ミッ クス 10 巻 の カバ ー。 使わ れる 色 の 数 も 多い 。 
4 「 ス トー シン オー シャ ンコ ミッ クス 第 1 巻 の カバ ー を 飾っ た 、 樺 に つなが れ た 空 条 徐 倫 の 図 。 


5 仙台 で の 展示 で は 、「 ジ ョ ジョ 』 特 有 の 擬音 が 大 書 さ れ た 白い 壁 に 原画 が 配置 され る 。 花 吹雪 の 中 の ジャ イロ ・ ツ ェ ペ リ を 描い た の は 「 ウ ルト ラジ ャ ンプ ]2009 年 4 月 号 の 表紙 イラ スト 。 
6 馬 を 駆る ジョ ニ ィ 、 ジ ャ イロ 、 デ ィ オ と ボコ ロコ 。 天 井 ま で の 壁 一 面 に 伸ばさ れ た 『 ス ティ ー ル ・ ボ ー ル ・ ラ ン 」 の 堅 動 感 あふ れる イメ ー ジ 。 
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7 杜 王 町 を 舞台 に し た 第 4 部 と 第 8 部 に は 、 大 き な ス ペー ス が 割か れる 。 原画 展示 コー ナー の 中 央 で 会 場 を 見 守る よう に 立つ 東方 佐助 の 等 身 大 フィ ギュ ア 。 会 場 を 視察 し た 荒木 氏 と の 2 ショ ッ ト 。 


B 「 ボ ムギ 1!」[ ピ シィ ッ | 」 な どの 擬音 が シー ト に な っ て 床 面 を 飾る 杜 王 町 エリ ア 。 位 助 の 学生 服 と 同じ く 、 こ の スペ ー ス の イメ ー ジ カラ ー は パー プル 。 
9 射 抜か が れ た 者 の スタ ンド 能力 を 発現 させ る 、 吉 良 吉 影 の 父親 が 所 有 し て いた 己 と 矢 の 展示 も 。 


人 件 ( さ し べ ろう はり) 人 


10 杜 王 町 在住 の 人 気 キ ャ ラク ター 岸辺 起 伴 の 特別 展示 スペ ー ス 。2011 年 夏 に は グッ チ 新 宿 で 展示 され て いた 岸辺 露伴 の 等 身 大 フィ ギュ ア が 。 

11 ニュ ー ロ マン ティ ッ ク 風 スタ イル に 描か れ た 岸辺 赴 伴 の キャ ラク ター 紹介 ペー ジ 。 ペ ン や 消し ゴム な ど 、 マ ン ガ 家 が 使う 画材 で か た どら れ た HEAVEN'S DOOHR の タイ ポ グ ラフ ィ が 、 き わ め て 圭 伴 的 。 
12 岸辺 起 伴 の デス ク を 原作 に 忠実 に 再現 し た コー ナー。 デ スク 友 側 の 封 向 の 中 に は 、 マ ニア 垂 演 の 「 ピ ンク ダー ク の 少年 】 生 原稿 が 入っ て いる …… 6 

13 露伴 の 頭 文 字 「 R」 の 文字 を 入れ た マグ カッ プ を ペン 立て に 。 さ ら に 原作 に 忠実 に RILOT 社 製 の イン ク 瓶 が 。 ラ ンプ や キャ ンド ル の 配置 な ど 、 細 か な 部 分 まで 期待 を 加 切 ら ず に 再現 。 


95 


1 東方 定 助 と 広瀬 康 穂 、 車 中 に は ソフ ト & ウ ェ ッ ト 。 会場 の み で 公開 され た 描き 下ろ し 原画 「 松 島 ]。 [松島 の 写真 を 見 て 描い た の で は な く 、 ど ちら か と いえ ば 歌川 広重 の 浮世 絵 の イ メー ジ ] と 荒本 氏 談 。 
2 「[ パ チン]」 と いう シャ ボン 玉 が 弾け る 擬音 と 並べ られ た 『 ウ ルト ラジ ャ ンプ ]2012 年 5 月 号 で 使用 され た カラ ー 原 画 。 
3・4 AR 技術 を 利用 し た イン タラ クティ ブ な 展示 「 ジ ョ ジョ の 奇 炒 な 杜 王 町 MAP」。 専用 アプ リ を 入れ た iPhone、 iPad の カメ ラ に 杜 王 町 の 地図 を 認識 させ る と 、 オ リ ジ ナ ルス トー リー が 見 られ る 仕組 み 。 


デス ク 上 の メモ パッ ド に は 、 荒 木 氏 直筆 に よる 謎 の 文字 列 が 。「JOJOBOOK JOJOLLER JOJOJOBS JOJOVELLER]、 こ れ ら は 何 を 意味 する の か ? 


5 

6 木製 デス ク に ハー マン ・ ミ ラー の アー ロン チェ ア と いう 荒木 仕様 の デス ク 。 デス ク 左 上 の 黒い 電話 機 (20 年 以上 前 の ソニ ー 製 ) は 、 普 段 か ら 仕事 場 で 使用 し て いる も の を 持っ て き て いる 。 

7 

8 吉良 吉 影 の 爪 を 入れ た 滞 なら ぬ 、 使 用 済み の ペン 先 を だ た め て いる ボトル 。 実は 荒木 飛呂彦 は これ ら 役 目 を 終え た ペン 先 を 、 針 供養 の 日 に まとめ て 豆 鷹 に 刺し て ` ペ ン 先 供養 ' を し て いる の だ 。 
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9 「SPURI2011 年 10 月 号 に 掲載 され 、 グ ッ チ 新宿 で 特別 に 原画 展 を 行っ た 「 岸 辺 吉 作 グッ チ へ 行く 」。 全 ペー ジ の 原画 を 展示 し 、 順 番 に スト ー リ ー を 追う こと が で きる 形式 に 。 
10 [ジョ ジョ 125 年 の ヒ し スト リー を まとめ た 年 表 形 式 の 展示 も 。『 ジ ョ ジョ の 奇妙 な 冒険 第 1 話 が 掲載 され た 『 週 刊 少年 ジャ ンプ ]1987 年 1 ・ 2 合併 号 。 表 紙 に 載る 同時 期 の 連載 マン ガ も そう そう た る も の 。 
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11 初代 担当 編集 桃 島 氏 と の 対談 の 模様 を まとめ た 動画 も 上 映 。 「 ち ゃ ん と や ら な きゃ いけ な いん だ な …… 」 は 、 原 稿 に ホワ イ ト を か け て な か っ た こと を 編集 に 指摘 され た こと を 受け て の 荒木 民 コ メン ト 。 
12 了 月 28 日 より 9 月 30 日 まで 期間 限定 オー プン し た 杜 王 町 の コン ビニ 「 オ ー ソ ン ] (ロー ソン 仙台 柳町 通 店 ) 。 オリ ジ ナ ル グ ッ ズ や レジ 袋 を 求め て 、 多 く の フ ァ ン が 詰め か けた 。 

13 [グッ チ メ ジ ョ ジョ 展 」 の チャ リティ オー クシ ョ ン に 出品 され た 、 荒木 氏 署 名 入り の 複製 原画 や スニ ー カ ー な どの グッ ズ も 、 期 間 中 、 仙台 藤崎 グッ チ シ ョ ッ プ 店 頭 に ディ スプ レイ 。 

14 ^To Be Continued…"。「 ジ ョ ジョ 展 ] の 感動 は 、2012 年 10 月 6 日 か ら 開 催さ れる 東京 展 、 そし て フィ レン ツェ で の 「 荒 本 飛呂彦 原画 屋 」 へ と 続く …… e 
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ステ (リー タン 


交渉 上 手 の ド ネル ケバ ブ 売 りか ら 一 変 。 
遠隔 操作 の スタ ンド 「 ラ ヴァ ー ズ 」 を 使 
い 、 承 太郎 を 下僕 の よう に こき 使う ペ 
テン 師 。 当初 は 優 獲 な ジェ ント ルマン 
を 気 取 る も 、 次 第 に こす い 本 性 を 現し 、 
最後 は 承 太郎 に 門 消 の オラ オラ ラッ シ 
ュ で 粉砕 され る 。 ス タン ド は 最小 最 弱 
だ が 卑 孝 で あく どい 。 イケメン だ が 近 
づき た く な い タ イプ 。 


ジャ イロ & ジョ ニ ィ 

SBR の 主人 公 の ふた り は 、 過 酷 な 大 陸 
横断 レー ス を 戦い 抜く べく 協力 関係 で 
結ば ぱ れ て いる 。 個性 的 な ウェ スタ ン ハ 
ッ ト & ゴ ー グ ル の ジャ イロ 、 星 柄 の ワ 
ッ チ キャ ッ プ に ホー スシ ュー の アク セ 
リー ニー を つけ た ジョ ニ ィ 。 ラ スト シー 
ン で の 、 好 敵 手 で あり 親友 だ っ た 彼ら 
の 熱い 友情 を 印象 づけ る 感動 的 な シー 
ン で は 、 心 か ら の 拍手 を 送り た く な る 。 


ジャ ン = ピ エー ル ・ ポ ルナ レフ 


DIO の 刺客 と し て 、 香 港 で 承 太 郎 一 行 
の 前 に 現れ る が 、 肉 の 芽 を 取り 除 か れ 
仲間 に 加わ る 。 ア ブドウ ゥ ル と の 戦い で 
旧 高 な 死 を 選ぶ ほど の 騎士 道 精 神 の 持 
ち 主 で 、 サ ー ベ ル を 持つ 騎士 の スタ ン 
ド 「 シ ル バ パー・ チ ャ リオ ッ ツ 」 も クール 
で スタ イリ ッシュ 。 フ ラン ス 男 らし く 
女性 に は と こと ん や さ し い が 、 仲 間 内 
で は コケ ティ ッシュ な 役回り も 多い 。 


ウェ やり 末 ー ト 


失っ た 記憶 を 取り 戻 そ うと 、 空 条 徐 倫 
に 協力 する 夏 黙 で 心 や さ し い タフ メン 。 
記憶 の DISC を 取り 戻す と 、 本 来 の 凶暴 
な 性 格 と 危険 な スタ ンド 「 ヘ ビー・ ウ 
ェ ザ ー] が 現れ る が 、 実 兄 で ある プッ 
チ 神 父 と の 死闘 で は か ら ず も 絶命 する 。 
ウェ ザー の DISC を 抱き し め な が ら 死 を 
情 っ た エル メ ェ ス と 人 徐 倫 の シー ン は 第 
6 部 の 中 で も 一 、 二 を 争う 名 シー ン 。 


カー 


第 2 部 の 最強 敵 キ ャ ラ 。 メ キシ コ の 渦 
記 の 柱 か ら 目 覚め た と き の 敏 兵 さ は 2 
千年 虐 っ て いた と は 思え な い ほ どの キ 
レ 味 を 誇る 。 ス トー ル を 巻い た 姿 も 素 
敵 だ が 、 戦 闘 態勢 時 の ウェ ー ブ の ある 
ロン 毛 次 も シビ レ る ほど の 美 し さ 。 ラ 
スト で 勝利 を 確信 し た 傍 端 、 火 山 の 噴 
火 に 巻き 込ま れ 宇 宙 空 間 を 永遠 に 漂う 
存在 に 。 別名 「 考 える の を や め た 人 」。 


岸辺 赴 伴 


杜 王 町 に 住む 人 気 マ ン ガ 家 で 、 頭 に 巻 
いた ギザ ギザ の へ アバ ンド が トレ ー ド 
マー ク 。 自身 の 作品 に お いて は リア リ 
ティ を な に より る 重視 し 、 取 材 時 に は 
人 の 迷惑 も 顧み な い 面 も 見 受け られ 
る 。 唯 我 独 草 の 芸術 家 肌 で 、 ス ピン オ 
フ 作 品 に も し ば し 登場 し 、 ル ー ヴ ル 美 
術 館 で 絵 の 呪い に 遭遇 し た り イ タリ ア 
で は 盗難 に 章 っ た り と 常に 波 潮 万 丈 。 


ジョ セ フ ・ ジ ョ ー ス ター 


祖父 の ジョ ナ サ ン か ら 誇 り 高き 血統 を 
受け 継い だ ジョ セ フ は 、 強 吾 な 肉体 と 
正義 感 を 受け 継い だ ナイ スガ イ 。13 歳 
の と き に 飛行 機 を ハイ ジャ ッ ク さ れ た 
際 、 犯 人 か ら 殴 られ た こと より も 、 そ 
の 血 で 祖母 か ら 買 っ て も ら っ た 服 を 汚 
され た こと に 腹 を 立て 、 自 ら 飛 行 機 を 
墜落 させ た 大 胆 な 逸話 も 。 第 3 部 、 第 
4 部 に も 登場 し 、 存 在 感 は ピカイチ 。 


ワサ ア ニラ メイス 


DIO の 側近 で 、DIO が 血 を 欲す る と 自 
ら の 首 を は ね て 差し 出す ほど の 忠義 者 。 
DIO の 手 に より 復活 する が 、 口 の 中 が 
暗黒 空間 と いう 不気味 な スタ ンド で 承 
太郎 一 行 を 苦し め る 。 へ アバ ンド や ビ 
アス 、 こ プロ ナチ も ハー ド で 、 サ けっ こう 
な ハー ト 好 き と 見 受け られ る が 性 格 は 
残虐 。 ゾ ン ビ に な っ た こと に 気づか ず 
太陽 光 で 絶命 する 次 は 哀れ 。 


ジョ ル ノ ・ ジ ョ パ ァ ー ナ 
くる っ と 巻い た 前 髪 が チ 
ャ ー ミ ング な ジョ ル ノ は 、 
ギャ ング スタ ー に な る と 
いう 固い 決意 と 野望 を い 
だ く 若 者 。 胸元 を 丸く く 
り ぬ いた スタ ンド カラ ー 
の ジッ プア ッ プ ジャ ケッ 
ト に は て ん と う 虫 の アク 
セン ト つ き 。 


パン ナチ ナ コッタ ・ フ ェ ヨ 
チー ム の ブレ ー ン 的 存在 
で 頭脳 明 因 。 ナ ラン チャ 
が チー ム に 入る きっ か け 
を 作っ た こと も ある が 、 
「 組 織 」 を 裏切っ た ブチ ャ 
ラテ ィ た ち に 納得 で きず 
離脱 。 ス タン ド の 「 バ ー 
プル ヘイ ズ 」 は 本 人 も る 制 
御 不 能 な 破壊 力 を 持つ 。 


グイ ー ド ・ ミ スタ 

弾丸 に ま と わ り つ い て 軌 
道 を 自由 自在 に 操る 小 人 
の スタ ンド 「 セ ックス ・ 
ピス トル ズ ]」 を 持つ 。 チ 
ー ム の 中 で は 明る く 陽 気 
な 性 格 で 、 シ ョ ー ト 丈 の 
ニッ ト の へ そ 出 し スタ イ 
ル に ニッ トキ ャ ッ プ を 合 
わせ た スタ イル が 斬新 。 


ウン チ wW・ ルカ 


幼い 頃 か ら 家 族 の 縁 に 薄 
く 少 年 院 に 入る も 、 ブ チ 
ャ ラテ ィ に 出会い ギャ ン 
グ の 道 を 志す 。 チ ー ム で 
は ジョ ル ノ や フー ゴ よ り 
も 年 上 だ が 、 容 次 や 性 格 
か ら 年 下 に 見 られ る 。 ト 
レー ド マ ー ク は ラフ な へ 
ア と へ アバ ンド 。 


レオ ー ネ ・ ア パッ キオ 
元 警官 だ っ た が 、 自 身 の 
汚職 が 原因 で 仲の よかっ 
た 同僚 が 痢 職 。 それ が 原 
因 で 落ち ぶれ 、 ギ ャ ング 
に 。 その 過去 ゆえ に 人 を 
あま り 信 用 し な い 性 格 だ 
が 、 い っ た ん 心 を 許す と 
と こと ん まで 信頼 を お く 
義理 に 厚い 人 情 派 。 


ブロ ー ノ ・ ブ チャ ラテ ィ 


黒髪 の ボブ が 印象 的 な ブ 
チキ ポラ ティ ば は 、 チェ ムリ 
ー ダ ー ら し い 冷 静 沈着 さ 
と 頭 の よさ が 魅力 。 ス タ 
ンド は ジッ パー を 自在 に 
操る 「 ス ティ ッ キ ィ ・ フ 
ィ ン ガ ー ズ ]。 ド ッ ト 栖 
の 入っ た スー ツ の 着 こ な 
し も クー ル 。 
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むい きび 男 半 さ キ びす 


の 作 中 で 、 主 人 公 た ち 

が 見 せる ダイ ナミ ッ ク で 独特 の ポ 

ー ジ ング は 、 通 称 「 ジ ョ ジョ 立ち 」 と 呼ば れ 
* る 。 作品 の ファ ン だ っ た 鬼 教 宜 典 ら が その ポージング 
を 披露 する ムー ブ メ ント を 「 ジ ョ ジョ 立ち 教室 ] と 命名 
し 、 世 に 広め た の が きっ か け で 、 始 まっ た の は 2003 年 
頃 の こと 。'06 年 に 開催 され た 「 荒 木 飛 呂 彦 執筆 25 周 
年 パー ティ ] で は 、 作 者 本 人 の 前 で ジョ ジョ 立ち が 抜 
吉 さ れ 、「 ジ ョ ジョ 」 を 語る の に 欠か せな い ほ ど 有 名 に 
な っ て いる 。 ここ に 掲載 し た の は 、 数 多く ある 「 ジ ョ 
ジョ 立ち ] の 一 部 で 、 右 下 か ら 反 時 計 回 り に 、 第 1 部 
の ジョ ナ サ ン ・ ジ ョ ー ス ター、 第 6 部 の 空 打 徐 倫 と ス 
トー ン ・ フ リー、 第 5 部 の ジョ ル ノ ・ ジ ョ パ ァ ー ナ と 
ゴー ルド ・ エ クス ペリ エン ス 、 第 3 部 の 空 条 承 太郎 と 
スタ ー プ ラチ ナ 、 第 4 部 の 東方 代 助 。 初 心 者 が トラ イ 
し や すい の は 、 ジ ョ ナ サ ン ・ ジ ョ ー ス ター が 左手 を 話 
の 前 で 広げ る ポー ズ ( 右 コマ ) 。 手 の 先 ま で 力 を 入れ 右 
肩 を 大 きく 上 げ る な ど 、 一 見 簡単 そう に 見 えて 、 細 部 
まで 神経 を 行き 渡ら せる の が ミソ だ 。 家 で 密か に 練習 
し て 、 こ こ ぞ と いう と き に 「 ド ッ ギ ャ ー ン 」 と 披露 すれ 
ば 、 あ な た は も う 立 派 を ジョ ジョ ラー! 
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[エコ ー ズ 」 で 瞳 眼 学習 !? モテ 願 に 変身 で きる [シン デレ ラ 」 


擬音 を 身体 に 貼り つけ 、 繰 り 返し 杜 王 町 で エステティックサ ロン を 経営 する 辻 彩 の スタ ンド 「 シ 
音声 を 発する 「 エ コー ズ ]。 たとえ ン デ レラ 」 は 、 ボ ディ を モン ター ジュ の よう に 組み 替え 、 モ テ 
ば 試験 問題 を 身体 に 貼り つけ 、 繰 顔 に する 能力 を 持つ 。 た だ し 使用 条件 を 守ら な いと 、 恐 ろ し い 
り 返 し 聞け ば 、 眠 っ て いる 間 の 睡 こと 信 wew < 


眠 学習 に 効果 テキ メン か も !? 


時 を 止め る [ ザ ・ ワ ー ル ド 」 は シン プル で 最強 。 


自分 以外 の 時 間 を 止め る …… シン プル で あり な が ら 最 強 の スタ ン 
ド を 持つ の は 、 第 3 部 の ラス ボス で ある DIO。 目 分 だ け に 時 間 の 
経過 が ある と いう こと は 、 す な わ ち 老化 も 早い と いう の が 弱点 か 
と 思い き や 、DIO は 不死 身 の ゾ ン ビ な の で 関係 な いこ と が わか り 
ガッ クリ 。 や は り 、 こ の スタ ンド 、 最 強 ! 


岸辺 露伴 の 「 へ ブン ズ ・ ド アー] は 、 相 手 を 
本 に する こと で 、 人 生 の 経験 を ペー ジ を め 
くる よう に の ぞい た り 、 未 来 の 行動 を 書き 
込め る スタ ンド 。 最 近 、 や け に 冷た い 彼 に 
発動 すれ ば 、 浮 気 を し て いな いか を チェ ッ 
ク で き 、 余 計 な 寄り 道 も し な く な り そ う 。 


お いし そう な イタ リア 料理 で 、 身 体 の 悪い と ころ を 治し て し まう 夢 の 
よう な スタ ンド が 、 ト ニオ ・ ト ラサ ルディ が 持つ 「 パ ー ル ・ ジ ャ ム ]。 
その 治療 過程 は 少々 常軌 を 輝 し て は いる が 、 治 っ た あと の 爽快 さ は 羨 
まし い 限 り 。 専属 料理 人 に な っ て も ら う の は ムリ と し て も 、 近 所 に ト 
ニオ の お 店 が あっ た ら 毎 日 で も 通う こと 必至 ! 


「 ハ ー ヴ ェ ス ト ]」 で 探し 物 発見 ! 


モノ 集め が 得意 な 500 体 以上 の 小 人 を か か 
える 「 ハ ー ヴ ェ ス ト 」 な ら 、 家 の 中 で の 細か 
な 探し 物 に ひと 役 買 っ て くれ そう 。 キッチ 
ン の 床 に ば ら ま いた お 米 や 、 宅 配 便 で 使っ 
た あと どこ に 置い た か 忘れ た 印鑑 、 テ ー ブ 
ル の 下 の パ ン の 食べ こぼし の カス な ど な ど 
…… セコ い 使い 方 な ら お 手 の も の ! 


M た / トク Se 
し 再生 ! いた ら 愉 快 な を 「 セ ックス ・ ピ スト ルズ ] 
友達 の 一 発 ギ ャ グ や うれ し い 衰 め 言葉 な 本 体 の ミス タ の 軽く 陽気 な 性 格 に 似 た スタ ンド は 、 
ど 、 何 度 で も 聞き た い 言 葉 は アバ パッ キオ の 弾丸 に 取り つい て 軌道 を 操る 6 人 の 小 人 た ち 。 弾 
「 ム ー デ ィ ・ ブ ルー ス ] で 何 度 も リピ ー ト 再 丸 で な く 球 の 軌道 に いて くれ た ら ど ん な に 頼も し 
生 。 な に か を し に 来 た の に な に を する か を い だ ろ うと 、 テ ニス や 車 球 を する と き に ふと 忌 っ 
忘れ た と いう 、 よ く あ る 場面 に も 最適 。 た 人 も 、 い る と か いな いと か !I? 


漁 芽 加古 へ 根 


orrro と rr[wW は uo 計 漁夫 ASrx 


の 
は 潜 思 は S い 細 き w 器 mr 愉 材 本 Fm Nim Ni 


ー 人 秋 忠 記 ア V 必 SU 信和 培 五 
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レイ 
に 
ジラ な る 
回 
人 
) 
! 


賢い 猟犬 、 ダ ニー 


ダル メシ アン の ダニ ー は 、 川 で 江 
れ た 幼い ジョ ナ サ ン を 助け て 以来 、 
熱い 友情 で 結ば れ た ジョ ー ス ター 
家 の 飼い 犬 。 賢 く 従順 で 愛らしい 
ダニ ー の 姿 に ファ ン も 多い 。 


サン モリ ッ ツ の 上 品 な 猫 
「 ジ ョ ジョ 」 に 登場 する 動物 で 、 
比較 的 多い の が 猫 。 第 2 部 で 
カー ズ が 潜伏 する サン モリ ッ 
ツ に いた 猫 は 、 ジ ョ セ フ に か 
ら か われ 散々 な 目 に 。 


男気 あふ ね れる ヒー ロー 犬 


水 や 空気 、 火 と いっ た 単純 な エレ メン 
ト を 操る スタ ンド は 、 変 幻 自在 で 強い 
も の が 多い 。 イ ギー の 砂 の スタ ンド も 
その ひと つ 。 当初 は ヤル 気 が な か っ た 
が 、 最 後に は 男気 を 見 せる 場面 も 。 


死ん で か ら ス タン ド が 出現 し た タマ 


スタ ンド の 矢 に 射 抜 か れ た 猫 の タマ は 、 死 ん で か ら ス タン ド 「 ス トレ イ ・ 
キャ ッ ツ ]」 が 出現 し 草 の よ うな 生き 物 と し て 生ま れ 変 わっ た 変異 種 。 強 
い 攻 撃 性 を 買わ れ 吉 良 に より 川尻 家 の 屋 根 裏 で 飼 わ れる が 、 成 長 し 、 よ 
り 凶 暴 な 次 に 変化 。 シ リー ズラ スト の 戦い で 能力 を 利用 され る が 、 そ の 
後 は 虹 村 億 春の 父 と 仲よく な り 、 楽 し く 暮らし た そう 。 


肩こり すっ きり の 一 皿 


伊 料理 店 [トラ サル ディ ー」 で の 前 葉 
の トマ ト と モッ ツァ レラ チー ズ の サ 
ラダ は 、 億 奉 の 悪い 細胞 を 出し 、 肩 
こり も すっ きり 解消 。 こ ん な スタ ン 
ド な らい つ だ っ て 大 歓迎 だ ! 


杜 王 町 銘菓 「 ご ま 蜜 団子 


広瀬 康 穂 が お 見 舞い に 買っ て きた 「 ご ま 密 
団子 ] は 、 仙 台 市 で 開催 され た 「 ジ ョ ジョ 展 ] 
で も 実際 に 販売 され 話題 に 。 決 し て 前 歯 で 
咽 ん じゃ や いけ な い ル ー ル は も ちろ ん 適用 ! 
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思わ ず レ シ ピ を メモ メモ ! 


トニ オ が 虹 村 億 泰 に サー ブ し た ク 2 
皿 目 に 登場 し た の が 「 妨 婦 風 スパ 
が イロ | 県 オリ ー カメ と アン チ 
ョ ビ 入 り の トマ ト ソ ー ス は 、 実 際 
に 作れ る レシ ピ も 付属 。 


愛 い っ ぱい の 料理 、 で きま し た 


成績 の 悪い 広瀬 康 一 の た め に 、 山 岸 由 花子 
が 作っ た 料理 は 、 英 語 の 辞書 の ペー ジ を ア 
スパ ラガ ス に 巻い た も の 。 あ る 意味 、 愛 情 
いっ ぱい の 料理 だ が これ で 成績 が よく な る 


の か は 定か で な い 。 


アー ノル ド は 鈴 壮 の 友達 


S 市 杜 王 町 の 「 振 り 向 いて は 
いけ な い 小 道 ] に いる と され 
る アー ノル ド 。 艇 本 鈴 美 の そ 
ば に いつ も 寄り 添う 変 は 、 な 
ぜ か いつ も 寂し げ 。 


パス タ が 波紋 で すご いこ と に 
シー ザー と の 初対面 で 波 赦 で 飛ば 
し た スパ ゲ テ ィ を マカ ロニ に 貫通 
させ られ 、 さ ら に ワイ ング ラス に 
刺さ れ た ジョ セ フ 。 こ うな る と も る 
は や 食べ 物 で な い 状 態 に ……。 


波紋 の 実験 到 に され た カエ ル 


登場 する の は 第 1 部 。 ツ ェ ベ ペリ が 
ジョ ナ サ ン に 波紋 の 威力 を 見 せる 
際 の お まけ 的 存在 だ が 、 流 紋 が 
裂 し た 際 の 「 メ メタ アァ ] と いう 擬音 
と と も に 一 虫 有 名 に 。 


カー ズ の 腕 か ら 生 えた リス 


究極 の 生命 体 を 自負 する カー 
ズ の 手首 か ら ニ ョ キ ニ ョ キ と 
生え た の は 、 な ん と も る 愛 ら し 
い リ ス 。 し か し 中 身 は 残虐 な 
ワン ビ …… コ ワ い ! 


冷 秋 な 番 島 | ペッ ト ・ シ ョ ッ プ ] 
第 3 部 、DIO の 住ん を で いる 館 の 
番 鳥 で 、 侵 入 者 に 妥 い か か る 
「 ペ ッ ト ・ シ ョ ッ プ 」。 氷 と 冷 
気 を 操る スタ ンド を 持つ ハヤ 
ブサ で 、 ツ ララ の ミサ イル を 
発射 する さま は 、 た か が 鳥 と 
あな どれ な い 攻 撃 力 を 持つ 。 
イギー と の 死闘 で は 川底 まで 
潜水 する と いう 荒業 を 成 し 遂 
げ 、 か な り の ダメ ー ジ を 与え 
る まで に 追い 込む が 、 最 後に 
は イギー に ツラ ラ の ミサ イル 
ご と くち ば し を み 砕 か れる 。 


イン ド の 謀 展 約 多 物 
- レ ャ ー イ 6 
紅 業 と 侯 纏 と し ょ う が を 
生乳 で に こん だ も の 
1 ルビー( 約 ls 円) で 

2 杯 ぐら い 〇 め る 。 | 。 


ミル ク の 香り が し て きそう 


イン ド の チャ ー イ も 、 イ カス 
ミス パ と 同じ く 、 味 わっ た こ 
と の な い 憧 れ の 飲み 物 。 現 地 
の 値段 を 入れ て ある の も 、 物 
価 の 目安 に な っ て ナイ ス ! 


生き た フカ ヒレ が スー プ に !? 


ナラ ンチ ャ の 食べ て いた スー プ か ら 不 気味 
な ヒレ を の ぞ か せ て いる の は 、 敵 キャ ラ ・ 
スク アー ロ の 般 型 スタ ンド 「 ク ラッ シュ ]。 
スー プ の 中 か ら 生 きた フカ ヒレ が の ぞ く な 


ん て 、 怖 すぎ る ! 


イカ スミ スパ ゲッ ティ 
連載 当時 は まだ 珍し く 、「 ジ 
ョ ジョ 」 に 登場 し て その 存在 
を 知っ た 人 も 多い イカ スミ の 
スズ パグ ディ 。 (ローマ で ンジ ョ セ 
フ が 食べ た 一 皿 。 


ヤシ の 実 の 果汁 は トロ ピカ ルゥ ! 


第 3 部 で 承 太 郎 一 行 が 訪れ た シン ガ 
ポー ル の 屋台 で 売ら れ て いた ヤシ の 
実 の ジュ ー ス 。 売り 手 の 品 上 が うま 
いせ いも あっ て 、 甘 く て 夜 や か な 味 
が 口 の 中 いっ ぱい に 広がる 。 


天国 へ と 召さ れ た 鈴 美 と アー ノル ド 


自分 を 殺し 、 連 続 殺 作 で も あっ た 吉良 を 追 
い 詰 め 、 自 ら の 手 で 倒し た 艇 本 鈴 美 。 よ う や 
く 成 仏 で きる と 仲間 に 別れ を 告げ る 鈴 美 と ア 
ー ノ ルド に 、 ひ ね くれ も の の 雷 伴 も 康 一 に 促 
され 、 寂 し いと 本 音 を 吐露 。 穏やか な 願 で 天 
に 召さ れる 鈴 美 と アー ノル ド の 姿 が 印象 的 。 


失っ た 家族 の 面影 を 探し て 
DIO の 元 部 下 で 不死 身 の 化物 に な っ た 虹 村 兄弟 の 父親 。 ち ぎれ た 紙片 を 執 捧 
に いじ る 姿 を 見 か ね た 伝助 が スタ ンド で 元 通 り に する と 、 そ こ に は 在り し 日 
の 家族 の 姿 が 。 人 間 の 心 を 失っ て いな か っ た 父親 に 兄弟 も 思わ ず 号 泣 。 


次 z な も 初 @ お 会 

の ら う め れ う 

町 な 出 5 て た は 

で な 

た 坦 6 母 の 大 き な 愛 に 

て 所 5 和 まい 従者 も 大 粒 の 涙 
は ト 6 DIO の 呪縛 で 危 征 状態 


に な っ た 娘 の ホリ イィ に 
会 い に 、 は る ば る ニュ 
ー ヨ ー ク か ら 駆 けつ け 
る 母親 の スー ジーQ。 
夫 の ジョ セ フ と 孫 の 承 
太郎 を 信じ 、 娘 を 抱き 
し め る 母 の 慈愛 と 真 の 
強 さ に 、 従 者 た ち も 大 
粒 の 涙 を 流す 。 


… 洗 と 
/ 削 W 


が ん 


幼い 恋 を 胸 の 中 に し まっ て 


敵 の スタ ンド で 子ども に 退化 し た ポル 
ナレ フ は 、 や さ し い お 姉ちゃん に 助け 
られ る が 、 逆 に 彼女 を 危機 に さら し て 
し まう 。 承 太郎 の オラ オラ ラッ シュ で 


下校 途中 に 偶 釣 マフ ィ ア の 男 を 助け た 幼き ジョ ル ノ 。 そ 
の 男 が ひと り の 人 間 と し て 対等 に 接し た くれ た こと が き 
っ か け で 、 ジ ョ ル ノ は 「 人 を 信じ る こと ] の 大 切 さ を 学ぶ 
こと と な る 。 不 幸 な 境 山 で も 一 筋 の 光 が 前 に 進む こと を 
教え て くれ る イイ 語 。 


佐助 が こ だ だ わる へ アス タイ ル の ヒミツ が ここ に 


佐助 が 高熱 で 生死 を さま よっ た 4 歳 の と き 。 大 雪 で 立ち 往生 し た 
の を 助け て くれ た の が 学 ラ ン で リー ゼン ト の 男性 。 熱 に 浮か され 
な が ら 記 憶 に 焼き つい た ヒー ロー へ の 憧れ が あの 有 髪 形 に 。 


敵 を 倒し 大 人 に 戻る が 、 正 体 を 告げ ず 工 Rb 

去る 粋 な を と ころ も 。 ピ る 人 
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自ら の 危険 も 願 み ず 友 を 救出 


DIO に より 肉 の 慕 を 埋め られ た 花京院 典明 に 対し 、 自 ら の 危険 
も 願 み ず ス ター プラ チ ナ で 肉 の 式 を 抜き 取る 承 太郎 。 そ の 勇気 
と 着 さ に 感激 し た 花京院 は 、 承 太郎 の 仲間 に 加わ る こと を 決心 。 
承 太 郎 の 男気 と それ に 応え る 花京院 の 友情 が 、 泣 ける ! 


トメ td 
層 愛 周 ら 苦難 
mr あぷ 
半 き 器 


バン 
kkb に 
ベッ / 


lm 


…vr 計 さ 吉 
まこ 
層 当 
we 


さ 団 べく 光 * ヾ 
ささ へび 避 証 ③ マ ミネ 


… き 全 叶 所 記 さい 


ON : 
ピナ 
リリ 
熱い シチュ ー を 素手 で 受け る 母 の 愛 


ジャ イロ と ジョ ニ ィ の 好敵手 ディ エゴ ・ ブ ラン ドー は 、 
幼少 時 賀 還 に あえ いで いた 。 と ある 農場 で 暮らす も 、 農 
場 主 に 嫌がら せ を され 、 食 器 を 壊さ れる 。 それ で も 人 負け 
な い 母 親 は ディ エゴ の た め に 熱い シチュ ー を 手 で 受け 取 
りや けど を 負う 。 ディエゴ が 社会 に 復讐 を 誓う 、 や る せ 
な い ス トー リー。 


… ゞ S ) 列 させ 
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最後 の 波紋 は 仲間 の た め に 


父 の 気 高 い 自 己 犠牲 の 精神 を 受け 継い だ シー 
ザー。 自身 の 絶命 の 際 に も 最後 の 力 を 振り 絞 
り 、 仲 間 の た め に 解毒 剤 の ピア ス を 入れ た バ 
ンダ ナ を 血 の シ ャ ボン 玉 に 入れ て 残す 。 そ の 
バン ダナ は の ち に ジョ セ フ が ワム ウ と の 戦い 
に 身 に 着け て 戦い 、 シ ー ザ ー の か た き を 討つ 
こと に 成功 する 。 美しい 友情 が 光る 逸話 だ 。 


ui 


ww 錠 党 立 


源 死 の 重傷 を 負い な が ら も 戦う 


いつ も マイ ベー ス を 崩さ ず 、 人 に な つか な か 
っ た イギー だ が 、 最 期 は 瀬 死 の 傷 を 負い な が 
ら も 仲間 の た め に 死 力 を 応 く し 絶命 。 犬 好き 
の 子ども を 見 殺し に で き な か っ た り 、 番 鳥 ペ 
ッ ト シ ョ ッ プ と 激闘 を 繰り 広げ た り と 、 闘 和 争 
心 に あふ れ た 魅力 的 な キャ ラ は 不 減 ! 


アバ ッ キ オ の 魂 が 救 わ れ た 
元 同僚 の 許し 


ボス の 正体 を 見 破る た め に スタ ンド 
を 発動 する も 攻撃 を 受け 、 絶 命 す る 
アバ ッ キ オ 。 
会 っ た 元 同僚 に 大 切な の は 結果 で は 
な く 「 真 実 へ 向かう 意思 ] だ と 教え ら 
れる こと で 過去 の 呪縛 が 解け 、 よ う 
や く 魂 が 救 わ れる 。 


ジョ セ フ の 両親 を 有 柚 っ た 運命 と は 


第 2 部 で は 、 
られ た 敬 く べき 事実 が 判明 。 ジ ョ セ 
フ の 父親 で ある ジョ ー ジ 二 世 と リサ 
リサ は 、DIO が 間接 的 に 絡む 数 奇 な 
運命 に 翻弄 され た 過去 が あっ た 。 そ 
の 驚く べき 事実 に は 、 運 命 の いた ず 
ら を 感じ ず に は いら れ な い ! 


し か し 、 死 後 の 世界 で 


リサ リサ の 過去 に 秘め 


ディ オ も ろ と も 海 の 底 へ 


激闘 で ディ オ の 一 味 を 倒し 、 初 恋 の 人 エリ ナ と 結婚 し た ジョ ナ サ ン ・ ジ ョ ー ス ター。 
し か し 新婚 旅行 の 船内 で 再び ディ オ が 襲い 、 ジ ョ ナ サ ン は 捨て 身 の 戦 法 で 、 エ リナ と 
残さ れ た 赤ん坊 を 守る 。 男らしい 正義 感 に あふ れ た ジョ ナ サ ン の 最期 に 涙 、 涙 ! 


